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    ウィル　Will


    十八歳。武装郵便屋「蝶と鯱」を経営する。


    



    ジェシカ　Jessica


    半人半妖の少女。十六歳。絶対言語という霧鍵式を超越した力を振るう。


    



    イスカ　Isca


    十七歳。ティエラの少女。学生。両親がおらず施設で育つ。


    



    ヒルダ　Hilde


    「夜姫」と呼ばれる現代最強の霧鍵士。「蝶と鯱」の得意客。


    



    アルト・ツァルト　Alt Zart


    ティエラ解放軍のリーダー。


    



    レン　Len


    〈七つの鍵〉である《フェンリル》を操る。現在は〈渡り鳥〉見習い。


    



    シュネー　Schnee


    白い服と日傘の少女。ヒルダとの因縁を持つ。


    



    ポールマン　Pohlmann


    「傀く儡ぐつ師し」の名で呼ばれる霧鍵士。ウィルたちを裏切った過去がある。


    



    ハイリッヒ　Heilich


    神父を名乗る謎の男。駄目な酒飲み。

  



  
    プロローグ


    



    　──ウィルが、死んじゃう……！


    



    　雪原の中、バディの少年を抱かかえてジェシカは必死に進んでいた。


    　まばゆいほどの金髪は泥と血でべったりと汚れ、無愛想ながら可か憐れんだった顔がん貌ぼうは焦あせりと不安に歪ゆがんでいる。


    　通ったあとにはドロリとした赤い筋が残り、やがてそれも降り続ける雪に埋もれて消えていく。夜が明けているにもかかわらず、視界はまったくといっていいほどきかなかった。


    　それでも、ジェシカの足は迷いもなく進んでゆく。


    　──とにかく、雪から逃のがれないと……。


    　やがて、真っ白な景色に大きな影が浮かび上がる。


    　岩の山だった。


    　もとは建造物だったのだろうか。崩れた岩と岩とが支え合って、小さな空洞を作り出している。足元も地面ではなく、石を敷き詰めたタイル状の床だ。


    　不時着する寸前、空からこの場所が見えて身を隠せまいかと考えたのだ。


    　十数分前まで、ジェシカとウィルは翼つばさ舟ぶねと呼ばれる航空機械に跨またがり、無人機〈ファントム〉と交戦していた。ウィルの機転で撃墜できたものの、彼はそこで力尽きてしまった。


    　──大丈夫。崩れない。


    　ぐいぐいと体で岩を押し、安全であることを確かめてからウィルの体を隙すき間まの奥へ運ぶ。


    　身を寄せ合って、ようやく二人入れるかという狭い空間だった。その狭さゆえに雪風を凌しのぐにはうってつけでもある。


    　頭上に、フワリと虹色に輝く蝶ちようが留とまる。一匹だけ紡つむいだジェシカの霧む鍵げん式しきだ。


    　ほのかな明かりに照らされて、ジェシカはウィルの航空服を脱がし、傷を確かめる。


    「──っ」


    　ジェシカの顔が一気に青ざめた。


    　──全然、血が止まってない。


    　ウィルは数発の銃弾を撃ち込まれ、応急処置しか施ほどこしていない体でこの吹雪の空を飛んだのだ。大きく開いてしまった傷は、ジェシカが操る植物では止血もできていなかった。


    　慌てて傷口を押さえるが、なんの意味もなかった。


    「どうしよう……」


    　今にも泣き出しそうな声を漏もらして、ジェシカは唇を嚙かむ。


    　──街まで飛ぶべきだった？


    　そう考えて、やはり首を横に振る。


    　一度は、ジェシカもそれを考えたのだ。だが自分たちはソルダートという、この大陸で絶対の権限を持つ兵士に追われているのだ。さらには〈七つの鍵かぎ〉の総そう帥すいであるシュネーにも狙ねらわれている。


    　街に入れば、助けを求める前に殺されかねない。


    　だから、翼つばさ舟ぶねを放棄してこの場所に逃げ込んだのだ。


    　今ここに、ウィルを救える者はジェシカしかいない。


    　すでにウィルには意識がなく、出血も明らかに命に関わる量に達している。


    　──傷を塞ふさいだだけじゃ、助からない。


    　だが、ジェシカの手には気持ち程度の医療具と霧む鍵げん式しきしかない。


    　霧鍵式で、血液を紡つむぐことはできない。ジェシカが生み出す虹色蝶グランツフイーや植物ですらも、所詮は時間が経てば朽ちる仮かり初そめの命なのだから。


    　──絶対言語レーゲル・ヴオルトなら……。


    　命と引き替えに霧鍵式を超越した奇跡を起こす力──条件さえ[image: ]そろえば死者も蘇生できるその力なら、ウィルの傷も癒いやせるのではないか？


    　その考えに、コクリとジェシカの喉のどが鳴る。


    　──やっぱり無理。〈霧きり〉が足りない。


    　ジェシカは、疲ひ弊へいしすぎている。


    　霧鍵式も、絶対言語レーゲル・ヴオルトも、力の根源は雲界を漂う〈霧〉だ。その〈霧〉がこの大陸にはない。


    　そこで力を貸してくれた〈霧〉の結晶も、シュネーとの戦いで使い切ってしまった。その戦いで、ウィルはこれほどの傷を負ったのだ。


    　今のジェシカでは、虹色蝶グランツフイーを一匹生み出すのでもやっとだった。命を使い切ったとしても、絶対言語レーゲル・ヴオルトは歌えない。


    　──なにか、手があるはず。


    　こうしている今も、ウィルの出血は治まらず、体温も低下していっている。


    「──痛っ」


    　傷を押さえていて、手の平に鋭い痛みが走った。


    　──イスカを助けたときの……。


    　雲界に近づきすぎて、霧汚染症を起こした少女がいた。彼女にはジェシカの血を飲ませることで応急処置ができたが、ウィルは霧汚染症ではない。


    　そもそも、口から血を飲ませたところで失われた血液を取り戻せるわけではない。


    　そのはずなのだが、ジェシカはその痛んだ手の平を凝視していた。


    「──血を、分ける」


    　ジェシカの血を分けることができたなら、ウィルも助かるのではないだろうか。


    　──でも、どうやって？


    　設備の整った病院ならともかく、ここに血管へ直接注ぎ込めるような器具はない。


    　それでも、ジェシカの瞳には確信の光が灯ともっていた。


    「私なら、きっとできる」


    　ウィルの腰からナイフを取り、傷ついた手の平をもう一度傷つける。


    「うぅ……っ」


    　堪たまらず、呻うめき声が漏もれた。


    　──たくさんの血が必要。


    　痛みに歯を食いしばり、深く刃を突き刺す。途端に、ボタボタと赤い滴しずくが[image: ]あふれていく。


    　──霧む鍵げん式しきは、〈霧きり〉を操る力。


    　そして、霧む妖ようの血を持つジェシカの血液には、多量の〈霧〉が含まれているのだ。


    　──血の中の〈霧〉を操る！


    　ウィルの腹部に空いた傷へ、手の平を押し付ける。


    　それでもジェシカから流れる血は、押し返されるように[image: ]れるばかりだ。


    「ウィル……」


    　少年の名を呼ぶ。


    　縋すがるようにではなく、[image: ]しかるように。


    「戻ってきて……」


    　祈るように、ギュッと目を閉じる。


    



    「私たちは、まだ空の最果てに届いてない」


    



    　淡い、青の粒子が[image: ]れる。


    　長い金色の髪が、発光し翠みどりに染まっていく。


    　開かれた瞳が、薄紫から夜のような濃紺へ変へん貌ぼうする。


    　そしてジェシカの背から、二対の翅はねが突き出す。片方が破れてしまった、蝶ちようの翅だ。


    　霧妖としての姿を顕あらわにしたジェシカの手から、血液に意思が宿ったようにウィルの傷へと流れていく。


    「くぅ……っ」


    　トクンと心臓が一つ鳴るたびに、体中の力を持っていかれるような感覚だった。


    　血そのものを操るという初めての試みに、加減ができていない。


    　それでも、ジェシカが捧げた血は確かにウィルの体へと流れていく。


    「ぐ、あ……っ」


    　突然、ウィルがもがき始める。


    　外から入り込んだ血液に、異物を排除しようとする反応が起こっているのだ。


    「お願い……。受け入れて」


    　願うような言葉に、次第に拒絶反応が収まっていく。


    　呼吸が落ち着いたものになり、受け入れられた血液が体のあちこちに刻まれた傷を癒いやしていった。


    　やがて、ウィルの顔にも赤みが戻って、ジェシカはホッと吐息を漏もらした。


    「あ……？」


    　途端に力が抜けて、ウィルの上に倒れた。蝶ちようの翅はねがガラスのように砕け、グニャリと目の前が歪ゆがむ。


    　──血を、使いすぎた……。


    　当然のことながら、ウィルに分け与えた血液はジェシカの体から失われているのだ。


    　気が遠くなっていく中、それでも周囲が猛吹雪であることを思い出す。


    　──寒い……。


    　このまま気を失うと、二人とも凍死してしまう。


    　脱がせた航空服を戻そうとするが、凍えきった上に貧血を起こしていては上う手まくいくはずもない。


    　それに、きっとこれだけでは足りない。ウィルを引きずり出すのが精一杯で、ここには毛布の一つさえないのだから。


    　──火を……無理。燃やせるもの、ない……。


    　朦もう朧ろうとする意識の中で、ジェシカの手に感じられたのはウィルの温ぬくもりだった。


    　──これなら……？


    　躊ちゆう躇ちよする余裕はなかった。


    　ジェシカは、自分の航空服に手をかけて────
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    第一便　それぞれの墜ちた場所で


    



    　──いつかあなたが目を覚ましたとしても、この門だけは絶対に開いてはいけませんよ──


    



    　懐なつかしい声だった。


    　誰よりも優しくて、そして自分を守ってくれるのだという安心を与えてくれる、そんな温あたたかな声だ。


    　──ああ、これは夢だ。


    　意識のどこかで、彼女はぼんやりとそう感じた。


    　きっと、自分はひどく幼いのだろう。手を握ってくれるその人は、顔も見えないほどに背が高かった。


    　目の前には、鋼鉄の壁が聳そびえている。中央には蒼あおの宝玉が嵌はまっていて、よく見るとそこから左右に分かれるような亀裂が走っている。


    



    　この向こうには、なにがあるの？


    



    　自分は、そんな意味の疑問を投げかけたのだろう。


    　見上げたその人の顔が困ったように歪ゆがんだのがわかった。


    　[image: ]きいてはいけないことなのだと、幼い自分にも理解できた。


    　その人は黙ってしまい、胸を締め付けられるような静寂が残った。


    　沈黙は数秒だったのか、それとも十数分ほどもあったのか、永遠のような時間のあとで、その人は赦ゆるしを請こうように口を開いた。


    



    　──過あやまちと、永ながい償つぐない──


    



    　悔恨に満ちた声に、自分まで悲しくなってしまった。


    　幼い自分は、キュッとその人に抱きついた。そうすることで少しでも痛みを和やわらげられると信じたのかもしれない。


    　その人は少し驚いたような声を漏もらしたが、やがてそっと頭を撫なで返してくれた。


    　──もう、お休みなさい──


    　そう言って、また手を引いて歩き出す。


    　自分は、これから眠るのだ。


    　永い永い眠りだ。


    　それを思うと堪たまらなく不安になって、その人の腕にしがみつく。


    



    　起きたとき、ちゃんと側そばにいてくれる？


    



    　その人を困らせてしまう問いかけだとは、わかっていた。


    　でも、そう縋すがらずにはいられなかった。


    　もう一度、その人は頭を撫なでてくれた。


    



    　──あなたが目を覚ましたときには、きっと世界は平和になっています──


    



    　それは、答えにはなっていなかった。


    　それでも、精一杯の答えなのだとわかった。


    　そして〝きっと〟がないのだろうということも。


    　せめてもの不満を込めて、ぽかっとその人の胸を叩たたいた。


    　困ったように微ほほ笑えんで、その人はこう言った。


    



    　──だからお休みなさい、イスカ──


    



    　それを最後に、その人は姿を消してしまった。
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    「──お兄ちゃん！」


    　ガバリと身を起こし、イスカは手を伸ばしていた。


    　活発そうな短い髪は焦げ茶色ダークブラウンで、クルリとした瞳は空の青。顔がん貌ぼうもそれなりに整ってはいるのだが、女性的というよりは少年のような印象を受ける容姿だ。


    　──夢……？


    　頭のどこかでそう理解はしていたのだが、腕に残った温ぬくもりはとても幻には思えなかった。


    　──ううん。夢じゃない。本当に、あったことなんだ。


    　遠い昔に忘れてしまった、悲しくて、とても大切な記憶だ。


    　──そう。お兄ちゃんだ……。


    　イスカは孤児だ。長い間、自分を置いていってしまった〝お姉ちゃん〟と〝お父さん〟を捜していた。


    　だが、その〝お姉ちゃん〟はこう言ったのだ。


    



    　──そなたが捜していたのは、小しよう妹まいではなくそなたの〝兄上〟だったはずなのです──


    



    　だからお姉ちゃん──ヒルダは、イスカを連れてティエラを渡り歩いていたのだ。


    　──お姉ちゃんは、答えを見つけたんだ。


    　だが、それゆえにイスカを置いて去らなければならなくなった。


    　どうして今まで思い出さなかったのだろうか。イスカは自分を咎とがめるように、伸ばした腕を胸の前でキュッと手を握った。


    「……って、ここ、どこ？」


    　気付くのが遅いが、そこはイスカの知らない場所だった。


    　天井を見上げれば薄い絹を張った天てん蓋がいがあり、ベッドもついた手が沈みこむほど柔らかくて上質なものだ。


    　それだけ大きなベッドを置いてなお、ゆったりとテーブルや椅い子すが並べられるほどの広い部屋だ。壁際には両開きのクロゼットや化粧台が置かれている。


    　窓の向こうにも遠くに空を遮さえぎる外壁は聳そびえているものの、草花が咲き乱れ、小鳥や蝶ちよう々ちよなどが楽しそうに乱舞していた。


    　イスカの感覚からすると、ほとんど異世界だ。


    　正直、自分には不釣り合いどころか、こんな豊かな空間が存在するとさえ考えたこともないような部屋だった。


    　知らない天井。


    　知らない部屋。


    　知らない景色。


    　──そうだ。あたし、あのシュネーって子に……。


    　思い出すのは、真っ白な少女だ。


    　貴婦人のような日ひ傘がさを差し、イスカよりも幼く甘い声で笑っていた。


    　それでいて、ウィルやジェシカ、それにヒルダという力のある者たちが三人がかりでようやく追い返したほどの相手だ。


    　その少女に、自分は攫さらわれたのだ。


    　生きているだけでも幸運なのだとは思うが、その先でこの好待遇は一体どういうことなのだろうか？　拘こう束そくすらされていない。


    　ひたすら困惑していると、コンコンと部屋の扉がノックされた。


    「入っていいかしら？」


    　穏やかな、女性の声だった。


    「は、はい！　どうぞ……」


    　怖おず怖ずと返事をすると、カチャリと真しん鍮ちゆうのドアノブが回転する。


    「こんにちは。気分はどうかしら？」


    　現れたのは、妙齢の女性だった。


    　二十歳を過ぎたくらいだろうか。裾すその長い白衣を肩から羽織り、その下にはどこかの制服を思わせる青のスーツ。研究者なのだろうか。ほっそりとした顔立ちに縁ふちのないメガネをかけていて、穏やかな笑顔の向こうには強い意志が感じられた。


    　女性の顔に見覚えはなかったが、その髪と瞳の色を見てイスカは思わず後あと退ずさった。


    



    　それは、純白の長い髪を肩に流し、空と同じ蒼あおの瞳で微ほほ笑えむ女だった。


    



    　自分をこんなところに連れてきたシュネーと、同じ色だ。


    「シュネー──ひやぁっ？」


    　ベッドの後ろまで下がってしまったイスカは、そのまま床へ転落していた。


    　柔らかい絨じゆう毯たんが敷かれていたが、背中から落ちて少しの間悶もん絶ぜつした。


    「だ、大丈夫？」


    　女性が慌てて駆け寄り、助け起こしてくれた。そのときになってようやく、イスカは自分がドレスのような寝間着を着ていることに気付いた。


    「ごめんなさいね？　まさかそんなに驚かれるとは思わなくて」


    　その優しげな声こわ音ねと眼まな差ざしは、とてもイスカの友人の皮を被かぶった怪物とは似ても似つかぬものだった。別人なのだと、感じた。


    「あ、いえ、すみません。あたしの方こそ、初対面の方に……」


    　この女性はシュネーではない。


    　そんなことはわかっているのだが、ウィルに重傷を負わせ、ジェシカを圧倒し、ヒルダでさえ敵かなわなかった光景をイスカは目まの当たりにしているのだ。


    　似たような色を見て記憶が蘇よみがえってしまう程度には、恐怖を感じていた。


    　すっかり怯おびえた様子のイスカを、女性は優しくベッドへ座らせる。


    「まったく……。シュネーさんったら、何をしたのかしら？　本当にごめんなさいね。手荒なことはしないと思っていたの」


    　その言葉で、イスカは自分が囚とらわれの身であることを改めて認識した。


    　──この人も、シュネーの仲間なんだ……。


    　容姿から察するに、シュネーの姉妹あたりだろうか。しかしあの少女が外見とは裏腹に長い月日を生きてきたことを、イスカは知っている。


    　直接の身内というわけではないかもしれないが、どういう関係なのだろうか。


    「あなたは、シュネーの、なんなんですか？」


    「そうね……。一応、協力者かしら？　でも彼女、言いたいことだけ言ってすぐにフラッといなくなってしまうから、協力してると言っていいのか迷うところなのだけど……」


    　どうやら、部下や同志というほど明確な協力関係ではないらしい。


    　──でも、シュネーはこの人に手を貸してる。


    　警戒を顔に浮かべるイスカを見て、女性は仕方なさそうにため息を漏もらす。


    「窓、空けてもいいかしら？」


    「……どうぞ」


    　女性が窓を開けると、冷たい風が吹き込んできた。イスカが知るシュタット・ノインの街よりもずいぶん寒い。見れば、ヒラヒラと大粒の雪が降ってきていた。


    　だが、そこから見える空は同じものだ。


    　無愛想な壁に遮さえぎられ、手の平をかざせばすっぽりと収まってしまう、ちっぽけな空。


    　数日前までは、そこになんの疑問も抱かなかった。自分たちの頭の上にあるのは、昼間になると明かりが射し込むだけの、ただの窓だったのだ。


    　あの空が、狭く閉ざされた井戸の天井であるなど、考えもしなかったのだ。


    　その向こうに、果てのない世界が存在するなど、夢にも思わなかったのだ。


    　窓から身を乗り出し、女性は笑顔を浮かべる。


    「ねえ、あなたは遮るものが何もない空というものを、見たことはあるかしら？」


    　心臓が、大きく鳴った。


    　──知ってる。


    　思い出すだけで、体の奥が熱くなる。


    〈渡り鳥〉と呼ばれる少年と少女の後ろに乗って、イスカは空の中へ飛び込んだ。そして、彼らが踊る空を見てしまったのだ。


    　そんな様子を見て、女性は窓枠に腰をかけてイスカの顔を見つめる。


    「……そう。あなたは、その目で見たのね」


    「あ、あたしは、別に……」


    　知られてはならない秘密を知られたような気がして、イスカは腕で顔を隠す。


    　女性は首を横に振る。


    「隠さなくていいわ。今のあなたの顔、まるで恋する乙女よ」


    「──っ」


    　耳まで顔が熱くなった。


    　クスクスと笑って、女性は続ける。


    「教えてくれないかしら。あなたが空を見たときの気持ちを」


    「……上う手まく、話せません」


    　イスカは、キュッと胸元を押さえた。


    　目を閉じれば、今でも浮かび上がる。


    　見果てぬほどに広大な蒼あおの世界。その足元にはどこまでも深い真っ白な空。全ては蒼と白に塗り潰つぶされていて、この大地でさえもその空に呑のみ込まれていたのだ。


    　そこで、イスカは確かに見たのだ。


    　真っ白な雲界に住まう魔物──霧む妖ようと、真っ青な蒼そう界かいから来た翼つばさ舟ぶねと呼ばれる航空機械。


    　その二つが淡い光を撒まいて踊る、夜の空を。


    　震ふるえるほどに残酷で、焦こがれるほどに美しかった。


    　地面から見上げて、その中に入れない自分がどこまでももどかしかった。


    　一度知ってしまったらもう戻れないほど、甘美で心奪われる世界だったのだ。


    　──もう一度、あの空へ行きたい……。


    　恋するというのなら、きっとそうなのだろう。


    　あんな世界を知ってしまったなら、こんな閉ざされた都市の中でじっとしてなどいられない。


    　上目遣いにイスカの顔を覗のぞき込み、女性は優しく微ほほ笑えむ。


    「落ち着いたかしら？」


    　イスカは目を大きくした。


    　──慰なぐさめられてたんだ……。


    　シュネーは恐ろしかった。


    　だが、それすらも霞かすんでしまうほど、井戸の向こうの空は魅力的だったのだ。


    「まだ、自己紹介もしていなかったわね。私はアルト。アルト・ツァルトよ。ここではそれなりに融通の利く立場にいるから、困ったことがあったらなんでも言って」


    「……イスカです。あの、アルトさんは、ここで何をしてる人なんですか？」


    　ひと呼吸置いてから、女性──アルトはこう言った。


    



    「私はね、あなたが見た空の向こうを、ティエラの全ての人に見せてあげたいの」
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    「空の向こう……？」


    　確かめるように口に出すと、アルトは拍子抜けしたような顔をした。


    「あら、これでわかってもらえるかと思ったのだけど？」


    　やはり首を傾かしげるしかできないイスカに、アルトもそろそろ慌てた顔を見せる。


    「あ、あれ？　ジャンから話を聞いているはず……よね？」


    「ジャンって、誰……？」


    　まったく聞き覚えのない名前だ。


    　キョトンとするイスカに、アルトは頭を抱かかえて蹲うずくまった。


    「あああああもう、なんであの人言われたこともきちんとできないかなあ。なんのための連絡員よ！」


    　それまでの落ち着いた態度はどこへやら、アルトは髪を搔かきむしって声を荒らげる。


    　イスカが啞あ然ぜんとして身を退ひいたので、アルトもようやく我に返ったらしい。コホンと咳せき払ばらいをして立ち上がった。


    「まったく……。せっかくリーダーらしくがんばったのに、台無しじゃない」


    　どうやら、毅き然ぜんとした態度は取り繕つくろっていたものらしい。


    「リーダーって、どういうことですか？」


    「ここはティエラ解放軍のアジトよ。で、私はそのリーダー。前もって連絡員が接触しているはずだったんだけど、どうやら何か行き違いがあったようね」


    　──ティエラ解放軍──


    　その名前で、イスカもようやく心当たりを思い出した。


    　──もしかして、ポ……ポー……なんとかって人のことかな……？


    　確かに解放軍の使いのようなことを言っていた青年とは顔を合わせているが、あのときはどちらも自己紹介などしていなかった。


    　なにせ、彼は出会い頭がしらに血祭りに上げられていたのだ。ジェシカの踵かかとが顔面を抉えぐる光景は、シュネーのそれに比肩するほど凄せい絶ぜつなものだった。ウィルが何度か名前を口にしていた気はするが、記憶に残っていない。


    　だが、彼が何を語ったかは、覚えている。


    「解放軍って、ティエラに〈霧きり〉を流そうとしてる人たち？」


    「あら、やっぱり知ってるんじゃない。でも、その言い方だと、少し語ご弊へいがあるわね」


    「語弊？」


    「ええ。正しくはティエラに霧む鍵げん式しきを取り込もうとしている組織よ」


    　イスカは首を横に振る。


    　ポーなんとかという青年は、それが自殺行為であることを警告しに戻ったはずだ。それがまだ耳に入っていないのだろうか？


    「どっちでもいっしょじゃない。それって、ティエラの人間を殺すことにしかならないんですよ？」


    　イスカは胸を押さえる。


    「外の世界に流れる〈霧〉は、あたしたちには猛毒なんです。霧鍵式の源はその〈霧〉なんだから、みんな死んじゃうんですよ！」


    　アルトが目を大きく開く。


    「ああ……そうか。あなた、空を見てるってことは、〈霧〉にも触れちゃったんだ。……よく命があったわね？」


    　平然とした声に、イスカは愕がく然ぜんとした。


    「知ってて……やろうとしてるんですか？」


    　アルトは首を横に振る。


    「これはジャンにも秘密にしていたことだけど、確かにティエラの人は〈霧きり〉に触れれば命を落とすわ」


    「なんで秘密なんかに……」


    「知ってしまったら、みんなあなたと同じ反応をするからよ。だけど……」


    　そこで一度言葉を切ってから、アルトは自信に満ちた笑みを浮かべた。


    



    「人と〈霧〉との緩かん衝しよう材ざいとなるものが存在するとしたら、どうかしら？」


    



    　予期しなかった言葉に、気勢をそがれる。


    「どういう、ことですか？」


    「風に乗って流れてくる〈霧〉を遮さえぎって、その上で霧む鍵げん式しきの源になってくれる。そんな、私たちにとって極めて都合のよいものが蒼そう界かいには存在するの。それが手に入れば〈霧〉の危険に晒さらされることなく霧鍵式を運用できる……はずだったの」


    「はずって……？」


    　アルトは力なく首を横に振る。


    「それを手に入れる寸前で、裏切りにあって失敗したの。……十年前のことよ」


    　──十年前じゃヒルダお姉ちゃんとは関係ない、か……。


    　ヒルダもまた、ティエラを滅ぼそうとする存在と戦っていた。しかしそれは十二年前のことだ。十年前では彼女も蒼界へ戻っていたはずだ。


    　イスカが眉まゆを顰ひそめていると、アルトは一度深呼吸をしてから続きを語り始める。


    「ジャンから聞いているはずよね。……ティエラは、滅びるわ。もうずっと前から限界なのを[image: ]だましながら維持している。あなたは見たことがないかしら？　今はもう動いていない、たくさんの施設や工場──ティエラだって昔は、もっと豊かだったのよ」


    　──知ってる……。


    　イスカが住むシュタット・ノインの人口は、わずか二千八百人。それに対して街の広さは一〇〇〇界碼ヤルド四方はある。壁の中が狭いとはいっても、実際に人が居住しているのはその三十パーセントにも満たない範囲だろう。


    　残りの七十パーセントはなんのために存在したのだろうか。


    　そして、どうしてティエラの民は八千年もの長い時間を、そんな箱庭の中で耐えることができたのか。


    　──昔は、違った？


    　アルトはゆっくりと頷うなずく。


    「時間をかけて、少しずつ娯楽や不可欠でないものを削っていって、生きていく上で欠かせないものだけを残していったの」


    「そんなの……、みんな嫌いやがるに決まってるじゃない」


    「少しずつと言ったわ。ある一つを禁止したくらいで暴動なんて騒ぎにはならない。ソルダートという抑止力があるのだから、たった一つの不便のために命を捨てる人なんてそんなにいないでしょう？　そして禁止されたものは過去の記録からも消され、初めから存在しなかったことになれば次の世代は疑問を抱くことすらできない」


    　わからない、とイスカは首を横に振る。


    「なんで、そんなにソルダートに力があるんですか？」


    「ソルダートが、壁を守る絶対の存在だったからよ。私たちは壁の外に出れば命がない。そこから守るのが彼らだったの。ティエラの守護者である彼らが決めたことだから、誰もが従ったの。だけど、時間の流れと共にその役割は守護から監視に変わってしまった」


    　そこまで語ってから、アルトは首を横に振って微笑する。


    「少し、話が逸それてしまったわね。こうしてティエラは少しずつ牢ろう獄ごくになっていったの。だけどそれは滅亡を遅らせるだけでしかない。だから、荒廃したティエラを救うために蒼そう界かいから霧む鍵げん式しきを取り入れる計画が存在したの。ほかならぬ、ティエラ王の指揮の下、ね？」


    「──っ、ティエラ王？」


    　イスカたちのような一般人にとっては、ソルダートこそが絶対の支配者だ。外の世界に興味を向けることすら忘れてしまうほどに。


    　そのソルダートたちを従えているのが、ティエラ王……だという話だった。


    　──本当に、そんな人がいるのかな……？


    　壁に囲まれた中で、存在を感じることのできない王をイスカはまだ信じることができないでいた。


    「……王さまって、どんな人なんですか？」


    　アルトは首を横に振る。


    「私も、直接の面識はないわ。私が会えたのは、王の代行者だから。でも、私は信じるに値すると思った」


    「何を根拠に？」


    　存在するかも疑わしい王の代行者を、なぜアルトが信じる気になれたのか。イスカには理解できない。


    　その質問を待っていたというように、アルトはツイッと人差し指を立てて腕を伸ばした。


    　示されたのは、天井──いや、空だった。


    



    「遮さえぎるもののない空を全ての人に与えたい──そう言って、あの人は私に空を見せてくれた」


    



    　イスカの心臓は大きく鳴った。


    　──アルトさんも、同じ空を見たんだ。


    〈渡り鳥〉の背に乗り、見せてもらった空。イスカがひと目で恋に落ちた世界。


    　壁に囲まれた中という空間がいかに閉へい塞そくしているかを理解していたアルトにとっては、どれほどの衝撃だっただろう。


    　──それが与えられるって言われたなら……。


    　信じてしまう。


    　縋すがってしまう。


    　だが、それを語るアルトの瞳は、盲もう信しんに曇くもったものではなかった。


    「ティエラ人が〈霧きり〉に耐性を持たないことは、誰よりもティエラ王が理解していたわ。その上で、ティエラ人を〈霧〉から守り、霧む鍵げん式しきを取り入れるために計画が立てられた」


    　懐なつかしむように、それでいて悔しげに、アルトは言う。


    「……私も、その計画に関わった人間の一人だった。あの空を、全ての人に見せることができると信じてたのよ」


    　キュッと唇を嚙かんでから、またアルトは笑う。


    「でも、十年待って、ようやくチャンスが巡ってきたの。私たちは、今度こそティエラを救ってみせる」


    　アルトが確信を持っていることに、イスカは逆に不安を感じた。


    　──緩かん衝しよう材ざいって、まさか……。


    　ティエラ人であるイスカは今、〈霧〉に満ちた空を飛べるだけの耐性が与えられている。


    　それは、ある人から血を分けてもらったからだ。


    　もしもアルトが言う緩衝材がその〝血〟だとしたなら……。


    　イスカは、慎重に問いかけた。


    「……[image: ]きいても、いいですか？　その、緩衝材って、一体なんなんですか？」


    　アルトは、鋭く目を細めた。


    



    「──《ミストルティン》──〈霧〉を吸って成長する、特別な樹よ」


    



    　その答えはイスカの予想とは違うものだった。


    　──でも、その名前、どこかで聞いたことがある。


    　確か……そう、シュネーが一度だけその名前を口にしたことがあったはずだ。


    　ただ、そのときあることで打ちのめされていたイスカには、何を指しての言葉だったのかがわからなかった。


    　──ウィルさんとジェシカに関わるもの……だよね？


    　警戒心を強めるイスカに、アルトは仕方なさそうな顔をする。


    「少し、一度に話しすぎたかしら。あなたもまだ目を覚ましたばかりだったものね」


    　返事を急ぐつもりはないのか、アルトは窓から離れ、部屋から出ようとする。


    　その背中に、イスカはひと言問いかけた。


    「……それで、あたしに何をしろっていうの？」


    　背中を向けたまま、アルトは肩越しに顔を向けてこう言った。


    



    「あなたには、空の門を開いてもらいたいの」


    



    　──空の門──


    　空の向こうから来た〈渡り鳥〉たちは、このティエラという国──いや、大陸を指してそう呼んだ。


    　この門を開かなければ、彼らが目指す場所へたどり着くことはできないのだと。


    「今すぐに返事をしてもらう必要はないわ。でも、ちゃんと考えてほしいの」


    　そう言い残して、今度こそアルトは部屋を出ていった。


    　──あたし、どうすればいいんだろう……。


    　シュネーはティエラを滅ぼすと言っていた。


    　だがアルトは──解放軍は、滅ぼさずにティエラを救う手段があるという。


    　──シュネーとアルトの目的は、同じじゃない？


    　そこにイスカを必要とする理由は、空の門と呼ばれるものを開くためだ。


    　そう。空の門だ。


    　ウィルとジェシカも同じ名前を口にした。この二つは同じものを指しているのだろうか？


    　もし本当にイスカにそれができるというのなら、彼らの助けに──ひいては、イスカがあの空を摑つかむことに繫つながるのかもしれない。


    　──だけど、本当にそんなふうに上う手まくいくの？


    　どこかに、爆弾が仕掛けられている。


    　そうでなければ、シュネーがイスカを殺さず、しかも解放軍に協力するはずがない。


    　一度にたくさんの情報を与えられすぎて、イスカにはどれが正しいのかなど判断できなかった。


    　毛布を手た繰ぐり寄せ、そこに顔を埋うずめたときだった。


    　──どうしようもないと思ったときは、こういうふうに笑うですよ──


    　大切な友達を失い、泣いて蹲うずくまっていたイスカに、とある少女がそう言ったのを思い出した。


    　──笑ったくらいで、どうにかなるわけないじゃない。


    　心の中で悪態をつきながら、イスカは口角を歪ゆがめる。笑おうとしているのだが、こんな状況で上う手まくいくはずもない。


    　人差し指で口の両端を吊り上げ、強引に笑みの形を作ってみたところで、ようやく自分は何をやっているのだろうと、疑問を感じた。


    　──バカなことやってないで、どうするか考えなきゃ。


    　自分は軟禁されていることになるのだろうが、アルトの態度を考えると決して自由がないわけではなさそうだ。


    　両手で顔をパシンと叩たたき、ベッドから足を下ろしたときだった。


    「……っ？」


    　開け放たれた窓の上から、ぶらんと紐ひものようなものがぶら下がった。


    　ギョッとして振り返って、それがどうやら髪の束らしいことがわかった。


    　──髪？　三つ編み？


    



    　それは、夕陽色キヤロツトオレンジの三つ編みだった。
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    「ここ、は……？」


    　眩まぶしい光が射し込んでいて、ウィルは目を開けた。


    　まず目に飛び込んできたのは、壁と壁が重なり合あった、崩れかけの天井だった。


    　当然、見覚えなどない。部屋というほど気密された場所ではないらしく、どちらかといえば洞どう窟くつに似た空間だ。その出口から陽光が射し込んでいるのだ。


    　腕を持ち上げるとミシミシと軋きしんだ。床の上で寝ていたらしく、体が硬直しているのだ。


    「──って、なんだこりゃ？」


    　持ち上げた腕は、血まみれだった。すでに固まっていて、剝はがれた血の塊かたまりがパラパラと落ちてくる。


    　にわかに困惑して、自分が何をしていたのかを思い出す。


    　──俺、シュネーに何発も撃たれて……いや、それからイスカが攫さらわれたんだ！


    　イスカを取り戻そうと空を飛び、そこで〈ファントム〉に襲おそわれた。


    　辛からくも撃墜したところまでは覚えているのだが、その先の記憶がなかった。


    　──俺たちも墜おちた？　いや待て、その前にジェシカはっ？


    　ガバッと身を起こして、腕の中に柔らかいものがあることに気付いた。


    「ぅ……んぅ……」


    　小さな呻うめき声を漏もらしたのは、金色の髪をした少女だった。


    　ジェシカだ。彼女がすぐ側そばにいてくれたことには安心したが、直後にウィルは硬直した。


    



    　──なんで、裸なんだ……？


    



    　ジェシカは、航空服を脱ぎ捨て裸身を顕あらわにしていた。よくよく確かめると、ウィルも身につけているのはズボンくらいのもので、衣服を着用していない。ジェシカに至ってはそのズボンすらはいていない。


    　お互いほぼ全裸で抱き合っているという事実から、ウィルの脳裏に去来したのは逃のがれようのない現実だった。


    　──とうとう、やっちまった……！


    　目を見開き、カタカタと震ふるえる。


    　ジェシカはバディだ。


    　空の最果てを見るという、誰もが笑った夢を共有し、独りでは飛べない自分の欠点を補ってくれる半身だ。命に代えてでも守るべき存在だ。


    　それを差し引いても彼女はあまりに美しく、異性として魅力的すぎた。男としてこれほど可か憐れんな少女を欲しくないわけがない。


    　だが、一線を越えてしまったら、バディという今の関係が壊れるかもしれない。


    　だからウィルも自分の欲求を封印してきたのだが、とうとう理性を失ってしまったということだろうか。


    　──いや待て。俺は重傷だったはずだろ？


    　ジェシカの能力をもってしても、治療が困難な傷だったはずだ。


    　それが今、ウィルはなんの異常も感じられない。どんな手を使ったのか、ジェシカが救ってくれたのは疑いようもない。


    　それに加え、脱ぎ捨てられた衣服もウィルとジェシカの二人を包み込むように被かぶせられていて、雪の中で体温を逃さぬための手段だったことは明白だ。


    　そんな環境で、その……一線を越えるような行為にもつれ込む余裕があるものだろうか？


    　──生物は命の危険に晒さらされたときこそ、生殖能力が高まる──


    　思い出したくもない真理が脳裏に浮かび上がる。


    　──くそ、ダメだ自信がない……！


    　裸体のジェシカを抱きしめ、理性を保っていられたなどと答えることができない。


    　血と汗で体中がべとべとなのも、状況を確定づけている。


    　ひとしきりパニックを起こしていると、腕の中のジェシカがうっすらと目を開いた。


    「ウィ、ル……？」


    「ジ、ジェシカ……？　あの、これはだな……」


    　慌てふためいていると、ジェシカはハッとしたようにウィルの胸にしがみついてくる。心音を確かめているように見えなくもないが、甘えてきたようにしか見えない。


    「お、おい、ジェシカ……？」


    　声をかけると、ウィルの顔を見上げて、なんと安らいだような顔を見せる。


    「よかった……」


    　普段のジェシカなら、絶対に見せない表情だ。


    　それから、クタッと体から力が抜けたように縋すがりつく。


    「ジェシカ、大丈夫か？」


    　肩を抱いて支えると、ジェシカは力なく頷うなずく。


    「……体が、だるい」


    　顔色もよくはない。意識もまだ朦もう朧ろうとしているのか、焦点も定まってないように見えた。


    　ウィルがこうして無事でいる代わりに、彼女が背負うことになった代償はいかほどのものだったのだろうか。


    　──また、無理をさせちまったんだな……。


    　半人半はん妖ようであるジェシカは、〈霧きり〉のないこの大陸で活動することに多大な制約を受けている。そこで無理に力を使えば命に関わるというのに、ウィルはまた彼女に力を使わせてしまったのだ。


    　そっと抱きしめると、ジェシカは切なげな吐息を漏もらしてこう言った。


    



    「……あんなことしたの、初めてだったから」


    



    　ひくりと、ウィルは硬直した。


    「は、初めてって、その、つまり、あれか？」


    　こくりと、小さく頷く。柔らかい髪が胸元をくすぐった。


    「あんなに血が出ると、思わなかった」


    　声も出ないほど、ウィルは狼狽うろたえた。ずっと大切にしてきた宝物をささいな不注意で壊してしまったような気分だった。


    　言い逃のがれのしようもない。


    　だが、その前に一つだけ確かめておかなければならない。


    「ジェシカは、その、嫌いやじゃなかったのか？　俺なんかが相手で……」


    　問いかけると、ジェシカは不思議そうに首を傾かしげ、それから自分の手の平を見つめて頷く。


    「ウィルなら、いい。ウィルは、受け入れてくれた」


    　電流にでも撃たれたように、ウィルは目を見開いた。


    　それから、観念してウィルは頷いた。


    　──俺も男だ。腹を括くくるか。


    　両腕でジェシカを抱きしめ、ウィルは言った。


    



    「責任くらい、取れるつもりだ。俺は、お前のことをずっと大切にするよ」


    



    　ジェシカは大きく目を開き、それから耐えられなくなったように視線を逸そらせる。


    「……生意気」


    　トンと、胸元を叩たたいてきた手は、どこか愛いとしそうなものだった。


    　ウィルは自分の航空服を取ると、ジェシカをそっと床に下ろした。


    「少し待ってろ。食料を取ってくるよ」


    　翼つばさ舟ぶねの位置を聞いて、外を見み遣やる。


    　一面、雪景色で翼舟も埋もれてしまっているようだ。


    「ちょっと時間がかかりそうだな。ジェシカ、服は自分で着られるか？」


    「服……？」


    　自分の格好に気付いていなかったのか、ジェシカは自分の体を見下ろして「ひぅっ」と小さな悲鳴を上げた。


    「不ふ埒らち者もの！」


    　上着で体を隠し、転がっていたゴーグルを投げつけてくる。しかし疲労もあるのだろう。微ほほ笑えましいほどささやかな衝撃だった。
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    「──レンッ？」


    　窓から垂れ下がった三つ編みは、イスカには見覚えのあるものだった。


    　──助けに来てくれた？


    　そう思って駆け寄ったのだが──


    



    　三つ編みを下げた少女は、そのままボトッと落ちてきた。


    



    　考える前に、イスカは少女を抱き止めていた。


    「わわ、落ちるっ？」


    　ただ、小柄な少女とはいえ、人間ひとりの体重をイスカ一人で支えられるはずもない。


    　バランスを崩して転落しそうになって、そこが二階だったことを知る。このまま落ちては怪我では済まない。


    　キュッと目を瞑つむり、少女を守るように抱きしめたときだった。


    



    「イスカは身投げ願望があるですか？　レンを道連れにするのはやめるです」


    



    　逆さまのまま、器用に窓枠へ手と足をかけ、少女が目を覚ましていた。


    　それからクルリと姿勢を入れ替え、イスカの体ごと部屋の中に飛び込む。


    　スタッと両手を挙げて着地したのは、夕陽色キヤロツトオレンジの髪をした少女だった。


    　快活な笑みを浮かべる顔には琥こ珀はく色の瞳。背はイスカより頭一つ分ほど低く、幼いというよりやんちゃな印象を与える。鮮やかな緑のワンピースの上に、真っ白なジャケットを羽織っていた。


    　少女の名は、レンといった。ウィルとジェシカの仲間であり、挫くじけそうだったイスカを[image: ]しつ咤たしてくれた娘である。


    　レンは二本の指でブイの形を作ると、小さな胸を大きく張った。背中に流れる三つ編みまでもがヒョコリと跳ねる。その拍子にパラパラと雪の塊かたまりが落ちた。


    「ふふん。レンがいなかったらイスカは大変なことになってたです。ここは感謝を込めてレンに〝様〟を付けるべきです！」


    「あんたが落ちそうだったから助けたんでしょうっ？」


    　イスカが指摘すると、レンは心外そうな顔をする。


    「イスカを助けにきたレンをイスカが助けたというですか？　それでは矛む盾じゆんするです」


    　──ああもう、相変わらず面倒臭くさい子だなあっ！


    　そうため息を漏もらしつつも、見知った顔に会えたことは素直に嬉うれしかった。


    「そんなことより、どうしてレンがここにいるの？　ウィルさんやジェシカは？」


    　問いかけると、レンは難しそうな顔をした。


    「レンはイスカを追いかけるように頼まれたですよ。ウィルとジェシカは油くさい翼つばさ舟ぶねをやっつけに行っちゃったです」


    「油くさいって……〈ファントム〉のこと？」


    　レンは頷うなずく。


    「レンが追いかけてた方は、イスカを落としてどっかに行っちゃったです」


    「落とすってナニよ……って、あれ？　それじゃあ、シュネーももしかして？」


    「あの白いのですか？　油くさいのに乗ってたみたいですよ」


    　どうやら、ここにシュネーはいないらしい。


    　──でも、お兄ちゃんがどこにいるのか、シュネーは知ってるみたいだった。


    　遠ざかってくれたのはありがたいが、兄の手がかりも逃がしてしまったことになる。


    　──シュネーといえば、ウィルさんたち、シュネーと戦って大おお怪け我がしてたんじゃ……。


    　イスカが攫さらわれる直前、ウィルが重傷を負っていたことを思い出した。


    「ウィルさんたち、飛べたんなら、平気よね……？」


    　イスカは見たのだ。


    　霧む妖ようと呼ばれる怪物を相手に、空で一歩も引けを取らなかったウィルたちの姿を。


    　しかし、レンは首を横に振る。


    「ウィルたちは一度あれに負けてるです。それに、いっぱい怪け我がもしてたです」


    「──っ」


    　無事である保証など、ない。


    「レンはウィルたちを待ったですけど、丸一日待っても来なかったです。待ちくたびれて、眠くなったですよ……」


    「レン……」


    　シュンとうなだれるレンを慰なぐさめようとして、イスカは気づいた。


    「──って、それただ単にあんたが眠たかっただけじゃないのっ？」


    「む、イスカはわかってないです。こんな〈霧きり〉もないところで、レンがイスカのにおいを追いかけるのがどれだけ大変だったと思ってるですか？」


    　確かに、レンはイスカを助けに来てくれたのだ。責めるのは筋違いだろう。


    「ご、ごめん……」


    「おかげでこんなに寝過ごすことになったですよ」


    「それ絶対あたしのせいじゃないよね？」


    　睨にらみつけると、レンは素知らぬ顔で目を逸そらす。


    　と、そのときだった。


    　コンコンと、部屋の扉が叩たたかれた。


    「イスカさん？　何かあったの？」


    　アルトの声だった。


    　──そりゃあ、大声でしゃべってたら気づかれるよね……。


    　レンの態度で失念していたが、自分は今、囚とらわれの身なのだ。


    「ど、どうしよう。レン、その辺に隠れて！」


    「無理です」


    「──っ、怪我でもしてるの？」


    　答えたレンは、苦渋の滲にじんだ顔で膝ひざをついていた。


    　──そうか。レンだって〈ファントム〉に襲おそわれたかもしれないんだ。


    　ウィルたちですら一度は敗北したという相手に、レンが無傷でいられたとも思えない……のだが──


    



    「お腹なかが減って動けないです」


    



    　ぎゅうぅっと響く腹の虫と共に、夕陽色キヤロツトオレンジの三つ編みまでもがシュンとしおれる。


    　そうして愕がく然ぜんとしてる間に、扉が開かれてしまった。


    「イスカさん──……？　そちらは、一体……」


    　軟禁している捕虜の部屋に、部外者の少女が平然と入り込んでいるのだ。これにはアルトも目を見開いて啞あ然ぜんとしていた。


    「ええっと、これは、その……」


    　どうやっても上う手まく説明できる気がしない。


    　イスカが青ざめていると、レンが胸を張ってビシッとアルトを指さす。


    「人に名前を[image: ]きくときは、自分から名乗るもんだってウィルが言ってたです！」


    　ここまで態度のでかい侵入者が存在していいものだろうか？


    　しかし、アルトは苦笑交じりに頷うなずいた。


    「そうね。私はアルト・ツァルト。ここで一番偉い人間よ。あなたは？」


    「レンです！　レンは……ええっと、お腹なかが減った〈渡り鳥〉見習いです？」


    「なんでそこで空腹を訴えるのよ！」


    「じゃあ、あれです。イスカの保護者です！」


    　どうだと勝ち誇った顔をするレンの頭に、イスカはゴツンと拳げん骨こつを下ろした。


    　──なんだろう。孤児院ホームの弟妹を見てる気分だ。

  


  [image: ]



  
    「……と、友達です。あたしのこと、心配して来てくれたんです」


    「友達……」


    　イスカには見えなかったが、レンの三つ編みが驚いたようにピンと立っていた。


    　アルトがおかしそうに笑う。


    「いい友達ね。……お腹なかが減ってるなら、いっしょにどうかしら？」


    　どうやら、イスカに食事を持ってきてくれていたらしい。


    　アルトが部屋に入れたトレイには、温かな湯気を上げる料理が載せられていた。


    「わーい！　ご飯です。イスカ、この人は善人だと思うです！」


    「……あんたはナニ簡単に[image: ]え付づけされてんのよ」


    　頭痛を感じて額ひたいへ手をやると、レンがそっと反対の手を握ってきた。


    



    「イスカはレンが守ってあげるです。だから、心配しなくても大丈夫ですよ」


    



    　どこまでもふざけた態度をとっていながら、その言葉はどこまでも頼もしく感じられた。


    　──あたしよりちっちゃいくせに……。


    　イスカより小さくとも、きっと彼女は険けわしい人生を歩んできたのだろう。


    　先ほどまでの不安は、もうそこにはなかった。
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    　アルトが用意してくれた料理は、どれも美お味いしかった。


    　……とはいっても、その大半はレンの胃袋へと消えてしまったが。


    「あんた、この状況でよく食べるわね？」


    「イスカはわかってないです。丸一日ウィルがいなかったということは、丸一日食事が用意されなかったということですよ？　レンは空腹で命を落とすところだったです」


    「ウィルさんの存在意義って食事だけなの？」


    　彼の境遇に深く同情した。


    「それより、レン。ここってどのあたりなの？　シュタット・ノインじゃないわよね？」


    「そんなのわかんないです！」


    　満ち足りた笑顔を向けられ、イスカはそろそろ泣きたくなってきた。


    　──この子、本当に何しに来たのよ……！


    　イスカの分のパンまで口に頰ほおばって、レンは手に握ったフォークを突きつけてくる。


    「そんなことより、イスカはなんでここに連れて来られたです？」


    「……まだ、よくわかんない。空の門を開いてって言われたけど、どういう意味なのかも」


    　アルトから聞いた話をかいつまんで説明すると、レンは「ふむ」と腕を組んで俯うつむいた。


    「それだけ聞くとすごくいい人たちです？」


    「そう……なのかもしれない。でも、本当にそんなことできるのかな？」


    　空になったスプーンをペロペロと舐なめながら、レンはなんでもなさそうに頷うなずく。


    



    「その《ミストルティン》がジェシカのやつと同じなら、たぶんできるですよ？」


    



    「……へ？」


    　あっさり肯定されるとは思わず、イスカは間の抜けた声を漏もらした。


    「あれは、見境なく〈霧きり〉を食べちゃうですよ。〈七つの鍵かぎ〉三つ分の〈霧〉を食い尽くしてまだ余裕あったですから、蒼そう界かいから流れる〈霧〉くらい簡単に平らげると思うです」


    　一体何を思い出したのか、レンは自分の肩を抱いて身み震ぶるいした。


    　それから、握ったままのスプーンを皿に戻して「ただ」とつけ足した。


    「問題なのは、本当にジェシカほど強いかどうかです」


    「どういうこと？」


    「〈七つの鍵〉にはオリジナルとレプリカがあるですよ。イスカを連れていった白いのは、ヒルダと同じくらい強かったです？」


    　そういえば、レンは直接はシュネーと対たい峙じしていない。ウィルあたりから容姿は聞いているようだが。


    　頷き返すと、レンはまた小さく身震いをした。


    「《レーヴァティン》っていうレプリカを持ってた入れ墨男が、ヒルダを怒らせたことがあったです。……仲間を盾たてにして逃げなかったら死んでたですよ。白いのが持ってるのは、たぶんオリジナルです。レプリカとはそれくらい差があるですよ」


    　まるで時間を操るようなシュネーの力は、ヒルダをも圧倒していた。


    　──もしもそのレプリカだったら、上う手まくいくかわからないってことか……。


    　やはり、まだ信用するのは早い気がする。


    　悩んでいると、レンはピンと人差し指を立てる。


    「もう一つ問題があるです。ただ霧む鍵げん式しきを止めるだけなら、その《ミストルティン》があれば事足りるです。そこにイスカがどう関わる必要があるですか？」


    「そんなの、わかんないよ……」


    　ほんのつい数日前まで、イスカはただの学生だったのだ。


    　孤児院に預けられるまでの経歴が不透明であることを除けば、なんの取り柄もないただの人間だった。


    　それを誘ゆう拐かいまでして何をさせるかなど、見当もつかない。


    　うなだれるイスカに、レンはなってないというように首を横に振る。


    「そんな顔をしてたら、わかるものもわからなくなるですよ？」


    　そう言って背もたれに体重を預け、プラプラと椅い子すを傾けると、レンはよからぬイタズラでも思い付いたように笑う。


    「そういえばさっきの善人はここで一番偉い人だったです？」


    「アルトさんよ。名前くらい覚えてあげなさい。……それが、なんだって？」


    「だったら、イスカの立ち位置もだいたい見当がつくです」


    「へ？　なんで？」


    「十年前はいたのに、今いない人間がいるです。イスカはその穴埋めじゃないです？」


    「穴埋めって……誰の？」


    　キョトンと瞬まばたきをするイスカに、レンはハッキリとした声でこう言った。


    



    「王の代行者」


    



    　今度こそ、イスカは目を見開いた。


    　──遮さえぎるもののない空を全ての人に与えたい──そう言って、あの人は私に空を見せてくれた──


    　今、アルトがリーダーだということは、その代行者がここにはいないということだ。


    　もしも代行者にしかできない役割があって、その代用品が必要だとしたらイスカが連れてこられたことも頷うなずける。


    「まあ、手持ちの情報に照らし合わせるとそこだってだけです。他に何か別の役割があるのかもしれないですし、そもそもレンたちの知らないことが多すぎるです」


    　あくまで今考えられる仮説だということだが、理にはかなっている。


    「ちょっと話を聞いただけで。よくそこまでわかるわね？」


    　素直に感心して言うと、レンは悩むように小首を傾かしげる。


    「ええっと……確か過去に同じ出来事があったら、今との違いを照らし合わせるといろんなものが見えてくる──そう、レンカがフェイから教えてもらってたです」


    　──レンカって、レンの本名かな？


    　それを他人のように言うことには疑問を覚えたが、イスカは別の事実に憤いきどおりを覚えた。


    「というかあんた、ちゃんとまともなこと話そうとしたらできるんじゃない！　なんでいつもあんなふざけてるの？」


    「レンはふざけてなんかないです。いつだって真ま面じ目めです？」


    　パクパクと口の開閉を繰り返しながら、イスカにもなんとなくわかってしまった。


    　──この子、きっと頭の回転は速いんだ。速いから、めちゃくちゃ雑念が多いんだ。


    　同時に多くのことを考えられるから、常に雑念を抱かかえているのだろう。一つのことに集中すれば、素晴らしく聡明だろうに……。


    　途方もない才能の無駄遣いに、イスカは肩を落とした。


    「それで、イスカはどうするつもりです？」


    「あ、あたし……？　どう、したら、いいのかな……」


    　俯うつむいていると、そっと頭を撫なでられた。


    「ヒルダは言ってたです──そなたが今、一番良いと信じることをやればよいのです。それが正しいか、間違っているかなど、あとから考えればよい──イスカが信じるようにやってみればいいと思うですよ？」


    　まるで今ヒルダがそう語りかけてくれているかのように、すんなりと受け入れられる言葉だった。


    　キュッとその手を握り返す。


    「ありがとう、レン。あたし、もうちょっとここに残ってみる。……少し、気になることがあるんだ」


    　わずかに記憶に残った兄は、何かの門の前にいた。


    　そう〝門〟だ。


    　アルトはイスカに〝空の門〟を開けと言った。


    　これは偶然だろうか？


    　──あたしは、知りたい。


    　自分が誰なのか。どこから来たのか。


    　そして、自分が捜していたはずの兄がどこへ消えたのか。
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    「──ふむ、ここではありませんでしたか……」


    　黒いこうもり傘がさを差し、ヒルダは落胆の滲にじんだ声を漏もらした。


    　左右で束ねられた、ワインのような妖あやしい紅あかの髪。瞳の色も同じ色で、形のよい唇の端からは牙のような犬歯が覗のぞいている。


    　いつもと変わらぬ黒のドレスを身につけてはいるが、その下には痛々しく包帯が見え隠れしている。


    　ヒルダは、翼つばさ舟ぶねの後部座席に腰を下ろしていた。愛用のこうもり傘を差し、いかにも散歩にでも出かけるような身軽さで。


    「ここは、一体なんだ？」


    　その翼舟を駆るのは眉み間けんに傷を持った青年──ビルギッドだ。


    　シュネーとの対決のあと、ヒルダは彼を使ってイスカを追っていたのだ。だがウィルたちに比べてずいぶん出遅れた彼女には、直接の追跡は不可能だった。


    　それゆえ、シュネーが向かうだろう場所に当たりを付けたのだが、どうやら空振りだったようだ。


    



    「シュタット・ヌル──ティエラ王の都──イスカの兄がいる場所なのです」


    



    　ビルギッドは眉まゆを顰ひそめて眼下の景色を見下ろす。


    「これが王都だと？　ただの廃はい墟きよにしか見えんぞ」


    　それはそうだろう。


    　周囲の建物は軒並み崩れ、人っ子一人いる気配はない。


    「だが、それほど古い破壊の跡ではないな。十年は経っているだろうが、何百年というほどでもない」


    　ヒルダはクスクスと笑みを[image: ]こぼす。


    「正解なのです。十二年前までは、ここも都市として機能していて、王の親衛隊などもいたのです」


    「十二年……？　おい。まさかとは思うが」


    　肩を竦すくめて、ちろりと赤い舌を見せる。


    「この国でシュネーと最初に戦ったのが、ここだったのです」

  


  [image: ]



  
    　ソルダートを含めて、シュネーはティエラの機械への命令権を持っているらしい。親衛隊も彼女を守るようにヒルダへ襲おそいかかり、そして当然のようにヒルダもそれを粉砕した。


    　その戦闘の跡が、これだ。


    　──思えば、あの者も親衛隊の出でしたね……。


    　屋敷に残してきた執事を思い出し、小さな笑みを[image: ]こぼす。思えば、彼との追いかけっこも、ここから始まったのだ。


    　ビルギッドが辟へき易えきとした声を漏もらす。


    「お前の仕し業わざか……」


    「そう責めるでないのです。こうでもしなかったら、この国は十二年前に滅びていたのです」


    「十二年前に、何があった？」


    「シュネーが何を企たくらんだのか、正確には小しよう妹まいも把握していないのです。ただ、ここには〝空の門〟と呼ばれる何かがあるのです」


    「空の門……？　それは、ティエラそのもののことではないのか」


    　ヒルダは首を横に振る。


    「正体はわからぬのです。……ただ、小妹はここでイスカと出会った。あのころは、いつも『お兄ちゃんはどこ？』と不安そうな顔をしていましたが」


    　当時五歳かそこらのイスカを、シュネーは連れ去ろうとしていた。それをヒルダが阻はばんだのだ。


    　廃はい墟きよを見下ろし、それを思い返す。


    「シュネーはきっとイスカを使って空の門を開くのです。ここへ戻ると踏んだのですが……どうやら当てが外れたのです」


    　ビルギッドは目を細める。


    「その、イスカとかいう娘の兄は、まだ生きているのか？」


    「……さて、シュネーの口ぶりではまだ生きてはいそうでしたが、果たして無事と呼べる状態かはわからぬのです」


    　ティエラ中を捜し回って、最初にいた場所にイスカの兄がいると知ったときはヒルダも愕がく然ぜんとしたものだった。


    「そいつが、ティエラ王か……？」


    「そういうことなのです」


    「具体的に、イスカには何ができるのだ？」


    　その疑問に、ヒルダが苦しそうに表情を歪ゆがめた。


    



    「文字通り、なんでもできてしまうのです」


    



    「イスカは、次なる王になれるのです。ティエラの全権を掌握し、稼働を止めた全ての機能を復活させることもできる。その逆も然しかり。使い道は、あまりに多いのです」


    　ビルギッドが目を見開いた。


    「どうして、そんな厄やつ介かいな存在をこの国に置いていったのだ？」


    　無理に群島へ連れ帰る手が、なかったわけではない。


    「灯台もと暗しともいうのです。それに、この国にいる限り、イスカは守られていた」


    「……ティエラ王か？」


    「然りなのです。あの者が、何者もイスカには近づけなかった」


    　直接的にイスカに仇あだなす存在は、十二年前に全てヒルダが始末した。


    　敵の多いヒルダの側そばにいるよりは、ティエラに残った方が安全だったのだ。


    「それで、これからどうする？　他に当てはないのか？」


    　ヒルダは首を横に振る。


    「イスカは必ずここに来るのです。だから、小しよう妹まいはここで待つのです」


    「シュネーを迎え撃つのか？」


    「そのために小妹はこの国に来たのです」


    　ビルギッドはまたわずかに眉まゆを顰ひそめた。


    「……だが、貴様ではシュネーには勝てんのだろう？」


    　ヒルダは苦笑とも憤いきどおりとも取れぬため息を漏もらす。


    「そなたも歯に衣きぬを着せぬ男ですね」


    「今、貴様に死なれては困る」


    　この青年には救いたい女がいる。


    　その手がかりを握っているのは、ヒルダだけなのだ。


    　少し悩む素振りを見せてから、ヒルダは口を開く。


    「そうですね。……ならば、翼つばさ舟ぶねを降ろすとよいのです」


    「かまわんが、何をするつもりだ？」


    「ここならば、シュネーの目も届かぬのです」


    　眼下の廃はい墟きよを示し、クルリとこうもり傘がさを回す。


    



    「そなたの探し物に、少しだけ付き合ってやるのです」


    



    　これには、ビルギッドも大きく目を開く。


    「どういう、風の吹き回しだ？」


    　三か月もの間、ビルギッドの望みを知りながら飄ひよう々ひようと躱かわし続けてきたのだ。それが今になって突然態度を変えたとあれば、彼でなくとも不審に思うだろう。


    　ヒルダはクスクスと甘い笑い声を漏もらす。


    「ただの暇つぶしなのです」


    　そう言ってから、南の方角──アルトペラゴ群島国をはじめとする、蒼そう界かいのある方向へ目を向ける。


    「シュネーは今度こそ本気でティエラを墜おとすつもりなのです。きっと、そなた以外の幹部も投入してくるでしょう。そこで小しよう妹まいとシュネーがぶつかり合えば、本拠地の守りも薄くなるかもしれませんね」


    　つまり、ビルギッドの悲願を叶かなえる千せん載ざい一いち遇ぐうの好機となりうる。


    　だが、ビルギッドの顔から疑問の色は消えない。


    「……なぜ、俺に協力する？」


    「さて？　そなたが騒ぎを起こしてくれれば、シュネーも動揺するかもしれぬのです」


    「それはあり得ん。あの化け物は俺が裏切ることくらい、織り込みずみで行動している。それがわからん貴様でもないはずだが……？」


    　その疑問を口にして、ビルギッドは青ざめることになった。


    　クスクスと、おかしそうにヒルダは微ほほ笑えむ。


    



    「ここから逃げる理由を与えてやっているのです。素直に従うとよいのです」


    



    　苛か烈れつな微笑に、ビルギッドも息を呑のむ。


    　この廃はい墟きよを見ればわかることだ。


    　ヒルダとシュネーが本当の意味で全力を出せば何者も生き残ることはできない。


    　生きた人間がいたら確実に命を落とす。だから、ヒルダはさっさとビルギッドを追い出してしまいたいのだ。


    　──全力を出せたところで、勝てるとは限りませんが……。


    　ヒルダとシュネーは幾度となく衝突しており、そのつど引き分けか、かろうじて撃退することに成功している。だが、その陰には必ず手を貸してくれる誰かがそこにいた。


    　一対一で、ヒルダが勝てたことはないのだ。


    　それでも、ヒルダはこう言う。


    「勝算もなくノコノコ空を渡るほど、小妹は愚かではないのです。ですがそこにそなたがいると、足手まといにしかならぬのです」


    　それは、真っ赤な噓うそだ。


    　勝ち目があろうとなかろうと、ヒルダはイスカのために空を渡っただろう。彼女は愛いとしき妹であり、娘なのだから。守ると、約束したのだから。


    「ですが、そうですね。敢えて言うならば────」


    　クルクルとこうもり傘がさを揺らし、ヒルダはどこか懐なつかしむように微笑する。


    



    「そなたにはまだ、引き返す道があるのです。取りこぼした夢を諦あきらめるのは、早すぎるのです」


    



    　言ってから、首を横に振る。


    「いいえ、それは小しよう妹まいの勝手な願望でしたね。……これでも、小妹はそなたの倍は生きているのです。そなたのように産うぶ毛げも抜けていないのにもがく小鳥を見れば、行き先くらい示したくなるものです」


    「〈夜よる姫ひめ〉……」


    　ビルギッドの呟つぶやきに、ヒルダは不快そうに顔を顰しかめる。


    「その呼び名は好かぬのです」


    「……やれやれだ。なら、どう呼べばいい？」


    「今ごろになってそれを[image: ]きくのですか？」


    　さすがに呆あきれてため息が漏もれる。


    「ヒルデガルト・フォン・ヴィンゲン──それが小妹の名なのです。名前で呼べばよいだけの話なのです」


    「わかったよ。ヒルデガルトさん」


    「それでよいのです、ビルギッド少年」


    「……俺が、少年呼ばわりか」


    　降参したようにビルギッドが両手を挙げる。


    　それは、思えばこの三か月で初めて互いの名を口に出した瞬間だった。


    　手た綱づなを振るい、翼つばさ舟ぶねを降下させながら、ビルギッドは躊躇ためらいがちに口を開く。


    「……余計なお世話だとは思うが」


    「なんなのです？」


    「あんたに死なれて困るのは、たぶん俺だけじゃない。面倒を見るんなら、最後まで見てやるんだな」


    　ヒルダはわずかに目を丸くし、それからクスクスと甘い笑い声を漏らした。


    「そなたにも、可愛かわいげのあるところがあるのですね」


    　ビルギッドはふて腐れたように返事はしなかった。


    　──ここは、小妹の死に場所ではないのです。


    　ウィルやジェシカが目指す空の最果て、ビルギッドが愛した娘を救えるのか、そしてイスカやレンがどこへ向かうのか。見届けたいものはたくさんあるのだ。


    　──だからこそ、今度こそ負けるわけにはいかぬのです。


    　宿敵との決着のため、ヒルダは盟友から託された古書を意識するのだった。

  



  
    第二便　いつか還る日のために


    



    　ウィルが負傷してから、三日が過ぎていた。


    　彼を治療した代償に、ジェシカは一人では立ち上がれないほど衰弱していた。彼女の回復を待って二日を消費し、ようやくイスカの追跡を再開したのだった。


    　──おかげでこの二日、まともに寝られなかった……。


    　あの狭い瓦が礫れきの隙すき間まで、身を寄せ合って過ごしていたのだ。男児として平然としていられるものではない。


    　しかしながら自分のせいで衰弱しきったジェシカに手を出すわけにもいかず、悶もん々もんとした夜を過ごした。拷ごう問もんのようだった。


    　そうしてウィルとジェシカが降り立ったのは、シュタット・アインと呼ばれる街だった。


    「……無理。手がかりはここまで」


    　美しい金色の髪を揺らして、ジェシカが首を横に振る。


    　両手で大切そうに包み込んだのは、虹色の翅はねを持った蝶ちようだった。イスカを追跡するレンに付けていたものらしい。


    　すでに息絶えている蝶は、ジェシカの手の中でサラサラと崩れ始めていた。


    「でも、ここに死骸が残ってたってことは、レンも一度はここに降りてるってことだ」


    　空で力尽きていたなら、こんな綺き麗れいな骸むくろは残らない。


    「レンの気配を追う」


    　塵ちりになった蝶を風の中に還かえし、ジェシカは両手で器を作って掲げる。


    「無理すんな。まだキツイんだろ？」


    　ウィルは、その手を止めた。


    　本来、霧む鍵げん式しきで生き物を紡つむぐことはできない。


    　霧む妖ようとしての半身を持つジェシカには虹色蝶グランツフイーや[image: ]いばらなどを紡ぐことが可能だが、今はその霧妖としての側面が疲ひ弊へいしているのだ。


    　人としての半身では、やはり人間以上の力を振るうことはできない。


    　たとえ小さな蝶一匹だとしても、命を削ることになってしまう。


    　──まして、ここには〈霧きり〉がないんだ。


    　それは、自分でもわかっているのだろう。シュンと俯うつむいてしまった。


    　空を見上げれば、そこは高い壁に囲まれた狭苦しい天井が広がっている。


    　その向こうでは息の詰まるような吹雪が暴れているにもかかわらず、壁の内側は穏やかなものだ。それだけ空気の流れを遮さえぎっているということだ。


    　ただでさえ〈霧〉の稀薄な大陸で、さらに住民を守るための壁だ。何かしらの形で貯蔵でもしない限り、ここで霧む鍵げん式しきを使うことは不可能なのだ。


    「とにかく、情報を集めるぞ。あいつは騒がしいから、誰にも見られてないなんてことはあり得ない」


    　そう言って、ウィルは手を差し出す。


    　ジェシカはまだ顔色も悪い。本当なら隠れられる場所を探してゆっくり休ませるべきなのだろうが、単独行動を取ってソルダートに襲おそわれればそれまでだ。


    　だからせめて手を引いてやろうと思ったのだが、ジェシカは困惑したようにその手を見つめていた。


    　それからウィルの顔と手を何度も見つめて、怖おず怖ずと握り返す。


    「うん……」


    　か細くて、柔らかい手だった。


    　思えば、高いところを怖がるジェシカに手を差し出すことはあったが、なんでもないときに手を握るのは初めてだったかもしれない。


    　そうして、二人が歩き始めたときだった。


    　バンッと、腹に響くような、炸さく裂れつ弾だんのような重たい音が弾けた。


    　二人も堪たまらず耳を塞ふさぐ。


    　──なんだ……？　機関車ってやつか？


    　ウィルが知る機械の中で、これほどの騒音を撒まき散らすものはない。翼つばさ舟ぶねとて、こんな音は立てないのだ。


    　せいぜい、大型飛行船の機関くらいのものだが、船自体が大きいせいでここまで極端には響かない。となると、[image: ]うわさに聞く蒸気機関車くらいしか思いつかなかったのだが。


    　周囲を見渡すと、果たしてそこには馬のような機械に跨またがった、一人の男がいた。


    　馬のような、とはいっても大の男が跨がるそれとは大きさが近いというだけで、とうてい生き物には似ても似つかぬものだ。


    　鋼鉄の巨体を支えるのは前後に嵌はめられた二つの車輪だけで、単車とでも呼べば相応ふさわしいだろうか。手た綱づなの代わりに二本のレバーが伸びていた。


    　──この男、ただ者じゃないな。


    　神父なのだろうか。裾すその長い外がい套とうは黒に近い紺色で、胸の前には十字架の首飾りが下がっている。


    　しかし黒のサングラス越しにも感じられる鋭い眼光。レバーを握る腕は皮膚を隠すように指先まで手袋に覆おおわれており、得も言われぬ威圧感を覚える。短いダークブラウンの髪は針のように鋭く尖とがっていた。


    　わずかに開いた外套の隙すき間まから、拳銃のグリップが覗のぞいていた。


    　男がレバーを捻ひねると、もう一度先ほどの騒音が響く。


    　──あの機械、乗り物なのか？


    　それにしても、すさまじい音だ。さすがにウィルも顔を顰しかめる。


    　ただ不運なことに、ここにはそんな爆音を二度も許すほど心の広くない者がいた。


    



    「──うるさい」


    



    「へぶっ？」


    　男の顔面を、[image: ]いばらの鞭むちが一いつ閃せんした。


    　もちろん、ジェシカだ。


    　──ああ、街に降りると機嫌が悪くなるからなあ……。


    　ジェシカは霧む鍵げん士しとして規格外の力の持ち主である。その力ゆえに、〈霧きり〉が存在しない街の中では常に不快感を味わっており、それ以上にこの閉鎖された空の下という空間が彼女にとっては耐えがたい苦痛なのだ。


    　そこでこんな騒音を聞かされては、反射的に手が出るのも無理はない。


    　吹っ飛んだ男は仰向けに倒れ、さらにそこへ機械の車輪が倒れ込む。鋼鉄の塊かたまりと大地に抱ほう擁ようされた男は、あっぷと奇妙な呼吸を漏もらしてバンバンと車体を叩たたいていた。


    　どうやら押し潰つぶされて窒息しそうなようだ。


    　ウィルは仕方なく近寄ると、車輪に足をかけて座席とレバーを握り、てこの原理で単車を起こしてやった。


    　機械の重量から解放された男は、息も絶え絶えに身を起こす。


    「し、死ぬかと、思ったぞ……っ」


    「ウィル、さっさと潰すべき」


    　腹の虫が治まらないらしく、ぐいぐいと単車を倒そうとするジェシカに男は悲鳴を上げる。


    「待つんだ。神は言っている。一寸の虫にも五分の魂。軽々しく生き物を殺してはいけない」


    「それ、神さまの言葉じゃないから。というかあんた、虫でいいのか？」


    　さすがに呆あきれた顔をすると、男は慌てて立ち上がる。


    「まあ、話を聞くんだ。諸君らは、人を捜してるんじゃあないかな？」


    　どうやら、話を立ち聞きされていたらしい。ウィルが思わず視線を返すと、男はニッと口の端をつり上げた。


    「ビンゴだな？　どうだろう。神はこう言っている。信じる者には救いを──俺はこの街じゃあ、顔が利くんでね。諸君の力になれると思うんだが……──いやいや待ちたまえ。どうしてそこでそんな物騒なものを振り上げる？」


    　振り返ると、ジェシカが赤子の頭ほどの石ころを持ち上げていた。


    　淡い紫の瞳をキョトンと瞬まばたかせ、小鳥のように小首を傾かしげる。


    「情報収集……？」


    「その理屈はおかしいっ！」


    　躊ちゆう躇ちよなく実力行使に及ぶジェシカに、男は震ふるえ上がって後あと退ずさった。


    　──あれ？　強そうに見えたんだけどなあ……。


    　同時に、彼女のこうも暴力的な姿を見るのが久しぶりだと気づく。……まあ、先日仇きゆう敵てきと出くわして半殺しにしたことはあったが、あれは特別だろう。


    　最近は、ものを使ってまで人を殴るようなことはなかったのだ。


    　──そうか……。ジェシカも、焦あせってるんだ。


    　レンはジェシカ以上に〈霧きり〉なしでは生きられない体質だ。


    　シュネーにはそれ相応の手傷は負わせたが、イスカの側そばには彼女もいただろう。万が一、妨害を受けていたならただで済んではいないだろう。


    　やがて、持ち上げているのも辛つらくなったらしく、ジェシカが石を下ろす。……未いまだに手は離していないが。


    　数日前に気づいたことだが、普段、霧む鍵げん式しきに頼っている分、彼女の筋力は人並み以下なのだ。暴力を行使しない少女は素直に可愛かわいいと思う。


    　それを見て安心したのか、男も距離を置いて狼ろう狽ばいを取り繕つくろうようにサングラスの位置を修正する。
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    「話を聞きたまえ。諸君らが捜しているのは三つ編みをした赤毛の女の子じゃあないのか？」


    　これには、ジェシカも目を大きくした。


    　ウィルたちは、レンの特徴までは口にしていない。


    　その反応にニッと口の端を吊り上げると、男は宥なだめるように両手を上下に揺らす。


    「さあ、まずはその物騒な石ころを下ろすんだ。神もこう言っている。暴力はなにも生まない。文明人らしく、話し合おうじゃあないか」


    　似え非せ神父の言葉に、ジェシカは渋々といった様子で石ころから手を離す。


    「──ひいっ？」


    　代わりに、再び[image: ]いばらの鞭むちを手に取っていたが。


    「わかった！　話すから。ちゃんとしゃべるから、こちらの話も聞くんだ！」


    　さすがにそろそろ哀れに思えてきて、ウィルはジェシカを止める。


    「まあ、話くらい聞いてみようぜ？　どの道、今はなにも手がかりがないんだ」


    「うむ。貴君は賢いようだ。俺が神の祝福をプレゼントしようじゃないか」


    「まるでありがたくねえよ」


    　ため息を漏もらしていると、男は機械をスタンドで支え、ウィルとジェシカに向き直る。


    「まずは名乗っておこう。俺はハイリッヒ。見ての通り、品行方正な神父だ」


    　どの口がそう言うのか、神父──ハイリッヒは懐ふところから大きな瓶を取り出す。


    「ちなみに好物はこれだ。うん。神から賜たまわったこのありがたい飲み物があれば、よりいっそう詳しいことを思い出せそうな気が──ガシャンッ──件くだんの少女だが、解放軍のアジトをかぎ回っているようだったよ？」


    　[image: ]で酒瓶を鋭く打ち砕かれ、神父はだいぶ素直になっていた。


    「そう」


    　用は済んだと言わんばかりに背を向けるジェシカに、とうとうハイリッヒは縋すがりついた。


    「待ちたまえ。情報はやったろう？　俺の頼みも聞くのが筋ってものじゃないのか？　俺が信じた神は間違ってたのか？　というかなんで神は俺にこうも試練ばっかりよこすんだ？」


    「あんたの神さまの事情なんて知らねえよ。……けど、ちょっと待ってやれよジェシカ」


    　見苦しく涙と鼻水を垂れ流す神父に、ウィルはジェシカを止めてやった。


    　こうもタイミングよく現れたのだ。彼はよそ者のウィルたちが来ることを予想しており、なおかつ接触しなければならないだけの用があったはずだ。


    　話を聞く素振りを見せると、ようやく神父も落ち着いたらしい。


    　サングラスの位置を修正しつつ、両手を組む。


    「諸君は、〈封ふう書しよ〉という手紙を運ぶらしいな。確か、〈渡り鳥〉と、呼ぶんだったか？」


    「……なんで、それを？」


    「なに、親切なお嬢さんが教えてくれてね」


    　──なるほど。レンから俺たちのことを聞いてたってことか。


    　そう考えれば、ウィルたちの来訪を予期できたことも、接触してきたことも納得がいく。


    「つまり、配達の依頼ってことか？」


    　ハイリッヒは苦い表情で頷うなずく。


    「俺には付き合いの長い女がいた。まあ、なんだ？　ほら、気の置けない仲っていうか、察し


    ろよ」


    「誰も聞いてねえから」


    　一人で勝手に舞い上がる男を、ウィルは冷たく突き放す。


    　ちょっぴり寂しそうな顔をしながら、神父は続ける。


    「まあ、とにかくそいつのために〈封ふう書しよ〉ってやつを届けたい。できるだけ急いで、だ」


    　ウィルは眉まゆを顰ひそめた。


    　──なんか、妙な言い方に聞こえたな？


    　違和感は覚えたが、ウィルはジェシカと顔を見合わせた。


    「悪いが、俺たちは今、人捜しの最中なんだ。最速で、というのは約束できない」


    〈渡り鳥〉にとって、配達は何よりも優先すべき事項だ。


    　──だけど、レンとイスカの行方を捜さないといけない。


    　仲間の命が懸かっているのだ。見捨てることなどできない。最速を約束できないならば、配達を受けるべきではない。


    　ウィルがそう言うと、神父は勢いよく頭を下げた。


    



    「……頼む。あいつの命が懸かってるかもしれないんだ」


    



    「どういう、ことだ……？」


    「少し前から、あいつの側そばを妙なやつがウロウロするようになった。俺には、ヤバいやつに思えるんだ。下へ手たをすると、殺されるより酷ひどい目に遭わされるかもしれない」


    　どうやら、見た目ほど軽薄な男というわけではないらしい。


    「話はわかるけど、なんで自分で伝えてやらないんだ？」


    「……あいつと、最後に会ったときのことだ」


    　ウィルが[image: ]きくと、ハイリッヒはふうっとため息を漏もらした。


    



    「──噓うそつき！　あんたなんて大っ嫌いよ──みたいなことを言って殴られた」


    



    「──俺たちの間には変わらぬ絆きずなが存在するが、それゆえに会うことはできない」


    「その絆、どう見てもとっくに切れてるぞっ？」


    　どこまでもおめでたい思考で、神父は続ける。


    「まあ、多少の脚色があったことは事実だ」


    「純度百パーセントの真実だと思うんだが……」


    　現実から目を背そむけるように、神父は空を見上げる。


    「とにかくだ。俺はそいつに会うわけにはいかないんだが、助けてやりたい」


    　ウィルは呻うめいた。


    　──レンたちを放っておくわけにはいかない。


    　ヒルダあたりが側そばにいてくれたなら迷うことはなかっただろう。しかしそのヒルダでさえ勝てなかった怪物が相手なのだ。


    　──だけど、俺たちは〈渡り鳥〉だ。


    　空の最果てを夢見ようとも、翼は〈渡り鳥〉としてのものなのだ。


    〈渡り鳥〉は、何があっても配達を完遂する。何があっても、だ。仲間の命が懸かっていたとしても、郵便だけは届けなければならない。


    　だから、人々は〈封ふう書しよ〉などという自分の欠片かけらとも呼べる存在を〈渡り鳥〉に託すのだ。


    　届けてほしいという誰かがいる限り、配達は引き受けるべきだと思った。


    　悩みながら、ウィルは確かめるように問いかける。


    「配達先は、シュタット・アインの中か？」


    　ティエラの人間が壁の外に出ることはできない。ソルダートのような装備があれば、あるいは外での行動も可能かもしれないが、それも恐らく短時間でのことだろう。ハイリッヒがこの街にいる以上、相手もここにいる可能性が高い。


    「ああ」


    　神父は小さく頷うなずく。


    　目を閉じ、数秒の沈黙を挟んでから、こう答えた。


    「──わかった。引き受けよう」


    「ウィル？」


    　ジェシカから批難の籠こもった目を向けられるが、ウィルは首を横に振った。


    「俺たちは〈渡り鳥〉だ。届けてほしいってやつがいる以上、断るわけにはいかない」


    　それから、ジェシカの髪をそっと撫なでる。翼つばさ舟ぶねに乗る前に、ウィルが[image: ]くしで梳といてやった髪だ。


    「この街の中なら、レンたちを捜すのと同時に進められる。両方、最速で片付ければいいだけの話だろう？」


    　ジェシカはまだ納得のいかない顔をしていたが、しぶしぶといった顔で引き下がった。


    　神父がまた頭を下げる。


    「……すまん。助かる」


    　ウィルは〈封書〉の用紙を取り出す。


    「記し方は……知ってるわけないよな」


    「──いや、前に使ったことがある」


    　神父は懐ふところから一枚の便びん箋せんを取り出し、見せてくれた。


    　色いろ褪あせた様子を見ると古いもののようだが、角も立っていて皺しわも見当たらない。とても大切に扱っていたことがわかる。


    　──今言ってた、恋人から送られたもんか？


    　これから送る〈封ふう書しよ〉が別物であることを考えると、渡しそびれたものではなさそうだが。


    　用紙を受け取ると、神父は小さく息を吐いた。


    　用紙に薄い青の円環が描かれ、それを結ぶように直線が引かれる。幾き何か学がく模様を描くと、神父は「ライダウン」と唱えて紋様を焼き付ける。


    　瞬またたく間に、黒い幾何学模様が刻み込まれていた。


    　──驚いたな。


    　蒼そう界かいの人間でも、失敗するときは失敗するというのに。


    「宛あて先さきも頼むぜ」


    　封筒とペンを渡すと、神父はさらさらと住所と名前を書き込む。


    　宛あて名なを見て、ウィルは片目を大きくした。


    



    　──アルト・ツァルト──か。綺き麗れいな名前だな。


    



    　神父の口ぶりでは、恋人だったようだが。


    　──まあ、ここで詮索するのも不ぶ粋すいだな。


    　ウィルは封筒を受け取ると、そこに蝶ちようと鯱しやちを描いた切手を貼る。


    「──武装郵便屋〈蝶と鯱〉──確かに、引き受けたぜ」


    　受領印を押すと、神父の顔にも安あん[image: ]どの色が浮かんだ。


    「頼んだぜ」


    　それだけ言って立ち去ろうとする神父を、ウィルは慌てて呼び止める。


    「お、おい。ちょっと待てよ。配達は引き受けるが、まだその解放軍のアジトってのがどこなのかを聞いてないぞ？」


    　神父は、サングラスを押し上げてニッと笑った。


    「いいや、俺はもう、それを教えたぜ？」


    「いや、教えてもらってねえから」


    　神父は、ウィルの手元を指差した。


    〈封書〉だ。


    　それを示して、神父はこう言った。


    



    「その配達先が、解放軍のアジトだ」


    



    　これには、ウィルも目を見開いた。


    　──こいつ、どこまで知ってて、俺たちに近づいたんだ？


    　ウィルは、神父に対して最初に感じた印象が間違いではなかったのだと確信した。


    　つまり──この男は手て強ごわい。


    



    
      [image: ]

    


    



    「──引き受けてくれて、嬉うれしいわ！」


    　満面の笑顔で、アルトが手を握ってきた。


    「ま、まだ協力するとは言ってないんですけど……」


    　そこはイスカに割り当てられた部屋だった。きちんと話を聞きたいと言うと、アルトは手放しに喜んだのだ。


    　ちなみに、レンも同じテーブルについてはいるが食事ではないと悟るや否いなや冬眠を決め込んでしまった。背もたれに身を預けて、ときおり三つ編みがピクピクと震ふるえている。


    「とにかく、アルトさんはその〝王の代行者〟って人の計画を引き継いでるわけですよね？」


    「ええ、そうよ」


    「その人は、どうしてここにいないんですか？」


    　そう[image: ]きくと、アルトは露骨に表情を曇らせた。


    「……十年前の事件で、あの人は命を落としたの」


    「す、すみません」


    　イスカが慌てて頭を下げると、アルトはなんでもなさそうに首を横に振った。


    「いいのよ。あの人の意思は私の中で生きている。私があの人の夢を果たす」


    　言いながら、どこか期待を込めるように空を見上げる。


    「それに、あの人は空に墜おちたから遺体は出ていないの。だから、もしかしたら生きていて、いつか私を迎えに来てくれるんじゃないかな……とか。私が夢中になってるのは、それも理由なのかもしれないわね」


    　自じ[image: ]ちよう気味に笑って、コツンと自分の頭を叩たたく。


    「リーダーがそんな動機じゃダメよね。あなたたちも、内緒にしておいてよ？」


    　──恋人……だったのかな……？


    　それほど強い絆きずなを感じるとなると、ただの敬意ではないような気がした。


    　解放軍が正しいのかどうかは、まだイスカにはわからない。


    　だが、このアルトという女性は信じてもいいのではないかと思った。


    　──ううん。信じてあげたいんだ。


    　どこまでも一いち途ずな彼女に、報われてほしい。


    　きっと、解放軍の人間たちも、〈霧きり〉を防げるという可能性よりも、彼女のひたむきさに惹ひかれて協力しているのではないだろうか。


    　──でも、気持ちだけで流されちゃダメだ。


    　一途であるからこそ、アルトが[image: ]だまされているという可能性も考えられる。


    　イスカは忘れていない。


    　シュネーが、イスカの友人の体を使って、自分を誘導していたことを。そして役目の終わったタバサに、亡なき骸がらも残してくれなかったことを。


    　そして、アルトの側そばにそのシュネーがいるのだということを。


    　大きく深呼吸をしてから、問いかける。


    「それで、あたしに何をさせたいんですか？　それを聞いてからじゃないと、返事なんてできません」


    「……確かに、ね。どこから話したものかしら」


    　わずかな逡しゆん巡じゆんを挟んでから、アルトは口を開く。


    「そうね……。そもそも、なぜこの国が〝空の門〟と呼ばれているのか、から話すべきかしら」


    「それって、蒼そう界かいの舟じゃこの国を越えられないからじゃないんですか？」


    「それも一つの側面ね。だけど、外から与えられた意味だわ。最初の理由はむしろ内側から生まれたのよ」


    　そう言って、胸元から一本のペンダントを取り出す。


    　先端には、銀の十字架が下がっていた。


    「イスカさん。これが何を象徴しているかは、知っているかしら？」


    　知らない──そう言いかけて、頭の中にノイズのようなものが走った。


    



    「──空の鍵かぎ──」


    



    　ひとりでに口をついて出た言葉に、誰よりも動揺したのはイスカだった。


    「え……？　あ、あたし、なんで……」


    　アルトは優しく微ほほ笑えみかける。


    「それを理解してしまえるあなただから、私たちは必要としているの。順を追って話すわね。これは、かつてティエラで信仰されていた宗教のシンボルだったものよ」


    「宗、教……ですか？」


    　聞き慣れない言葉だ。


    　イスカが首を傾かしげると、アルトは当然だというように頷うなずいた。


    「この世界には神さまがいて、その神さまに助けてもらうために祈り、死後の不安を和やわらげるための思想よ。これも、他の娯楽と共に抹まつ消しようされてしまったけれど」


    「よく、わからないですけど……一種の精神安定剤のようなものですか？」


    　孤児院にまで支給されることは少なかったが、ティエラでは大人、子供にかかわらず町でも学校でも不安や不満で情緒不安定になる者にそういったものが投与されている。


    　アルトが露骨にげんなりとした顔をした。


    「ま、まあ、効能としては間違ってないかしら……。投薬ではなく、話術で精神の安定を図っていたのよ」


    「そんなことって、できるんですか？」


    「──なんでそれ、上う手まくいかなくなったです？」


    　イスカが目を丸くすると、隣で船を漕こいでいたレンがむにゃっと目を開けた。熟睡してると思いきや、ちゃんと話を聞いていたらしい。


    　だが、これに一番驚いた顔をしたのは、アルトだった。


    「どうして、そう思ったのかしら？」


    「善人の話し方だと、その宗教というのにはそれなりの効果があったはずです。節約するなら、薬を使うより話術の方が安上がりです。なんで今、国が滅びるかどうかのときに、コストのかかる薬の方に頼ってるんです？」


    　妙な敗北感を覚えた。レンはすでにイスカが最初に抱いた疑問の、先の先まで答えを出しているのだ。


    　──この子、やっぱり頭いいんだ……。


    　恐らく、今は〝眠たい〟という欲求に身を任せ、特に何も考えていなかったからぼんやりと聞こえてきた話に反応できたのだろう。


    　──何も考えてない方が頭いいってどういうことよ！


    　地団駄を踏みたくなったが、アルトは目を丸くしていた。そして、どこか寂しげに目を伏せる。


    「信じていたものを、見失ったからよ」


    「どういうことですか？」


    



    「──いつか果てなき空を取り戻す、そのときまで──」


    



    　切な声に、イスカも息を呑のんだ。


    「ティエラが壁に覆おおわれても、人々はその向こうにある空を求めていた──私たちはいつかその場所に還かえることができる──そう信じて救うことが、この国の宗教の役割だったの」


    「──だけど、みんな空を、約束を忘れた」


    〈渡り鳥〉に出会わなければ、イスカとて空に焦こがれることなどなかっただろう。


    　まして、この大地が、空に浮かんでいるなど夢にも思わなかった。


    　──そうか。だからその宗教っていうのは、意味を失ったんだ。


    　閉ざされた壁の中が全てで、滅びたとされる外の世界になど目を向けようとはしなくなったのだ。


    　寂しそうな微笑を湛たたえ、アルトが頷うなずく。


    「そういうことよ。〝空の門〟という言葉は本来、私たちティエラの民が空を取り戻すための比ひ喩ゆだったのよ」


    　十字架のペンダントをテーブルに転がす。


    「十字架の意味は磔たつ刑けいよ。空を奪われた私たち自身を示していた。宗教はそこに交差する道を重ねて、空への道標としたのよ。都市の壁を取り払い、約束の大地へ導くための」


    　だから、空の鍵かぎなのだ。


    　それから、イスカを見る。


    「ミストルティン・プロジェクトの本当の目的は、ただ霧む鍵げん式しきを普及させることじゃない。忘れられた約束の地を取り戻すことなのよ」


    「それって、壁を取り払うってことですか？」


    　アルトは首を横に振る。


    



    「もっと先──私たちが失った本当の大地──空の最果てよ」


    



    　息を呑のむイスカに、アルトはさらにこう告げた。


    「そして──イスカ。空の鍵に触れられるのは、あなただけなのよ」


    「あ、あたしが……？　なんで……」


    「それは────」


    　アルトが口を開いたときだった。


    　ドンドンと、慌ただしく扉が叩たたかれた。


    「ちょっと待ってね」


    　ひと言詫わびてから扉に近づくと、わずかに開いた隙すき間まから若い男が顔を見せる。


    　耳を寄せて何事かを聞くと、アルトが大きく目を見開いた。


    「イスカさん。話の途中だけど、出かける支度をしてもらえるかしら」


    「何か、あったんですか？」


    「ソルダートが、来るわ」


    　これにはイスカも飛び上がったが、レンは鋭く目を細めてこう呟つぶやいた。


    



    「──違う。もっと厄やつ介かいなのが来るです」


    



    　一度質問を口にしたきり沈黙していたレンは、また眠ったのかと思いきや存外に真ま面じ目めな表情をしていた。


    　その指先が黒い異形の爪に変へん貌ぼうしていて、椅い子すの端をこっそり削っているのをイスカは確かに見た。
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    　一時間後──


    「ここが、解放軍のアジト……か？」


    　都心の住宅地から少し離れたその場所に、豪華な屋敷はあった。


    　塀の向こうに見える庭園には色とりどりの草花が茂り、門も[image: ]さび一つなく磨かれたものだ。手入れの行き届いた様子から、人が生活していることはわかった。


    　軽く手で押すと、門は簡単に開いてしまった。


    　ジェシカと顔を見合わせて、ウィルは敷地の中へと進む。


    　屋敷の玄関には、紐ひものついた銅のベルが下がっていた。来客用の呼び鈴だ。


    　紐を揺らすとガランゴロンと心地好い音が響く──が、中で人の動く様子はなかった。


    　──留守か？


    　もう一度ベルを揺らすが、やはり出てくる気配はない。


    　というより、人の気配自体がないように感じられた。


    「開けるぞ、ジェシカ」


    　声をかけてから、扉を押し開ける。


    　中を覗のぞいて、ウィルはスッと目を細めた。


    　──こいつは、何かあったな……。


    　調度品や壁などに傷や破壊があるわけではないが、あちこちの扉が開かれたままだ。どこからか吹き込んだ風で、何かの書類らしき紙片が宙を舞う。


    　争ったあと……というよりは、大慌てで逃げ出したといった様子だ。


    　──行き違いになったって、ことか？


    　中に入ってみるが、人の気配は感じられない。


    　ウィルは頭を振る。


    「誰もいない、か……」


    「──こっち」


    　ジェシカが、明確に行き先を示した。


    「わかるのか？」


    　コクと頷うなずくジェシカに、ウィルも従う。


    　大きなホールを横断し、階段の陰に設置された扉を潜くぐり、さらに廊下を進むと石造りの床が目に飛び込んできた。


    「ここは、調理場か……？」


    　流しには濡ぬれた食器が置かれており、火にかけられていた鍋もまだ熱を持っている。


    「なるほど……。今の今まで、誰かがいたって感じだな。よく気付いたな……？」


    　素直に感心してジェシカに目を向けると────


    



    「お前、なに食ってんのっ？」


    



    　ジェシカは、はむはむと調理場に残されていた料理をほおばっていた。


    　……いや料理ではない。菓子だ。真っ赤な果物がのったショートケーキを堂々と口の中へと運んでいる。


    「ここに人が戻ってくる可能性は低い。なら、残されたお菓子を救うべき」


    「人ん家のもんを勝手に食うなっつってんの！」


    「私たちはイスカとレンを連れ去られた。先に手を出したのはあっち」


    「相手批難しても自分は正当化できないからな？」


    　そう指摘すると、ジェシカは心底驚いたように目を丸くした。


    「驚きよう愕がく……。ウィルが真っ当な理屈を口にした」


    　いつものことながら、この少女はどれほどウィルが馬鹿だと思っているのだろうか。


    「とにかく、それはやめとけ。あとでなんか買ってやるから」


    　またしても、ジェシカが目を見開く。心なしか、今度は頰ほおも紅潮しているように見えた。


    「……意外。ウィルが甘い」


    「べ、別にいつものことだろ？」


    「でも街の甘味は貧相」


    　難しそうな顔をするジェシカの頭を、ポンポンと叩たたく。


    「だったら、早くイスカとレンを見つけて、これを作ったやつに詫わびを込めてご馳走させるっていうのはどうだ？」


    「ウィルにしては名案」


    　ほうっと、満足そうな吐息を漏もらしてジェシカも頷く。


    「とにかく、ここにいた連中がどこに行ったのか、手がかりを探すぞ」


    　今度は、ジェシカもおとなしくついてきた。


    



    　空では索さく敵てき能力に秀でるジェシカだが、霧む鍵げん式しきの使えない今では気配も探れないようだ。ウィルたちは部屋を一つ一つ調べていくことにした。


    　幸い、部屋の数は、そう多くはなかった。


    　屋敷自体は大きなものだが、それぞれの部屋がずいぶん大きな造りになっているのだ。


    「なんかの研究でもしてたみたいだな」


    「そう……」


    　たくさんの書類が残されているが、異国の文字だ。少しは読み書きも覚えたが、専門用語までは理解できない。ウィルたちにはその意味までは読み取ることができない。


    　──ヒルダか、レンがいればなあ……。


    　現代最強の霧む鍵げん士しであるヒルダは当然のことながら、レンもこういった場所では実に頭が回るのだ。


    　好奇心の塊かたまりのような少女ゆえに、珍しいものを見つけたときの集中ぶりは目を瞠みはるものがある。ウィルたちの気付かないことを見いだすことも少なくはない。


    　──フェイさんも、レンカさんも、研究者だったからな……。


    　レンの両親とも呼ぶべき存在だ。


    　彼らの意志と知恵は、レンの中で生きている。だから、彼女はときとしてウィルが舌を巻くほどの洞察力を見せるのだ。


    　そう考えて、ウィルは苦笑した。


    「どうしたの？」


    「いや。俺たち、案外レンのことを頼ってたんだなって気付いて」


    「レンは優秀。それに強い。だから、ここまでついてきてくれた」


    　最初にレンに手を差し伸べたのは、ジェシカだったのだ。


    　彼女は、誰よりも正確にレンを評価していたのだ。


    　そうして二階に上がって、ウィルはふと一つだけ雰囲気の違う部屋を見つけた。


    「ここは、寝室か？」


    　ずいぶん豪華な部屋だった。


    　主の部屋といったところだろうか。


    　ピクリと、ジェシカが眉まゆを揺らした。


    「どうした、ジェシカ？」


    「レンの気配が残ってる」


    「──っ、本当か？」


    　ジェシカが駆け寄ったテーブルの下に、夕陽色キヤロツトオレンジの髪の毛が落ちていた。


    　──ここにいた……ってことか？


    　部屋を眺めて、ふとテーブルの上に残されたものに気付く。


    「なんだこれ。ペンダントか？」


    　十字架の形をした銀の首飾りだ。


    　──あの神父も、同じようなの着けてたな。宗教的な意味のあるもんか？


    　ウィルの知る宗教と同じものかはわからないが、蒼そう界かいでは神話に因ちなんだ偶像が崇拝されることも珍しくはない。


    　なかでも最たるものは霧む鍵げん式しきだ。あれの名称は全て神話からいただいたものなのだから。


    　手に取って、ウィルはすぐ側そばの椅い子すについた傷を見つけた。


    「これ、レンの文字か？」


    　刃物か黒こく狼ろうの爪で刻んだものだろう。単語と数字の二つが書かれており、読みづらい文字だ


    ったがウィルにはその意味がわかってしまった。


    「〝２〟と……ミストルティン……？」


    　銃じゆう機き槍そうと、ジェシカを意識する。


    　──なんで、その名前を？


    　ウィルが持つ銃機槍〈ブルドガング〉──そして、ジェシカが歌う《宿り木の槍ミストルテイン》に、その名前は与えられている。


    「どうしたの？」


    　ジェシカも傷に気付いて顔を近づけてくる。


    　しゃらりと柔らかな髪が頰ほおに触れて、甘いにおいがした。……においは、先ほどの菓子のものだが。


    　思わず顔が赤くなって視線を彷徨さまよわせるウィルに気付かず、刻まれた文字を見てジェシカは眉まゆを顰ひそめる。


    「私の詠うた……？」


    「やっぱり、そう思うか？」


    　これをレンが残したものだとすると、彼女がウィルたちに知らせるべきだと考えたということだ。しかもペンや紙を使わずに爪で刻んだということは、監視か束縛を受けていた可能性が高い。危険を冒おかしてでも、残す必要を感じたということだ。


    「しかし、俺たちがこの国に来たのは、四か月前のことだぞ。ジェシカだって絶対言語レーゲル・ヴオルトなんかほとんど使ってない。ここの連中……解放軍は、何をするつもりだ？」


    　シュネーの入れ知恵ということは考えられるが、向こうには〈七つの鍵かぎ〉の大半が[image: ]そろっているのだ。《ミストルティン》が欲しいなら、力ちから尽ずくで奪いに来ているはずだ。


    　ここで、その名前がどう関わっていたのだろうか？


    　だが、ジェシカは首を横に振った。


    「──四か月前じゃない」


    「え……？」


    　予想外の言葉にウィルが目を丸くすると、ジェシカは重たい口調でこう言った。


    



    「私は十年前、この国に来るはずだった」


    



    　息を呑のんだ。


    　ウィルとジェシカが最初に出会ったのは、十年前のことだ。


    　飛行船の中で迷子の彼女と出会い、雲界を渡る〈渡り鳥〉を見てこう約束した。


    　──約束だ。いっしょに飛ぼう。空の最果てへ──


    　だが、飛行船はジェシカを乗せたまま雲界へ墜おちた。


    　そして、その飛行船は北へ──ティエラへ、向かっていたのだ。


    「ジェシカ……。思い出した、のか……？」


    　雲界に墜ちたジェシカは、半はん妖ようとなって戻ってきた。しかし再会した彼女は当時のことを覚えていなかった。


    　キョトンと、ジェシカは首を傾かしげる。


    「思い出すって？」


    「その、十年前のこと……」


    「〈封ふう書しよ〉の記憶にあった」


    「ああ……」


    　安心したような、落胆したような声を漏もらして、ウィルは納得した。


    　──ビルギッドの〈封書〉か……。


    　ティエラに旅立つ直前のことだ。


    　ウィルとジェシカは、十年前に見た〈渡り鳥〉と再会した。そこで、彼らの記憶を刻んだ〈封書〉を読んだのだ。


    　──確かに、北へ向かうって言ってたもんな。


    　そこにジェシカが乗っていたのだから、ウィルも気付くべきだった。


    　ただ、二人の中であの日見たものは非常にデリケートな事実だったのだ。


    　そのせいかお互い、その〈封書〉については触れようとしなかった。


    　──じゃあ、約束のこと、思い出したわけじゃないか……。


    　十年前に交わしたものだ。


    　──約束だ。いっしょに飛ぼう。空の最果てまで──


    　この十年間、ウィルを前に進めてきたのはジェシカとの約束だったのだ。それが自分の支えであることになんら変わりはないが、ジェシカが覚えていないというのは、実は少し寂しく感じていた。


    　微妙な顔をするウィルに、ジェシカが愛らしく首を傾げる。


    「何？」


    「いや、あのとき、ちょっと約束があってだな……」


    　自分からそれを訴えるのも女め々めしいような気がして口ごもっていると、ジェシカはなんでもなさそうに「ああ」と頷うなずいた。


    



    「私が歌うのは、ウィルのためだけ」


    



    「え？」


    「え？」


    　お互いに耳を疑うような声を漏もらした。


    　やがて、ジェシカの顔が火を噴ふきそうなほどに赤く染まる。


    「ウィルの馬鹿」


    　腹立たしそうにジェシカは脛すねを蹴け飛とばしてきたが、耐雪ブーツの上からでは微ほほ笑えましい衝撃だった。


    　──なに怒ってんだ？


    　啞あ然ぜんとするウィルは、お互いに交わした約束が異なるものだったことを、未いまだに思い出してはいなかった。


    　それから、もう一度レンの残した文字を見み遣やる。


    　──〝２〟っていうのはなんだ……？


    　思い当たるものはあるのだが、ここにいた人間が向かったとなると少々考えるものだった。


    　──そもそも、移動手段だって……。


    　考えを巡らせているときだった。


    「──ジェシカ」


    　ウィルの鋭い声で、ジェシカがピクリと肩を震ふるわせる。


    「誰か、来る」


    　必死で走るような、荒々しい靴の音だ。


    　自分の存在を隠すつもりはないらしい。


    　ウィルが銃じゆう機き槍そうを構えると、やがて扉が勢いよく開かれた。


    



    「──ポールマン？」


    



    　転がり込むように、部屋へ倒れ込んできたのは〈傀く儡ぐつ師し〉の通り名を持つ霧む鍵げん士しだった。


    　──解放軍のところに行ったんじゃ、なかったのか？


    　しかしその格好はボロボロで、切り傷以外にも焼け焦こげたような跡がいくつも見受けられた。誰かに襲おそわれたのは明白だ。


    　恐らく、解放軍のアジトへ向かっていて何者かに狙ねらわれたのだろう。


    　──となると、まだ解放軍を止められてない、か。


    　ただならぬ様子に駆け寄ろうとすると、ポールマンが顔だけ上げて小さく呻うめく。


    「に、逃げるんだ。あいつ、普通じゃ、ない……」


    　一体、何者に襲おそわれたのだろうか。


    　その答えは、考える前に提示された。


    



    「──こんなところで会うとは、奇遇さ」


    



    　肩に長い槍やりを担いだ青年が、そこに立っていた。


    



    
      [image: ]

    


    



    　──ザックス……っ！


    　この青年を、ウィルは知っている。


    《レーヴァティン》と呼ばれる槍を振るい、島一つ融解させるほどの炎を操る男だ。〈七つの鍵かぎ〉の一員であり、ポールマンとは格の違う幹部だ。


    「……なんで、お前がここにいる」


    「それはこっちのセリフさ」


    　肩を竦すくめて、ザックスはポールマンへ槍を向ける。


    「これの飼い主を捜して逃がしてみれば、転がり込んだ先にはあんたがいるさ。あんた、こいつの仲間さ？」


    　その言葉で、ウィルは『おや？』と思った。


    　──直接、俺たちを狙ってきたわけじゃないのか？


    　銃じゆう機き槍そうの残弾は三発。格闘能力ではウィルとザックスは五分だが、シュネーの部下である彼ならばここで霧む鍵げん式しきを扱う術すべを与えられているかもしれない。広いとはいえ、こんな室内でやり合うには分が悪い。


    　ウィルとジェシカは痛烈に冷たい目を向けた。


    



    「いや？　顔と名前くらいは知ってるが、少なくとも仲間ではない」


    



    　コクコクと隣でジェシカが真顔で頷うなずく。


    「ま、待つんだウィル。ここは『仲間を傷つけたお前は許さない』とか熱い言葉を────」


    「黙って現実を見てろ」


    　夢見がちな警官を黙らせると、ザックスが腹を抱かかえて笑った。


    「かかっ、どうやらとぼけてるわけじゃなさそうさ」


    　実際に、ウィルはポールマンを仲間と考えるほど気を許してはいない。ジェシカに至っては純粋な敵意すら向けている。


    　それらが演技ではないと理解したのだろう。ザックスは槍やりを引いた。


    「で、あんたらはここで何をしてるさ？」


    「さあな」


    「俺は質問に答えたさ。今どきの〈渡り鳥〉は誠意も見せられないさ？」


    〈渡り鳥〉の名前を出されると、反論ができない。


    　ウィルはガシガシと頭を搔かきむしった。


    「〈渡り鳥〉が飛ぶ理由なんて一つしかないだろ？　配達だよ。……行き違いになったみたいだけどな」


    　そう答えると、ザックスは笑みを浮かべたまま肩を竦すくめる。


    「道理ではあるさ」


    「で、お前は何をしてるんだ？」


    「さっきも言ったさ？　こいつの仲間を捜して始末するさ」


    「……[image: ]きき方が悪かったな。〈七つの鍵かぎ〉は、何をしてるんだ？」


    　ザックスは意外そうな顔をする


    「お？　まだ聞いてないさ？　この国を沈める──今回は総そう帥すいまで出向いて、幹部もヘイムダルの旦那以外の全員投入されてる。愉快な祭りが始まるさ」


    　それは、すでに聞かされた情報だ。


    　ウィルは落ち着いた声で問いかける。


    「……ティエラを滅ぼして、お前らになんの得があるんだ？」


    「世界を滅ぼすための組織が、国を滅ぼして何が悪いさ？」


    　まったくもって、まともな会話が難しい相手だ。


    　顔を顰しかめると、ザックスはまた愉快そうに笑う。


    「ちょっと意地が悪かったさ？　まあ、ここにいた連中を使ってひとまず住民を皆殺しにするさ。総帥の目的はその先──霧む鍵げん式しきとは異なるここの文明に用があるらしいさ。そのために、イスカって娘が必要らしい」


    　ウィルは目を丸くした。


    「ずいぶん、親切なんだな？」


    　まだ決定的に敵対していないとはいえ、かつて敵同士として戦った仲だ。


    　こうも重要な情報を向こうから話してくれるというのは、不気味に思えた。


    「そりゃあ、話した方が俺にとって都合がいいからさ？」


    　ザックスはクルリと槍を旋回させ、切きっ先さきを向けてくる。


    



    「知っちまったら、あんたは無視できないさ」


    



    　ウィルは呻うめいた。


    　──こいつ、俺を挑発するつもりか。


    　そして、すでにウィルはザックスを無視してここを立ち去ることができなくなっていた。


    「……ジェシカ。離れてろ」


    　ジェシカはまだ復調していない。ここで力を使わせるわけにはいかない。


    　本人も自覚はあるのだろう。おとなしく窓際へと引き下がる。ポールマンもそれに続くように[image: ]はいずって逃げ出すが、ジェシカに近づいたことで蹴け飛とばされていた。


    　──あいつ、本当に運が悪いな……。


    　さすがに、そろそろ哀れみを覚えた。


    　ザックスが、待ちきれないというように槍やりを揺らす。


    



    「それじゃあ、この前の続きを始めるさ！」


    



    　そして、紅ぐ蓮れんの炎が半年ぶりに広がった。
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    　ザックスの槍から炎が噴ふき上がる。


    　──やっぱり、〈霧きり〉は対策済みか。


    　瞬またたく間に調度品を食い尽くす炎に、銃じゆう機き槍そうが手の中で脈打つ。


    〈ブルドガング〉の刃やいばは炎を食らい、銃機槍と炎の槍が衝突する。


    「かかっ、そいつが《ミストルティン》さ？　前はよくも[image: ]だましてくれたな！」


    　ギリギリと刃を軋きしませ、つばぜり合いの形になる。そこで動きの止まったザックスに、ウィルは脇腹へ膝ひざ蹴りを見舞う。


    　重たい蹴りに、長身のザックスも堪たまらず吹き飛ぶ。


    「[image: ]すとは人聞きが悪いぜ。こいつの銘は〈ブルドガング〉だ。それ以外の名前なんて、知ったこっちゃない」


    　ゴロンと床に転がりながら、ザックスの槍が足元を狙ねらって振るわれる。


    　それを跳躍してウィルが躱かわした瞬間、ザックスはすでに身を起こしていた。


    　重たい槍を振るうことを諦あきらめ、肩から体ごとぶつかってくる。


    「ぐっ──」


    　宙で避よける術すべはなく、体当たりをまともに受けてテーブルへ叩たたきつけられる。


    　──小手先でどうにかできる相手じゃない、か。


    　ザックスはまだ遊び程度の力しか使っていない。


    　岩をも溶かすあの槍やりは、鎧よろいのように炎をまとうこともできるのだ。〈ブルドガング〉ならばその鎧を断つこともできるが、今のような格闘に持ち込まれればウィルに勝ち目はない。


    　身を起こして、再び槍と斬きり合う。


    　二度、三度と刃やいばを重ねて、ウィルは持ち手を狙ねらって刃を滑らせる。


    　柄えを滑走するように走る銃じゆう機き槍そうを、ザックスは槍を旋回させて受け流す。


    「甘いさ──」


    「どうかな！」


    　槍を旋回させたことで不安定になった持ち手を狙って、ウィルはブーツの一撃を見舞う。


    　ザックスの手から、槍が蹴けり飛ばされた。


    　槍は、ザックスの後方の床に突き刺さる。


    　──あれさえ奪えば！


    「甘いって、言ったさ！」


    　手を伸ばした瞬間、ザックスの回し蹴りが側頭部へ叩たたき込まれた。


    　──今のは、ヤバイ……！


    　頭が揺さぶられた。


    　視界が二重にブレ、膝ひざから力が抜ける。脳のう震しん盪とうだ。


    「こいつ──」


    　反撃に銃機槍を振るうが、手に力が入っていなかった。


    「──っ！」


    　ザックスは、すでにウィルの間合いの奥まで踏み込んでいた。


    　振るった腕に肘ひじが重ねられ、手の中から銃機槍の重さが消失した。撥はね飛ばされたのだ。


    　──マズイ！


    　銃機槍を封じられた。これで《レーヴァティン》まで取り戻されたらおしまいだ。


    　ウィルは前転の要領で床を転がり、そこに突き刺さったザックスの槍を奪う。


    　槍を構えて立ち上がると、ザックスも武器を手に構える。


    　ザックスが握っていたのは、ウィルの〈ブルドガング〉だった。


    　カアッと、頭に血が上る。


    



    「俺の〈ブルドガング〉に触るなっ！」


    「俺の《レーヴァティン》に触るなっ！」


    



    　まったく同じ言葉を吐いて、ウィルとザックスは斬り合う。


    　──そいつの使い方は、誰よりも俺が知ってるんだよ！


    　上段から振り下ろされるザックスの斬ざん撃げきを、さらに前に踏み込むことで殺す。


    　肩で銃じゆう機き槍そうの銃身を受けながら槍やりを突き出すが、ザックスは銃機槍から片手を離し左足を後ろに引くことで体の位置をずらす。


    　──返してもらうぞ。


    　片手を離して握りの甘くなった銃機槍へ、ウィルは手を伸ばす。


    　と、そのときにはザックスも自由になった腕で槍を摑つかんでいた。


    　互いに互いの得物を摑んで、もみ合いになる。


    　ウィルは身を仰のけ反ぞらせ、ザックスも吼ほえる。


    「離せって──」


    「──言ってるさ！」


    　考えたことは、同じだった。


    　もみ合ったまま、二人は痛烈な頭突きをぶつけた。


    　額ひたいが切れて血ち飛沫しぶきが飛ぶ。


    　吹き飛ばされ、床を滑るウィルの手には、確かに銃機槍が取り戻されていた。


    　代償に《レーヴァティン》を手放してしまっていたが。


    　同じように額から鮮血を流し、ザックスが笑う。


    「かかっ！　やっぱりあんたは愉快さ」


    「俺は不愉快だよ」


    「──ウィル！」


    　銃機槍を構え直すと、ジェシカが叫んだ。


    　振り返らずとも、彼女の言わんとすることは理解できた。


    　──もう、炎が回ってる……。


    　わずかな斬きり合いの間に、室内は炎に包まれていた。今は五分であっても、ここで戦い続ければ熱と酸欠で先に倒れるのはウィルの方だ。


    　なんとかして、外での戦いに持ち込む必要がある。


    　ガシャンとガラスの割れる音が響く。


    「ウィル、早く！」


    　その言葉に、ウィルは銃機槍の引き金を引いた。


    　ドンッと音を響かせ、残り三発しかない弾丸の一つが放たれる。


    「無駄さ！」


    　弾丸はザックスに届くことなく焼き尽くされてしまうが、それでも一歩足を止める役目は果たしてくれた。


    　ウィルは、迷わず背中を向けて窓へと走った。


    



    「飛んで、ウィル！」


    



    　ジェシカがフワリと窓から外へ身を躍らせ、ウィルはそれを抱き止めるように飛び出す。


    　[image: ]いばらの鞭むちが屋根の雨あま[image: ]どいを捉え、ギシリと軋きしんで落下の勢いが弱まる。


    　ジェシカを抱きしめたまま、ウィルは地面に着地していた。


    　それから、そっとジェシカを地面に下ろす。


    「……あんま、無茶するなよな」


    　助けられたわけだが、ウィルはそう言わずにはいられなかった。克服しつつあるとはいえ、彼女は高所恐怖症なのだから。


    　二階から飛び降りたことで、か細い肩が儚はかなく震ふるえていた。


    「ウィルよりは、マシ」


    　そう言って、切れた額ひたいをそっと撫なでられる。


    　だが、まだ何も終わってはいない。


    　顔を上げると、炎に包まれた室内から、ザックスが身を乗り出していた。


    「逃がさないさ」


    　そうして窓枠に足をかけたときだった。


    



    　ドンッと、銃声が響いた。


    



    「──うおっ？」


    　ザックスが仰のけ反ぞる。


    　銃火は、ウィルたちの後ろから弾けたのだ。


    　振り返って、ウィルは目を見開いた。


    



    「ハイリッヒさん？」


    



    　そこには、二挺ちようの拳銃を握った神父の姿があった。


    



    
      [image: ]

    


    



    「なんでここに？」


    　ウィルが問いかけると、神父は口の端を吊り上げた。


    「ただの通りすがりだ。間違ってもこっそり遠目にでもあいつの顔が見たくてウロウロしていたわけじゃあない」


    　実に丁てい寧ねいな説明だった。


    　サングラスを押し上げ、神父は油断なくザックスへ狙ねらいを付ける。


    「手紙は？」


    「すまん。入れ違いになった。ここは蛻もぬけの殻からだ」


    　苦渋の滲にじんだ声を漏もらす。


    「行き先は？」


    「見当はついてる」


    　ザックスの前で口に出すわけにはいかないが、ウィルは確信をもって答えた。


    　──レンは、ちゃんと手がかりを置いていったんだ。


    　ハイリッヒは銃を構えて前に進む。


    「なら行け」


    「待てよ。あいつは霧む鍵げん士しだ。銃なんかで相手にできるやつじゃない」


    　神父も腕が立つようではあるが、〈七つの鍵かぎ〉の幹部相手に戦えるかと言われれば難しいだろう。


    　だが、ハイリッヒは譲らなかった。


    「壁の向こうまで飛べるのは、君たちだけだ。頼む。あいつに手紙を届けてくれ」


    「──っ、あんた、〈霧きり〉のこと、知ってるのか？」


    「昔、ちょいと研究に関わったことがあるんでな」


    「──勝手に話を進められるのは、困るさ」


    　話してる間に、ザックスが飛び降りてきた。


    「銃なんか、間合いを殺せばただのおもちゃさ？」


    　銃は離れた位置の敵を撃ってこそ真価を発揮する。


    　手の届く間合いまで踏み込まれてしまっては、狙いを定め、引き金を引き、銃弾を射出するという拳銃の動作は遅すぎる。ザックスほどの達人が相手ともなれば、致命的だ。


    



    「──間合いを殺すんなら、もっと深く踏み込むんだな」


    



    　だが、ザックスが突き出した槍やりを、ハイリッヒは銃底で器用に受け流す。それと同時に、もう一方の銃口が突きつけられていた。


    「な──っ？」


    　ザックスが目を見開き、身を仰のけ反ぞらせる。


    　銃火が弾けたときには、また逆の拳銃がザックスの動きを追っている。


    　槍の間合いよりもさらに深く、ハイリッヒは深く踏み込んでいた。


    　鈍器のように銃底を振るいつつ、わずかにでも相手が後退すれば銃弾を放つ。格闘技にも近い、奇妙な銃技だった。


    　──そうか。生身で銃を向けられたら反射的に避よける。その動きを読んでるんだ。


    　相手に避けさせることでその動きを予測しやすくし、その避けた先を狙ねらう。あれは、そういった銃技なのだ。


    　徒と手しゆ空くう拳けんの間合いに、ザックスの槍やりさえも威力を殺されていた。


    「冗談、キツイさ！」


    　槍を旋回させて拳銃を弾き、ザックスは大きく後ろに飛ぶ。


    　と、それを待っていたように二挺ちようの拳銃から弾丸が放たれる。


    　──捉えた！


    　逃のがれようのない、完かん璧ぺきなタイミングだった。


    



    「……霧む鍵げん式しきもないティエラの人間なんぞ、取るに足らないと考えてた。考えを、改めるさ」


    



    　ザックスの体を、炎が包み込んでいた。


    　放たれた銃弾は、ザックスに届く前に焼き尽くされていた。そしてそれはザックスが炎を使わざるを得ないほど、追い詰められたということでもあった。


    「あんたは、それほど必死に何に抗あらがっているさ？　実に俺好みさ」


    　──全ての人間は、滑こつ稽けいなほど全力で生きるべき──


    　それが、ザックスの信念だ。


    　ウィルにも理解はできない。それでも、その信念は何があっても揺るがない。だから、この男は強い。


    　ハイリッヒも不気味に感じたのか、頰ほおに一筋の汗を伝わせ、身を退ひく。


    



    「俺には心に決めた女がいる。悪いがそっちの趣味はないんだが……」


    



    「俺はノンケさ！」


    　吐血しそうな顔で、ザックスが吼ほえた。


    「ヘイムダルの旦那といい、なんでどいつもこいつも俺を同性愛者にしたがるさ？」


    〈七つの鍵かぎ〉で何があったのか、本気で落ち込んでいるように見えた。


    　それでも涙を拭ぬぐうと、ザックスは炎を宿らせた槍を振るう。


    「ともかく、今は仕事中さ！」


    　振るった槍から炎が弾け、神父の体を包み込む。


    「ハイリッヒさん！」


    　しかし、炎に巻かれたはずのハイリッヒは、二挺の拳銃を振り回すように一回転する。


    　ヒュボッと鈍い音を残して、体に纏まとわり付く炎が振り払われていた。どうやら、神父の黒衣には耐火処置が施ほどこされているらしい。


    　──強い。


    　独特な銃技もさることながら、炎に包まれても微み塵じんも狼狽うろたえぬ精神的な強きよう靱じんさがある。


    「あんた一体、何者さ？」


    　これには、ザックスも警戒の表情を浮かべる。


    「手紙を届けたいだけの、ただの神父だよ」


    　そう言って、十字架を作るように二挺ちようの拳銃を重ねる。


    「王の側近みたいなことをやっていた時期もあるがね？」


    　そう言って、サングラス越しの目をウィルたちに向ける。


    「何をしている。早く行け！」


    「……わかった。死ぬなよ？」


    「未練が多すぎてまだ死ねんよ。いいから行け」


    「すまん」


    　ウィルはジェシカの手を引き、駆け出した。


    「──行き先って、どこなんだい？」


    　そんな二人の側そばに、どこからともなくポールマンが並走してきた。


    「お前、ナニやってたの？」


    「霧む鍵げん士しの僕はここじゃあ無力だからね。身の程をわきまえて隠れてただけ──うひいっ？」


    　ジェシカの[image: ]いばらに襲おそわれ、ポールマンが悲鳴を上げた。


    「この男は早く処分するべき」


    　弁護の言葉は、ひと言も思い付かなかった。

  



  
    第三便　閉ざされた大地の王


    



    「──ウェイクアップ──」


    



    　そのキーワードを口にすると、淡い青の粒子が[image: ]あふれ始める。


    　光は一枚の紙片から[image: ]れていた。〈封ふう書しよ〉だ。そこに刻まれた、過去の記憶が再生され始めたのだ。


    　そうして呼び起こされたのは、とある女性の記憶だった。


    



    『ハイリッヒさん！　もう、こんなところで何をやってるんですか』


    　大層ご立腹の様子で、女性は腰に手を当て目の前の神父を[image: ]しかりつけている。


    　真っ白な髪に、空のような蒼あおの瞳。ふちのないメガネが、いかにも背伸びをしている印象を与える。二十歳になったかどうかという年齢ながら、幼さを残した顔立ちだった。


    『まあ、聞きたまえアルトくん。俺は神に仕える身として、決まった時刻に祈りを捧げる必要がある。宗教の衰退してしまった現在では、理解されがたいことだとはわかっているつもりだがね』


    　弁解する神父は、三み十そ路じに足を踏み入れたかどうかという青年だ。


    　短く[image: ]そろえられた髪は金色で、目元はサングラスに隠されてしまっている。


    　アルトと呼ばれた女性は、呆あきれ顔で神父の手にある物を指差す。


    『神に祈るのに、それは必要ないと思うんですけど？』


    『君はわかってない。これは神から賜たまわったありがたい飲み物だ。救いだ。俺はこれだけを楽しみに生きていると言っても過言ではない』


    『お酒を人生の救いにしてる神父がいたら、神さまも泣くと思うんですけど……』


    『酒も神も、どちらも等価に尊い存在だよ、アルトくん』


    　酒瓶とグラスを離そうとしない神父に、女性は悲しそうなため息を漏もらす。


    『ティエラ王は人選をお間違えになったと思います』


    『そんなことはない。王は君がいたからこそ、ミストルティン・プロジェクトを実行に移したんだ。それに関しては俺が保証しよう』


    『……はあ。もう、そういうところ、ズルイですよ』


    　駄目な神父の姿に、アルトの口からため息が漏れる。


    『もう、ハイリッヒさんが駄目な人なのは今さら仕方ないですけど、研究時間はそれらしく振る舞ってくださいよ』


    『何、俺はただのお飾りだ。君が先頭に立っている方がよほど士気が上がるというものだよ』


    『そういうことじゃなくて……』


    　口ごもるアルトの頭を、神父はそっと撫なでる。


    『君ががんばっていることは、誰よりも神が理解してくれているよ。俺もね。プロジェクトは順調だ。何も心配はいらないとも』


    　シュンと肩を落とすアルトに、神父は続ける。


    『それとも、何か悩み事かね？　ならば打ち明けるといい。そのための神父だからね』


    　芝居がかった仕草でそう言う神父を、アルトは恨めしそうに睨ねめつける。そして、軽い悪意を込めてこう言った。


    『実は、気になる人がいます。プロジェクトが成功したら、その人に思いの丈たけを打ち明けようかと思うんですけど、神はどう思われますか？』


    　神父はサングラスの向こうでにわかに目を見開く。


    　それから狼ろう狽ばいを取り繕つくろうように咳せき払ばらいをすると、仰ぎよう々ぎようしく頷うなずく。


    『それは実に素晴らしいことだと、神はおっしゃっている。婚姻を結ぶなら、是非とも俺が立会人を務めさせてもらおうじゃないか』


    　アルトは悲壮なほど落胆した顔をした。


    



    【鈍感……】


    



    　ここまで来ると、実は嫌われているのではないかとさえ考えてしまう。


    【なんでこんな人、好きになっちゃったかなあ……】


    　しかし、神父は愛いとしそうにアルトの頭を撫でる。


    『そうすると、少し寂しくなってしまうな。だが俺も神も、君の幸せを心から望んでいる。それは、忘れないでくれ』


    　これだから、始末に負えない。


    　もう一度ため息を漏もらしてから、アルトは立ち上がる。


    『あと一週間で、リューゼンから《ミストルティン》が届きます。そうしたら、いよいよこのプロジェクトも大詰めです』


    　神父の胸元に、人差し指を突きつける。


    『覚悟しておいてくださいよ？』


    　神父が顔を引きつらせるのを見て、アルトは満足そうに微ほほ笑えんだ。
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    「かかっ、ずいぶんと甘ったるい記憶さ」


    〈封ふう書しよ〉から意識を戻して、ザックスは愉快そうに笑った。


    　解放軍のアジトだった屋敷は焼け落ち、足元には砕けたサングラスが転がっていた。


    　そのサングラスの持ち主が、今読んだ〈封ふう書しよ〉の持ち主だった。


    　そして、その少し離れた位置に、未いまだに煙を噴ふき上げる塊かたまりが横たわっていた。大きさとしては、ちょうど成人男性ひとり分ほどだ。


    　──なかなか、手て強ごわくも愉快なやつだったさ。


    　充実した気持ちに胸を満たしながら、わずかに複雑そうな表情を浮かべる。


    「しっかし、妙にうちのボスに似てる女だったさ。こいつは、偶然さ？」


    　白い髪に蒼あおい瞳。研究者の白衣のせいで白尽くめだ。


    　キャハハとやかましく笑い、人の苦痛を眺めて快楽を感じる総そう帥すいとは対極の性格をしてはいたが、容姿そのものは驚くほど酷こく似じしていた。


    　性格さえ歪ゆがまなければ、あの総帥もこんな淑しゆく女じよに成長していたのではないかと期待を抱いてしまうほどだ。


    「どちらにしろ、この女が神父の女さ？　なら、追いかけてみるのも一興さ」


    　神父の末路を知ったとき、彼女はどんな顔をしてくれるだろうか。


    　これだけ思い詰めているならば、きっと必死でザックスを恨んでくれるだろう。思いも寄らぬ方法で殺しにかかってきてくれるかもしれない。


    　そう思うだけで、身み震ぶるいするほどに楽しくなる。


    「だが、今は仕事が優先さ」


    　総帥から命じられた〈傀く儡ぐつ師し〉の始末は、まだ終わっていない。


    　遠目に、あの二人の〈渡り鳥〉と共に逃げる姿が見えた。


    　──逃がしたのは正解だったさ。


    　これで、また彼らと戦える。


    　彼らには揺るがない信念がある。


    　ときとして自分をも凌りよう駕がする力がある。


    　だから、ザックスは彼らを己おのれの好敵手に定めている。


    　彼らと敵対していれば、自分も全ぜん身しん全ぜん霊れいを尽くすことができるのだから。


    　狂気じみた信念のままに、ザックスは去っていった。


    　炎に焼かれた骸むくろは、すでに塵ちりとなって跡形も残っていなかった。
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    「──それで、こんなところに何が残っているというのだ？」


    　苛いら立だった声を上げたのは、ビルギッドだ。


    　シュタット・ヌルの廃はい墟きよに着陸してから、三日が過ぎようとしている。


    　廃墟の中を歩き回ったのは最初の一日だけで、残りはヒルダも動かずただ紅茶を啜すする傍かたわら古書を開くだけだ。


    　なんの手がかりも摑つかめぬ毎日に、ビルギッドの忍耐が限界を来きたすのも無理からぬことではあった。


    　ティーカップから唇を離し、ヒルダは迷惑そうに眉まゆを揺らす。


    「そうせっかちでは、待たせている娘にも愛想を尽かされるのです」


    「十年も待たせている。多少は焦じれるさ」


    　もはや、からかいにも乗ってはこない。


    　仕方なさそうに、ヒルダは古書を閉じる。


    「ティエラの中でも、ここは特に〈霧きり〉が稀薄なのです。大がかりな霧む鍵げん式しきを使うとなれば、それ相応に準備が必要なものですよ」


    「霧鍵式……？　一体、何をするつもりだ？」


    「大したことではないのです。そなたもよく知っているものを作るだけなのです」


    　もったいつけるように微ほほ笑えんでから「ですが」と付け加える。


    「確かに、ただ待たせているのも不ぶ粋すいですね。代わりと言ってはなんですが、一つおもしろい話を聞かせてやるのです」


    「俺が聞きたいのは、そういう話では────」


    　苛いら立だつ声を上げるビルギッドを、視線で制止する。


    「そなたが持つ《ロキ》から始まり、《ミストルティン》《フェンリル》《エインヘリヤル》《レーヴァティン》《ビフレスト》そして《フィンブル》──これが、神話に語られる〈七つの鍵かぎ〉なのです」


    　青年の腰には、刀身のない柄だけの剣が下げられている。彼が頷うなずくのを確かめてから、ヒルダは続ける。


    「ですが、神話にはそれらより強力とされる武具も数多く存在するのです。全てを破砕するとされるミョルニル。一度手を離れればいかなるものをも貫くグングニール。神々にしても始祖神ユーミルや世界蛇ヨルムンガンドなど、さらに畏い怖ふすべき者たちが存在するのです。それらを差し置いて、その七つが選ばれたのはなぜなのでしょうか？」


    「神代の終末の要因となったのが、その七つだからだ」


    　特に悩む素振りもなく、ビルギッドが答える。


    　クスクスと、ヒルダは笑い声を漏もらした。


    「その通りですが、神々が人に残した最後の希望としては、ずいぶんと禍まが々まがしい話だとは思いませんか？」


    〈七つの鍵〉は本来、最後の神が人間に残した奇跡だったのだ。現在の霧鍵式は、そこから生み出されたとされている。


    　それが、世界を滅ぼした要因とされる七つの名を冠しているのだから、奇妙な話だ。


    　神話は、数十から百を超えるさまざまな説話が集まって形成されている。最後には神々が滅び、二つの空が生み出された始まりに繫つなげられているが、それ以外の逸話は統合性の取れていないものも少なくはない。


    　なかでも、この〈七つの鍵かぎ〉に関する矛む盾じゆんは太古から霧む鍵げん士したちの間で論争の的となっている。


    　とは言っても、とヒルダは肩を竦すくめる。


    「シュネーの目的は世界を滅ぼすことなのです。そう考えると、何も矛盾した話でもないのですが」


    「それが、なんだと言うんだ？」


    　ヒルダは鋭く目を細める。


    「光神を殺あやめ終末の引き金となった《ミストルティン》──それを企てた悪神《ロキ》──その日から終末まで続いた厄やく災さいの冬《フィンブル》──終末の日に悪神への渡り廊となった《ビフレスト》──死ぬことも許されず戦い続け凄せい惨さんな戦場を生みだした《エインヘリヤル》──主神を呑のみ込み神々の終しゆう焉えんを決定的なものにした《フェンリル》──最後に、世界を焼き払った《レーヴァティン》──」


    　どれも、名を口に出すのも躊躇ためらわれる災さい厄やくたちだ。


    



    「ですが、ここに一つ、直接的には終末と無関係なものが含まれているのです」


    



    　ふむ、とビルギッドが俯うつむく。


    　それから、確かめるように口を開いた。


    「……《エインヘリヤル》、か？」


    「正解なのです」


    《エインヘリヤル》は戦場をより悲惨なものにしたかもしれないが、滅びの要因とは言いがたい。それがここで数えられているのは、どういうことなのか。


    　ビルギッドは、ハッとした顔をする。


    「組織は〈七つの鍵〉を復元したが、《エインヘリヤル》だけは新生できなかった。それどこ


    ろか、探す必要自体がないとまで言われていた。……これは、関係があることか？」


    「そうですね。〈傀く儡ぐつ師し〉と呼ばれる霧鍵士たちが長年研究していたようですが、模造品レプリカどころか偽造イミテーシヨンの域を出ないものだったのです」


    　それでも、五十年前に島一つ墜おとし、ヒルダが幼い姿で長い年月を生きる原因になる程度には強力ではあったが。


    　──まあ、それもランディスとウィルが決着をつけたことなのです。


    　結果的にヒルダは二代目の〈傀儡師〉を再起不能にしているが、それも私し怨えんからというよりは、ただそこにいたからだ。怒り任せにやったわけではない。仮に三代目がいたとしても、捜し出してまで始末しようとは思っていない。


    　……目の前に現れなければ、の話だが。


    　と、そこで少し話が逸それていることに気付いて、ヒルダはコホンと咳せき払ばらいをする。


    「小しよう妹まいはこう思っているのです。霧きり殺しに霧喰い。〈七つの鍵かぎ〉は世界を滅ぼす──雲界を破壊するために、災いの名を冠している。ですが、《エインヘリヤル》だけは役割が違ったのではないかと」


    　そこで《エインヘリヤル》の役割とはなんだったのか。


    　ビルギッドは瞑めい目もくして思考を巡らせ、数十秒ほどして目を開いた。


    「人を、不死身にする……のか？」


    　それが、神話にあるエインヘリヤルだ。


    　シュネーをはじめとする〈七つの鍵〉を振るう霧む鍵げん士したちが不死身になれたとすれば、それこそ誰にも止められないことになるだろう。


    　ヒルダは首を横に振る。


    「さて、それは小妹にもわからぬのです。ですが──」


    



    「オリジナルの《エインヘリヤル》は、ここにあった」


    



    　ビルギッドが大きく目を見開いた。


    「事実か？」


    「ええ。そして、それは〝空の鍵〟と呼ばれる何かに組み込まれていた」


    　ビルギッドの表情が険けわしくなる。


    「総そう帥すいが、今になってティエラを墜おとすのは、それが狙ねらいか？」


    「今になって、とは？」


    　不思議そうに首を傾かしげるヒルダに、ビルギッドは言い淀よどむ。それでも、確かな口調でこう言った。


    「《ギャラルホルン》──八番目の鍵を、あんたは完成させたんだろう？」


    　これには、ヒルダも不快そうに目を細める。


    「勝手な呼び名を付けてくれるのです。……ですが、シュネーがこれを欲しがっているのは、事実なのでしょうね」


    　大切そうに古書の表紙を撫なで、ヒルダはため息を漏もらす。


    「《エインヘリヤル》は、確かに目的の一つかもしれぬのです。ですが、シュネーがこの大陸を沈めるのはむしろ、あの者にとって厄やつ介かいな何かがここにあるからだと思うのです」


    「《エインヘリヤル》以外にも、何かがあると？」


    「ええ。そうでなければ、八千年もここに放置しておくはずがないのです」


    　腕組みをして、ビルギッドが唸うなり声を漏もらす。


    「わからんな。結局《エインヘリヤル》の役割とは、なんだったんだ？」


    「おや、わかりませんか？」


    「わからんから[image: ]きいてる」


    　ヒルダはまたクスクスと笑う。


    「すでに手がかりは与えたはずなのです。よく考えてみるのです」


    　やはり難しそうな顔をするビルギッドに、ヒルダは人差し指を立てる。


    「ここが〝空の門〟たる所以ゆえんを考えてみるのです」


    「所以だと？　そんなもの〈霧きり〉がないから……──っ」


    　言いかけて、気付いたのだろう。ハッとした顔をする。


    



    「不死身の体──〈霧〉への耐性──そういう、ことか？」


    



    〈霧〉に適応できた蒼そう界かいの住人と、適応できなかったティエラの民。そこに《エインヘリヤル》が関わっていたとしたら？


    　──それを追いかけてゆけば、いずれそなたの探し物にもたどり着くのです。


    　啞あ然ぜんとするビルギッドを横目に、ヒルダは膝ひざの上に載せた古書を、ページの上端から指先で丁てい寧ねいにめくっていく。


    「さて、そろそろ準備もよいころなのです」


    「……？　何を始めるつもりだ？」


    



    『──此にひもとくは世界樹の泉（rɔ[image: ]ke mju[image: ]gwest eɵd neiʃ ə[image: ]rkɔ[image: ] audʒt, ）──過ぎ去り（ərɵrʌnt）し女神（ɔt）の目録（urðr）──』


    



    　古書から淡い青の粒子が[image: ]あふれ、やがてそれは足元に、壁に、他の廃はい墟きよへ、雪に包まれた大地へ、シュタット・ヌルという広大な都へと広がっていく。


    「この光、まさか〈封ふう書しよ〉か……？」


    　ワインの色をした髪を揺らし、ヒルダはクスクスと甘い吐息を漏らす。


    「こんな瓦が礫れきの山に何が残っていると思ったのです？　まずは手がかりを〝再生〟するところから始めねば仕方がないのです」


    　ただ、とヒルダは難しい顔を見せる。


    「……〈封書〉は、あくまで〈霧〉を媒体に人の記憶を再現するものなのです。意思もない物体の、しかも〈霧〉もないこの場所でどこまで復元できるかはわからぬのです」


    　周囲では崩れ落ちた建物が繁栄の姿を取り戻していく。だが一部は砂嵐のようなノイズが走っていたり、蜃しん気き楼ろうのように不確かで歪ゆがんでいたりするものもある。


    　さらには、人の通りも再生されつつあるのだが、それも人ひと形がたをしているというだけで顔もない影のようなものだった。


    　現代最強の霧む鍵げん士しであるヒルダでも、この程度の再現が限界だった。


    　いや、ヒルダだからこそここまで蘇よみがえらせることができたのだ。並の霧鍵士だったなら小石一つ復元できたかも怪しい。


    　さすがに、疲れた顔を見せるヒルダに、ビルギッドが申し訳なさそうな顔をする。


    「……すまん。気が立っていたらしい」


    「気にする必要はないのです。もとはと言えば小しよう妹まいが壊したのですから」


    「確かにな」


    　悪びれた様子もない青年に、ヒルダもため息を漏もらす。


    「そなたには気配りが足りぬのです」


    　椅い子すから立ち上がろうとして、予想以上の疲労を感じた。


    　──多少、無理があったようです。


    　表情に出したつもりはなかったが、ビルギッドがそっと背中を支えてきた。


    「……肩を貸すか？」


    　意外な言葉に、ヒルダは小さく頷うなずいた。


    「前言を撤回してやるのです。小妹の体に触れることを許すのです」


    　ビルギッドは辟へき易えきとした顔をしながら、ヒルダをそっと抱き抱かかえた。


    「どこへ向かえばいい？」


    　ヒルダは鋭く目を細めた。


    



    「王の墓所──小妹が、イスカを拾った場所なのです」


    



    
      [image: ]

    


    



    「当たりだ！　追いついたぞジェシカ」


    　ゴーグルにこびり付いた雪を拭ぬぐい、ウィルは歓喜の声を上げた。


    　翼つばさ舟ぶねの後部座席で、ジェシカもホッとしたような吐息を漏らす。


    　吹雪と呼ぶほどではないが、暗い空からは深しん々しんと雪が降り注いでいる。地面も真っ白に塗り潰つぶされている中、蒸気を噴ふき上げ雪原を進む車輪の連なりを見つけたのだ。


    　ティエラの機関車という乗り物だ。


    　車両は五つほどだろうか。接合部は布のようなもので覆おおわれ、窓らしきものも雪に覆われて機能しているようには見えない。牢ろう獄ごくのような乗り物だが、その分〈霧きり〉ですらも染み込むことはないだろう。


    　ハイリッヒのおかげでザックスを振り切ったウィルたちは、そのままシュタット・アインを飛び立っていた。


    　ちなみに、ポールマンは置いてきた。


    　彼は翼つばさ舟ぶねを持っておらず、〈ファントム〉との交戦が考えられる空でお荷物を載せる余裕はウィルたちにもなかったのだ。それに彼も自力でシュタット・ノインからシュタット・アインまで移動してきたのだ。移動手段くらいは持っているだろう。


    　だから、目的地だけ伝えて先に追跡を開始したのだ。


    　そうして飛行すること数十分で、ようやく機関車を発見した。


    　──雪に助けられたか。


    　降雪が視界を妨げ、空を覆おおう雲のおかげで高度を上げることもできない。現行の翼舟を遥はるかに圧倒する速度を誇る〈霞か曲きよく〉に跨またがりながら、その性能の半分も生かすことができなかった。


    　翼舟にとっても悪条件ではあったが、悪天候のおかげか〈ファントム〉の追跡に遭うことはなかった。


    　そして、機関車の速度は時速五〇界里ミールほどだろうか。最高速度になると時速八〇界里ミールに及ぶという話だが、積雪に阻はばまれて速度を落としていたのだろう。足を止められていたのは、向こうも同じだったのだ。


    　ちなみに、時速八〇界里ミールというと現在のウィルたちの飛行速度がちょうどそれくらいで、一般的な翼舟の限界速度もそれくらいだといわれている。


    　機関車の姿を見つけて、ジェシカも珍しく優しげな声を漏もらす。


    「レンは賢い。ちゃんと追跡を続けてくれてる」


    　北の果てのようなこの雪景色の中では、一時間も前の足跡など容易たやすく呑のみ込まれてしまう。


    　レンがいなければ、とてもではないが追跡することなどできなかった。


    　──レンの手がかりは、確かだったな。


    　屋敷に残された手がかりの中に〝２〟という数字があった。


    　ティエラの街は、それぞれの番号で呼ばれているのだ。


    　となると、彼らの向かう先は第二番都市シユタツト・ツヴアイだと考えるのが自然だが、ここで問題になるのがティエラ人が〈霧きり〉への耐性を持たないということだ。


    　内陸深くに位置するこの辺りでは、さすがに外へ出た瞬間、汚染症を引き起こすことはないだろうが、それでも自由に出られるものではない。


    　そこで彼らの足になりえたのが、この対〈霧〉処置を施ほどこされた機関車だったのだ。


    　──ただ、どうやってあんなものを手に入れたんだ？


    　機関車の使用権は、基本的にソルダートにしか与えられていない。あるいは強ごう奪だつするだけの戦力があるのかもしれないが、それで移動中の妨害を受けていないのはどういうことだろう。


    　ウィルは頭を振る。


    　──今はまず、イスカとレンの奪還だ。


    　手た綱づなを振るい、機関車に接近しようとしたときだった。


    　ゴォン、ゴォンと、重たい機械音が聞こえてきた。


    　──この風の中で、音だって？


    　よほど近いか大きなものでなければ、空の真っただ中で音など拾えるものではない。


    　疑問に思った瞬間、視界に大きな影が落ちる。


    　顔を上げて、ウィルはようやく理解することができた。


    



    　すぐ真上に、大きな鉄の船が浮かんでいた。


    



    「な、なんだあれっ？」


    　ウィルは目を瞠みはった。


    　まず、桁けた外はずれに大きい。ウィルが競った霧む妖ようの中でもっとも巨大だったのは界かい竜りゆうだ。十数界碼ヤルドはあろうかという長大な胴を持ち、翼つばさ舟ぶねを遥はるかに凌りよう駕がする速度で飛翔していた。


    　その界竜ですら、この船の前には子犬程度にしか見えないだろう。


    　巨体の大半を占めているのは、楕円形の球体だ。表面は鉄甲板に覆おおわれていて、それが風を受けて呼吸でもするように上下している。


    　躍動するその姿から連想したのは、霧妖のような生物よりも気球の気き囊のうだった。蒼そう界かいにおける飛行船には、空気より軽いガスを使って籠かご状の船を打ち上げる脱出艇ていが搭載されているのだ。それと同じような理屈で、飛んでいるのかもしれない。


    　鉄甲板の気囊の真下にはゴンドラのような形の装甲が取り付けられていて、窓らしき隙すき間まから明かりが漏もれている。


    　──これは、飛行船なのか……？


    　ウィルが知る蒼界のものとは、ずいぶんと異なる形だ。


    　上部の気囊にガスが詰まっているとすれば、人が乗るのは下部の籠だろうか。もっとも霧妖から狙ねらわれやすい位置に搭乗部を設けるなど、正気とは思えぬ設計だ。……この国からしてみれば、足元の見えない上部に搭乗席を設ける方がおかしいのだが。


    　単純な目算で、二〇〇界碼ヤルド近くあろうかという大きさだ。こんなものが空に浮かんでいること自体が異常だ。


    　頭上から迫る巨体には、理屈を超えた威圧感があった。


    　それから、ふとある可能性に気付いて、ウィルは顔を引きつらせた。


    



    「……おい。まさか、こいつも〈ファントム〉だなんて言わねえだろうな？」


    



    　ティエラの空を飛ぶことを許されたのは、無人攻撃機の〈ファントム〉だけだ。


    　いくら悪天候だとはいえ、その空を堂々と航行できる船があるとすれば、それも〈ファントム〉なのではないだろうか。


    「──ウィル」


    　そんな予感を肯定するように、ジェシカが鋭い声を上げた。


    「来る」


    



    　空を覆おおうような巨大な船は、ウィルたちに向かって降下を始めた。
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    「こいつ、速いぞ……！」


    　鈍重そうな巨体ながら、その速度は並の翼つばさ舟ぶねを上回るほどだった。少なくとも、今の〈霞か曲きよく〉で振り切るのは難しい。


    　もともと蒼そう界かいでも、性能的には翼舟よりも大型飛行船の方が速度は出るのだ。


    　ただ〈霧きり〉を燃料とする霧む鍵げん機き関かんゆえに、加速の際には雲界へ近づかなければならない。軽量で小回りの利く翼舟とは違い、弾丸のように突き進むことしかできない飛行船は的にしかならない。さらには飛行におけるコストと、失った場合の損失というのも翼舟の比ではない。


    　それゆえ、雲界を渡ることができるのは翼舟を駆る〈渡り鳥〉だけだったのだ。


    　最大船速で航行する大型飛行船というものにお目にかかる機会はまずないのだが、決して翼舟に劣るものではない。


    　すぐ目の前には、レンとイスカを乗せた機関車が走っている。


    　手た綱づなを駆りながら、ウィルはジェシカに問いかけた。


    「ジェシカ、あれは機関車を狙ねらうと思うか？」


    「わからない。でも、少なくとも私たちを墜おとすつもりではいる」


    　ギリッと、ウィルは奥歯を嚙かみしめた。


    　──もう少しで、手が届くってのに……っ！


    　飛行船があの機関車も攻撃対象としている場合、彼らに身を守る術すべはない。


    　シュネーは解放軍に協力しているようだった。そして彼女は〈ファントム〉をも僕しもべのように操っていた。ならば、あの機関車を襲おそうとは思えないが、ウィルたちが交戦を始めれば巻き添えに遭わせてしまう。


    　ウィルは大きく手綱を引き、機関車の進路から外れていく。


    　──目的地はわかってる。手がかりは、まだ途絶えてない。


    　レンたちを巻き込みたくないという気持ちはジェシカも変わりないのだろう。後ろから回す腕にキュッと力を込めたものの、ウィルの行動に彼女は何も言わなかった。


    　代わりに、鋭く声を上げる。
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    「──後方五時！」


    　それを交戦の意思と受け取ったのか、飛行船から砲火が弾けた。


    　ジェシカの声に応えて、ウィルは右に向けて軽く手た綱づなを振るう。


    　風を受けたガラス質の翼は、機体をわずかに傾けて上昇する。グンとかかる重力を心地好く感じたときには、翼つばさ舟ぶねは軽やかに火線から外れていた。


    　だが、ウィルの心は穏やかなものではなかった。


    　外れた砲弾は雪原を大きく抉えぐり、赤い地面を大きく露出させていた。


    　低空飛行とはいえ、地面からは数百界碼ヤルドは離れているのだ。その高度からはっきりと見えてしまうほどの衝撃痕こんを、地面に刻んだ。


    　もちろん、こんなものが命中すれば翼舟などひとたまりもないが、それ以上にこれが線路に命中していたらと思うと背筋が冷たくなる。


    　──機関車から離れたのは、正解だった。


    　進路を外れながら、ウィルは飛行船を観察する。


    　気き囊のうの後方には、台形の翼が四枚と、巨大なプロペラが取り付けられていた。プロペラは船腹や船底にも無数に装備されていて、翼舟を凌りよう駕がする推力を生みだしているのがわかる。


    　砲撃を放ったのは船底部の籠かごだろう。可動式の砲門がいくつか飛び出していた。左右合わせて八門になるだろうか。最初はなかったものだ。


    　そして、その後方に奇妙なものが張り付いているのが見えた。


    　──なんだ、あれ……？


    　搭乗部の後ろに、翼のついた棒状のものが二つ取り付けられている。ちょうど、飛行船をそのまま縮小したような形だが、軍学校に通っていたウィルはこれによく似たものを見たことがあった。


    



    「あれ、まさか、ミサイルかっ？」


    



    　推力をもって飛行する爆弾だ。


    　飛行船が巨大すぎて正確な大きさまではわからないが、ウィルたちが跨またがる翼舟よりも巨大なものだ。


    　こんなものが爆発したら、建物どころか小さな街程度なら潰つぶせてしまうだろう。ティエラの外壁とて、ひとたまりもない。


    「まだ来る──左さ舷げん八時！」


    　観察する間にも、砲撃の手が休まることはない。


    　手綱を引いてさらに上昇するが、四筋の火線は翼舟を追いかけるようにしなる。ちらりと見えた砲弾は、一つ一つがウィルの腕よりも太いものだった。


    　──いつまでも、躱かわしてはいられない。


    「ジェシカ、隙すき間まは？」


    「抜けられる」


    　主語を欠いたひと言にも、ジェシカは即答してくれた。


    　手た綱づなを大きく引き、機体が直上を向く。水平飛行から直角上昇へとねじ曲げられた推力がのし掛かり、ウィルは機体に押し付けられ後ろのジェシカもグッと息を詰まらせた。


    　だが、強引な上昇は火線を大きく突き放し、翼つばさ舟ぶねに姿勢を整える余裕を与える。


    　そこで手綱を緩ゆるめ、翼に自由を与えると途端に機体が大きく弾む。


    　──ここだ！


    　前から吹き付ける風を受け、膨ふくらむように軌道を歪ゆがめたところでもう一度手綱を引き寄せる。四枚の翼が前と後ろに、左右逆へと傾き、機体がグルリと反転した。


    　上昇していた機体は、木の葉が翻ひるがえるように機首を地面へと向けていた。


    　反転急降下ジヤツクナイフ──直角上昇から直角降下へ繫つなげる、高等旋回の空戦技だ。


    「頭を下げろ！」


    　飛行船から放たれる四筋の火線に向かって、ウィルは鉄てつ[image: ]ついのように翼舟を下降させた。


    　機体を抱き寄せるように身を屈かがめ、ジェシカもそれに倣ならって頭を下げる。


    　──抜けてみせる！


    　[image: ]しやく熱ねつした砲弾が眼前に迫る中、ウィルは歯を食いしばって手綱を握り締める。


    「──抜けた！」


    　歓喜が隠しきれないようなジェシカの声だ。


    　火線と火線のわずかな隙間を穿うがち、翼舟は見事にすり抜けていた。


    　稼働砲台といえど、急激な標的の変更は不可能だ。


    　ウィルは飛行船の真下に向かって機体を走らせる。


    　見たところ、飛行船の砲門は左右にしか備えられていない。恐らく船底にも向けられるのだろうが、わずかな隙がある。


    　下降から機体を起こして、ウィルは「ほう」っと息を漏もらした。


    



    　世界が、銀色に輝いていた。


    



    　先ほどの砲撃で、雲の一部が裂さけたのだろう。暗雲からわずかな陽光が射し込んでいる。


    　そこで光を受けて煌きらめくのは、眼下の雪原だけではない。ゆっくりと降り注ぐ雪の一片一片までもが、輝石のような光を灯ともしていた。


    　そこにカーテンのような膜を作って光が射し込んでいるのだ。戦場であっても、見み惚とれてしまう光景だった。


    　光が作った幻想は、刹せつ那なのものだった。


    　次の瞬間には、再び暗雲が空を覆おおい、まばゆい雪の奇跡も消えてしまう。


    「……不ぶ粋すい」


    　背中から聞こえた不機嫌そうな声に、ジェシカも今の景色に見み惚とれていたのだろうと感じた。


    　空にいる限り、ウィルとジェシカは同じ視界を共有できるのだ。


    　だが、ウィルも〈渡り鳥〉だった。


    　雪花の幻想に目を奪われようとも、空の呼吸を忘れてはいない。


    　翼つばさ舟ぶねは、飛行船の隙すきを[image: ]ぬうように船底へと潜もぐり込んでいた。


    　──それで、どうする？


    　空で敵に出くわした以上、ウィルに取れる行動は三つだ。


    　撃墜か、離脱か、隠れるかだ。


    　──銃じゆう機き槍そうじゃ、あれは墜おとせない。


    　翼舟に詰まれた武器は、銃機槍一挺ちようだ。残弾はたったの二発。あるいは〝とっておき〟を使えば鉄甲板に守られた気き囊のうを撃ち抜くこともできるかもしれないが、たった一つの穴で墜ちてくれるとも思えない。


    　そして、今はジェシカも大きな力を使うことができない。


    　──なら、離脱するか？


    〈霞か曲きよく〉の最高速度をもってすれば、飛行船を振り切ることも不可能ではないはずだ。


    　だが、とウィルは再びゴーグルにこびり付いた雪を拭ぬぐう。


    　この悪天候で、さらには飛行船からの砲撃まで加わって、加速を得ることは難しい。増槽の燃料を使い切るつもりでやればできなくもないが、それで飛行能力を失えば今度こそレンたちを追いかける手段が失われてしまう。


    　対して、飛行船は巨体ゆえに悪天候の影響も受けにくい。


    　──だが、隠れる場所もない。


    　雲界ならば、〈霧きり〉に紛れて追手を振り切るという手段が使えた。むしろ航界では常じよう套とう手しゆ段だんだったのだ。


    　だが、ここに広がるのは深遠な雲界ではなく、雪に覆われた硬い大地だ。遮しや[image: ]へい物ぶつもなく、隠れる場所など皆無だ。


    　──いや待て。あれならできるんじゃないのか？


    「直上！　もう来る」


    　ジェシカの声に顔を上げると、飛行船の砲門が全て真下を向いていた。


    　ドンッ、ドンッと、雹ひようのように砲弾が降り注ぐ。


    　だがジェシカによってあらかじめ知ることができたことだ。


    　ウィルは慌てず手た綱づなを引き、上体を起こして機首を持ち上げる。機体が真上を向いたことで翼が全体で風を受け、まるで獣が飛び退のくように急激な制動力がかかる。


    　急減速ラビツト・ステツプと呼ばれる、回避技の一つだ。


    　火線から逃のがれたウィルは、一度手た綱づなを戻してから機体を横に倒す。


    　──雪っていうのは、意外に悪くないもんだ。


    　深しん々しんと降り注ぐ雪は、うねるような風の形を正しく見せてくれる。ここで、風を読み違えるなどということは、あり得ない。


    　的確に風を摑つかんだウィルは、翼つばさ舟ぶねを飛行船の左さ舷げん側から上昇させる。


    　ヴンッと増槽が小さく鳴動する。溜ため込んだ〈霧きり〉を惜しげもなく排出し、霧む鍵げん機き関かんの稼働を高めているのだ。


    　砲火は当然、その動きを追ってくるが────


    「──遅い遅い！」


    　優しいとさえ呼べる手つきで手綱を振るうと、翼が歓喜するように震ふるえ、風の上を滑すべるように機体を空へと打ち上げる。震える翼が雪を砕き、翼舟の翔かけたあとに真っ白な軌跡を残していった。


    　帯のような二本の軌跡を残して飛翔する〈霞か曲きよく〉に、飛行船からの砲撃は追いつくことは敵かなわない。


    　白い粉雪に重なる[image: ]しやく熱ねつの砲火は、あたかも楽譜でも描いているかのようでもあった。ちょうど、〈霞曲〉の尾翼に刻まれた紋章──この舟を託してくれた舟乗りの印のように。


    　螺ら旋せんを描くように機体を廻かい旋せんさせ、飛行船にぶつかるように上昇する。


    　すれ違う瞬間、ウィルは搭乗部の窓を覗のぞくことができた。


    「──っ」


    　そこで、ウィルは息を呑のんだ。


    



    　艦橋で優雅に膝ひざを組んだ、真っ白な少女がこちらを見返していた。


    



    　──今の、シュネーかっ？


    　動揺した。


    　それでも、体は自然と機体を的確に進めていた。


    　飛行船の気き囊のうへ張り付くように、翼舟はさらに高くへと上昇する。船体を[image: ]はうように飛行さ


    れては、砲撃などできるはずもない。


    「体当たりが来る」


    　静かに、ジェシカが言う。


    　砲撃が届かぬと気付くや否や、飛行船はその巨体を押し付けるように接近してきたのだ。


    　ウィルは手綱を握る手から力を抜き、風に任せるように翼に自由を与える。


    　全長二〇〇界碼ヤルドはあろうかという巨体が動けば、そこに生じる摩擦は翼つばさ舟ぶねの比ではない。


    　風乗りフエアリーターン──力を抜き、暴れる風に乗るだけで〈霞か曲きよく〉は最大級航空機械のぶちかましをスルリと潜くぐり抜けていた。


    　飛行船の上を取ったところで、ようやくウィルは声を上げる。


    「おい、今の！」


    「わかってる。もっと高く」


    　体が操縦を覚えていても、頭が動揺していればいつかは判断を間違える。


    　そんなウィルに、ジェシカの声はどこまでも強く響いた。


    　──そうだったな。こんなことで動揺していいほど、俺たちが目指す場所は優しくはないんだよな！


    　ウィルは手た綱づなを振るい、機体をさらに天高くへと羽ばたかせる。


    　幸い、直上に対空兵器は備わっていなかった。


    　船底から砲撃するような悠長な攻撃で、ウィルとジェシカを捉えることはできない。


    　高度を上げた翼舟は、やがて空を覆おおう暗雲の中へと飛び込む。


    　冷たく濡ぬれた風が航空服へと染み込む。視界がほとんど利かず、手元の計器ですらまともに見えなくなる。


    　そこに、ドンッドンッと飛行船からの砲弾が撃ち込まれる。


    　それでも、ウィルの心は穏やかなものだった。


    　──当たらねえよ。


    　飛行船に対して、翼舟は小さすぎる。雪雲に紛れ込まれて、その小さな点を探し出すことなどシュネーでも不可能だ。まして、見えない標的に砲火を当てるなど論外だ。


    　砲撃はしばらくの間続いたが、やがてウィルたちを完全に見失ったのだろう。雲の下で巨大な影が移動していくのがわかった。


    　それを確かめてから、背中に声をかける。


    「ジェシカ、進路修正だ」


    「どっちに向かうの？」


    「一度旋回して南に向かおう。それから改めてシュタット・ツヴァイに向かう」


    　目的地を知られているのはお互い様だろうが、直進すればほぼ確実に追撃に遭うだろう。[image: ]う回かいして向かえば飛行中の遭遇は避けられるかもしれない。


    「速度このまま。十時の方向」


    　ウィルの視界が死んでも、ジェシカには視みえている。そして、彼女が風を読み違えることはあり得ない。


    　ジェシカに絶対の信頼を寄せているからこそ、ウィルは狼狽うろたえることなく飛ぶことができる。


    　転進しながら、ウィルは改めて口を開く。


    「なあ、ジェシカ」


    「……うん」


    　ウィル一人なら、見間違えという可能性も考えられた。


    　だが、ジェシカのこの反応から、確信できてしまった。


    　──あれは、シュネーだ。


    　他人のそら似ではあり得ない。


    



    「あいつ、なんで撃たなかったと思う？」


    



    　船底に設置されていたミサイルだ。


    　シュネーがいて、あれがあったなら、使いようによってはウィルたちを墜おとすことも不可能ではなかったはずだ。《フィンブル》は霧む鍵げん機き関かんでさえも停止させてしまうのだから、翼つばさ舟ぶねといえどひとたまりもない。


    　だが、シュネーは撃たなかった。


    　ジェシカは首を横に振る。


    「当たらないと判断したか……そうでなければ、撃てない理由があった」


    　ウィルは、ギュッと手た綱づなを握り締める。


    　──嫌いやな予感がする。


    　空の最果てを目指すウィルとジェシカには〝空を制する〟という飛び方が根底に染みついていた。


    　雲界には自分たちより遥はるかに強く、美しく飛ぶ空の主たちがいるのだ。その群れの中を、ウィルたちは突き抜ける。


    　戦って倒すことは、目的ではないのだ。生きて、その領域を突き抜けることが目的なのだ。


    　だから、命の危険を冒おかして敵を沈めるという考えは持たない。それが乗り越えるべき壁や退ひくことのできない理由がない限りは。


    　今のウィルたちに、飛行船を沈める火力はなかった。だが、ミサイルだけなら破壊することができたかもしれないのだ。


    　あの兵器をシュネーが所持していることに、途方もなく不安を駆り立てられる。


    　あるいは、シュネーに気付いた瞬間に反転していれば、まだやりようはあったかもしれない。だが動揺してしまったウィルは最初の考え通りにしか飛べなかった。


    　飛行船の上に抜けてしまった時点で、もう雪雲に逃げ込むしか道はなかったのだ。


    　──離脱したのは、間違いだったかもしれない。


    　その[image: ]かつ藤とうを見抜いたように、後ろから回された腕が優しく絡みつく。


    「最適ではなかったかもしれない。でも間違いではなかった」


    　ウィルは目を丸くして、それからようやく肩の力を抜いた。


    「ああ、そうだな」


    　頷うなずいて、ジェシカの腕に触れる。


    「雪、綺き麗れいだったな」


    「……うん。綺麗だった」


    　掠かすめただけで即死だろう砲弾を搔かい潜くぐりながら、二人の心に一番強く残ったのは、一瞬だけ見えた輝く雪花だった。


    　──今は、レンとイスカに合流することを考えよう。


    　そこに、〈封ふう書しよ〉も届けなければならないのだから。


    〈渡り鳥〉は戦争屋ではなく、郵便屋なのだから。


    



    
      [image: ]

    


    



    　永ながらく響き続けていた雷鳴のような砲撃が止やんで、イスカは恐る恐る顔を上げた。


    「お、終わったの……？」


    　機関車に乗り込み、シュタット・アインを脱出してから一時間が経ったかどうかというころだった。


    　突然、空から砲撃の音が轟とどろいたのだ。


    　書類で頭を庇かばっていたアルトが、ホッとしたように頷く。


    「ひとまずは……といったところかしら？」


    　車両の中にいるのは、イスカとレンの他にはアルトだけだ。他にも解放軍の構成員らしき人間が数名乗り込んでいるが、彼らは機関車の運転があるのかここにはいない。


    　機関車の中は、息苦しかった。


    　外は分厚い布に覆おおわれ、窓も雪に閉ざされて光を通すことはない。車内にはいくつもの照明が設置されていて暗いと感じることはないが、空気が循環することがなくてどうしても籠こもったにおいが拭ぬぐえない。


    　どうやら人の移動手段としては考慮されていないらしく、座席も壁から網を吊っただけの簡素なものだ。揺れも激しく、隣でレンが吐きそうな顔をしている。


    　そこに外から轟音と衝撃が響くとあっては、生きた心地がしなかった。


    　──今の、ウィルさんたちかな……？


    　何かが戦っているようだった。イスカたちを追いかけてきたウィルとジェシカではないだろうか。


    　彼らに限って、まさか撃墜させるようなことはないだろうとは思うが。


    　一抹の不安に駆られていると、イスカと同じく青ざめた顔でアルトが続ける。


    「今のは〈スキーズブラズニル〉ね……」


    「なんですか、それ？」


    「大型飛行船よ。本来は輸送艦だけれど、それ相応の火力は持っているわ」


    　イスカは批難を込めて目を細める。


    「それって、危険なものじゃないんですか？」


    「ええ。使い方次第では、街の一つくらいは壊せてしまう程度にはね？」


    「なんでそんなものを……」


    　平然と答えられて絶句するイスカに、アルトは続ける。


    「ミストルティン・プロジェクトには、あの船が必要なの。そして、ソルダートから身を守るには力が必要なのよ。今のも、たぶんこの機関車を追う何かと交戦していたはずだわ」


    　どうやら、アルト自身もその船が何と交戦していたかは把握できていないらしい。


    　しかし、敵がいるという事実に、イスカはふと疑問を覚えた。


    「……ちょっと待ってください。あたしたち、ソルダートに狙ねらわれてるからシュタット・アインを脱出したんですよね？　でも、そのミストルティン・プロジェクトって、王さまの命令で始めたことじゃないんですか？　なんで、ソルダートから狙われるんですか？」


    　この機関車とて、アルトたちが王から使用権を与えられているから使えるという話だったのだ。それがソルダートと敵対しているとは、どういうことなのか。


    「十年前の失敗で、ティエラ王はこの計画を撤回してしまったの。今この計画を進めているのは、当時の生き残りの独断よ」


    「撤回って、なんでそんな簡単に……ううん。撤回されたのに、なんで続けてるんですか？」


    　その質問に、アルトは淡く微ほほ笑えんだ。


    



    「言ったでしょう？　もう一度空を見たかったからよ」


    



    　飾り程度に設置された窓へ目を向ける。


    「私たちが壁の外に出るためには、こんな厳重に守られた乗り物を頼らなければならない。これでは空は見えない」


    　背中を預ける壁に縋すがるように、アルトは唇を嚙かみしめる。


    「空はあんなにも広大だというのに、壁の中で滅びるのを待つなんて、私には耐えられない。知ってしまったんだもの。国を救うくらいであの空が手に入るのなら、立ち止まる理由なんてないでしょう？」


    　──井戸の底の都市──


    　初めて出会ったとき、ジェシカは壁に囲まれた街をそう表現した。


    　そこがどれほど閉へい塞そくした世界なのかを、正しく理解してしまった今ならわかる。


    　井戸の底から抜け出したいと願う、アルトの気持ちが。


    「〈スキーズブラズニル〉や、一部の施設の使用権はまだ生きている。私たちならできる。そう信じたから、あのときのメンバーも命を懸けた。これは、彼らの夢でもあるのよ。どちらにしろ、私たちは立ち止まることなんてできない」


    　空への渇かつ望ぼう。


    　そして今は亡き同胞の夢。


    　アルトが正しいと、感じてしまった。


    　──シュネーさえ関わってなければ、あたしだって信じたい。


    　手を貸したくなる魅力が、アルトにはあるのだ。


    「……なんで、その王さまは計画を撤回しちゃったんですか？」


    　苦い表情を浮かべて、アルトは首を横に振る。


    「計画の中核となるものが失われたからよ。そのときに、私たちも仲間の大半を失った」


    「中核って……《ミストルティン》のことですか？」


    「ええ。あれを積んでいた飛行船が墜落してしまったの」


    　ひょこんと、青い顔をするレンの三つ編みが揺れた。


    　──レン……？


    　声をかけたものか迷ったが、アルトはそれに気付かなかったらしい。話を続けてしまう。


    「十年待ったのよ。ようやく《ミストルティン》を取り戻した。私たちは、ソルダートにだって屈するわけにはいかないのよ」


    　ビクンと、レンの三つ編みが大きく跳ねた。


    　どうするべきか迷ったが、イスカはレンの手を握ってやることにした。


    　──まだ、[image: ]ききたいことがあるのよ。


    　小さく呼吸を整えてから、イスカは口を開く。


    「そこで、どうしてあたしが必要なんですか？　あたしは一体、誰なんですか？」


    　先ほど聞きそびれた疑問だ。


    　──なんで、あたしに〝空の門〟なんて開くことができるのか。


    　それを、はっきりさせたい。


    　アルトは目を細め、イスカの目を真っ直すぐ見据えた。


    「ここまで連れてきておいて、今さら言うのもなんだけれど……聞いたら、もう後戻りはできないと思うわ。それでもかまわないの？」


    　ヒルダも、同じことを言っていた。


    　──でも、あたしは知りたいんだ。


    　気を引き締めて頷うなずくと、アルトも「わかった」と言ってこう告げた。


    「あなたは、このティエラの全権を掌握することができる──つまり、王になる権利を持つ唯一の人間────」


    



    「イスカさんは、現ティエラ王の妹なの」


    



    「え……？」


    　耳を疑ったのは、イスカだけだった。


    「ティエラ王って……え？　あたしが？　冗談……ですよね？」


    　アルトは首を横に振る。


    「事実よ。プロジェクトの二年前──今から十二年前に、何者かに王都から連れ去られてしまったの。ティエラ王はあなたを助け出すために、ミストルティン・プロジェクトを実行に移したとも言われてるわ」


    　──ティエラ王の妹──


    　つまり、イスカが捜していた兄という人物が、ティエラ王だったのだ。


    　だが、まったくの意外だとは感じなかった。


    　──いつかお前が目を覚ましたとしても、この門だけは絶対に開いてはいけないよ──


    　そう言っていた兄は、重たい責任を背負っているようだったのだ。


    　──あれ？　でも、それっていつのことなんだろう……？


    　それは、十二年前の記憶だろうか？


    　それ以前になると、イスカも五歳以下だ。覚えていることの方が不思議なことになるが、果たしてたかだか十二年前の出来事なのだろうか？


    　と、そこでアルトがギョッとした顔をした。


    「そ、そっちの子、大丈夫かしら？　顔色が真っ青だけど……」


    　見れば、レンが土色の顔をして口を押さえていた。


    「……もう、限界、です」


    「え？」


    



    「……吐く、です」


    



    　ガタリと、イスカとアルトが立ち上がった。


    「ち、ちょっと待って、袋か何かないですか？」


    「それよりトイレよ！」


    　確かに、袋で受けたとしてもこの空気の籠こもった車内で嘔おう吐とされては大変な惨さん事じとなる。


    「こっちよ！」


    　アルトが手を引こうとするが、レンはイスカに縋すがりついてきた。


    「イスカ、連れて、行く、で……うぷぅっ」


    「ひいぃっ、わかったからもうちょっとがんばりなさい！」


    　レンを支えながら、イスカはトイレに向かう。アルトが扉を開けてくれ、そのまま飛び込む。


    



    
      [image: ]

    


    



    「ほら、もう大丈夫よ……？」


    　扉を閉め、背中を摩さすってやるが、レンは平然とした顔をしていた。


    （声が大きいです）


    　人差し指を立てて、レンはニカッと笑った。


    （レン……あんた……？）


    （ここなら、誰にも見られないですよ）


    　そう言われて、彼女が演技をしていたのだとようやく気付いた。


    （そんなことしなくても、よかったのに……）


    　兄のことを聞いて、動揺するイスカをアルトから離してくれたのだろう。


    　レンはなんでもなさそうな顔で首を横に振る。長い三つ編みが励ますようにピコピコと揺れている。


    （別にイスカのためだけってわけじゃないです。レンにも、善人に聞かれたくない話があるですよ）


    （アルトさんに聞かれたくないこと……？）


    （レンは、わかってしまったですよ）


    （何が？）


    　存外に真ま面じ目めな顔で、夕陽色キヤロツトオレンジの髪をした少女はこう言った。


    



    （十年前になくなった《ミストルティン》を持ってたのは、ジェシカです）


    



    　これには、イスカも息を呑のんだ。


    （どういう、こと？　なんでジェシカが今関係あるの？）


    （《ミストルティン》はジェシカがよく使う詠うたです。あれは、レンより強いです。でも、ジェシカはあの詠をどこで覚えたですか？　レンはずっと気になってたです）


    　レンの話では、彼女が持つ《フェンリル》もオリジナルの〈七つの鍵かぎ〉らしい。それを圧倒したジェシカの詠は、少なくともオリジナルに近い力を持っている。


    （一度だけ、ウィルから聞いたことがあるです。ウィルが空の最果てを目指してるのは、十年前に誰かと約束したからだって。でもその〝誰か〟を乗せた飛行船は、北に向かってて墜落したって。それ、絶対にジェシカのことです）


    　確かに、アルトも《ミストルティン》を積んでいた飛行船が墜落したと言っていた。行き先も〝北〟ということはティエラだったはずだ。全て符合している。


    （でも、それって黙ってる必要あるの？）


    　レンは厳しい表情で頷うなずく。


    （こんなところで《ミストルティン》なんか歌ったら、ジェシカが死んじゃうです）


    「──っ」


    　絶句するイスカに、レンは続ける。


    （善人は良い人ですけど、きっと人が死ぬくらいじゃ止まらないです）


    （そんなこと……）


    （あれは、そういう目です。入れ墨男と同じ目です）


    　肩を抱いて身み震ぶるいするレンを見ては、納得せざるを得ない。


    　──じゃあ、ジェシカのことを知ったら巻き込む。


    　だから、レンはわざわざ演技までして個室に入ったのだ。


    （……もう、ここを離れた方がいいのかな？）


    （レンはそう思うです。レンが見たい空は、善人たちとは違う空です）


    〈渡り鳥〉としては、アルトには共感できないということだ。


    　だが、イスカは首を横に振った。


    （もう少しだけ、ここにいてもいい？　あたし、まだお兄ちゃんのことを[image: ]きいてない）


    　兄はティエラ王──それは聞いたが、十年前と十二年前、そして現在の彼が何を思い、何をしているのか。肝心なところをまだ聞き出していない。


    　レンは後ろで手を組むと、仕方なさそうに頷いた。


    （もうちょっとだけですよ？　レンは早くウィルたちに会いたいです）


    （……って、付き合ってくれるの？）


    　正直なところ、このままレンが去ってしまっても文句は言えないとイスカは思っていたのだ。


    （レンは言ったですよ。イスカはレンが守ってあげるって）


    （なんで、そこまでしてくれるの……？）


    　イスカとレンは、まだ出会って数日の仲だ。


    　むしろ挫くじけたときにケンカまでしていて、そこまで友好的だとは思っていなかったのだが。


    　レンは、当然のようにこう言った。


    （友達が困ってるから、助けるです。何かおかしいです？）


    （友達……？）


    　──レンには友達がいないから、友達が死んだ気持ちはわからないです──


    　そう言った少女からの言葉に、イスカは戸惑った。


    　レンは心外そうな顔をする。


    



    （レンを友達と言ったのは、イスカですよ？）


    



    （あ……）


    　──友達です。あたしのこと、心配して来てくれたんです──


    　確かに、イスカはレンをアルトにそう紹介したのだ。


    　イスカにとっては何気ないひと言だったというのに、レンはその言葉を大切に受け止めてくれたのだ。


    　胸が熱くなって、思わず涙ぐむイスカに、レンはこう続けた。


    （それに、イスカはヒルダの妹みたいなものだって聞いたです。なら、レンにとっても妹分に違いないのです。姉貴分として、レンにはイスカを守る義務があるです）


    　えへんと胸を張るレンに、イスカはガクッと肩を落とした。


    「なんであたしの方が妹分なのよ！　あんたの方が小っちゃいでしょう？」


    「む、イスカはわかってないです。レンの真の姿はもっともっと大きいですよ？　やはりイスカが妹分です」


    　両手で口のような形を作ると、レンは「がおー」と突き出してくる。


    　──やっぱりちっちゃい子だと思うんだけど……！


    　ヒクヒクと顔を引きつらせていると、コンコンと扉が叩たたかれる。


    「イスカさん？　レンさんは大丈夫ですか？」


    　アルトだった。表でずっと待っていたらしい。


    「あ、はい。もう大丈夫そうです」


    　思えば、そこはトイレの中なのだ。あまり長居をしたい場所でもない。


    　いーっと睨にらみ合いながら、二人は車内に戻った。


    　──友達、か。


    　数日前、大切な友達を失った。


    　でも、レンにそう言ってもらえるのは、そう嫌いやな気持ちはしなかった。


    



    
      [image: ]

    


    



    「ヒルデガルトさん。一つ、聞かせてもらいたいんだが……」


    　煙草タバコを咥くわえるビルギッドの声には、動揺の色が滲にじんでいた。


    



    「あんたは、一体いつの記憶を呼び出したんだ？」


    



    　ヒルダとビルギッドが向かったのは、イスカと出会った場所──王の墓所だ。


    　廃はい墟きよ群の中でも中央に近い位置にあり、堅けん牢ろうに守られていただろうことがわかる。


    　ただ、そこには墓らしいものはなく、遺体の一つも見当たらない。


    　ポツンと一つだけ安置されていたのは、機械に繫つながれた棺ひつぎのような箱だけだった。


    　そこでは、幼いイスカらしき影が静かに眠っている。これを、シュネーが起こしたのだということは、すでに確かめている。


    　問題が起こったのは、いつからイスカがそこで眠っていたのか。それを確かめ始めたときだった。


    　棺の側そばに、顔のない人影が寄り添っている。彼がイスカをこの場所で眠らせたのだ。こちらもやはり霞かすんだ影で、人相までは確かめることができない。


    　周囲には、うっすらとだが〈霧きり〉が漂っている。


    　そう、〈霧〉──自然現象のそれではなく、雲界を漂う毒性の〈霧〉だ。


    　足元にはバタバタと形もおぼろげな人影がいくつも倒れている。


    「ここは、〝空の門〟だ。〈霧〉になど、侵食される場所ではない。そうだな？」


    「そうですね。ですが、実際にこうして〈霧〉に冒おかされている」


    　ここにイスカが連れてこられたのは、ほんの少し前のことだった。


    「恐らく、〈霧〉の侵食が始まったから、イスカはここで眠ることになったのです」


    「だが、この〈霧〉はどこから湧いて出た？」


    　それにはヒルダも答えられない。


    　──ここで、一体何が起こったのです？


    　何気なく空を見上げて、ヒルダは気付いた。


    「少年。見てみるとよいのです」


    　そう言って、上空の一点を指で示す。


    　その先を目で追って、ビルギッドは眉まゆを顰ひそめる。


    「何もないようだが……？」


    「その通りなのです。何も、ない」


    　やはりわからないと首を傾かしげて、ビルギッドが目を見開いた。


    



    「壁が、ない……だと？」


    



    　そこには、空を遮さえぎる外壁が存在しなかった。


    　十二年前にヒルダが破壊したものではあるが、残ざん骸がい程度は残っていたのだ。それは、この都市の中心からも見えていた。


    　それが、跡形もなくなっている。


    　──外壁ができる以前の記憶……となると。


    　ヒルダは目を細めた。


    



    「ティエラが〝空の門〟となる以前の記憶──ということになるでしょうね」


    



    　ゴクリと、ビルギッドが喉のどを鳴らす。


    　自分が目まの当たりにしているものが、世界の在あり方を根底から揺るがすものだと理解してしまったのだ。


    「八千年前の記憶だというのか……？」


    　八千年を生きるシュネーが、世界を滅ぼした時代だ。


    「そなたの探し物の答えが、近づいてきたようですね」


    　それは、同時に彼が〈七つの鍵かぎ〉にとって都合の悪いものを知ることに近づいているわけでもある。


    　ヒルダはクルリとこうもり傘がさを回し、背中を向ける。


    「どこへ行く？」


    「ここでこれ以上の記憶は望めぬでしょう。場所を変えるのです」


    「だが、どこに手がかりがあると？」


    　ヒルダは棺ひつぎに寄り添う人影を示す。


    「その者が向かう先なのです」


    　別れが済んだのか、人影も棺の側そばを離れる。


    　その後ろを追いかけながら、ビルギッドも険けわしい表情を浮かべた。


    「この男が、イスカの兄だと考えていいのか？」


    「小しよう妹まいは、そう考えているのです」


    　ふむ、と俯うつむいてからビルギッドは口を開く。


    「今が八千年前だとすると、この男もあんたやうちの総そう帥すいのように、時間の流れから取り残されているということか？」


    「その可能性は……難しいでしょうね」


    「なぜだ？」


    「小妹もシュネーも、通常ではありえない理由からこういった体になっているのです。同じことは、起こりえぬと断言できるのです。そして、あり得ないことが三つも存在するということも、ないのです」


    　ヒルダは、人らしく全うできる寿命を姉から与えられていながら、その願いを歪ゆがめてしまったがゆえの呪いだ。


    　シュネーは一切の〈霧きり〉の活動を停止させる──つまり、時間を止める霧む鍵げん式しき《フィンブル》の力で八千年という時間を生きてきた。


    　ヒルダが呪のろわれた条件は二度と[image: ]そろいえぬもので、シュネーの《フィンブル》も二つと存在しない霧む鍵げん式しきだ。


    　わからないというように、ビルギッドは首を横に振る。


    「だが、この男が──イスカの兄が今も生きていると言ったのは、あんただろう？」


    「然しかりなのです。だからこそ、そこにそなたの探している答えがあるのです」


    　[image: ]かけのような言葉に唸うなりながらも、二人はやがて一つの場所にたどり着いていた。


    「ここが、あんたの言う〝空の門〟か……？」


    　そこには、巨大な門が聳そびえていた。


    　そう、ただの門だ。建造物ではなく、箱のような長方形の鉄塊に蓋ふたのような形で門が嵌はまっていた。


    　その中央には、赤い宝玉が嵌っている。


    　人影が扉に触れようとしたところで、もう一つ小さな影が現れる。


    「この男の仲間か？」


    　ビルギッドが怪け訝げんそうな声を漏もらすが、ヒルダは直感した。


    　──この者は……！


    　人影を突き飛ばすように、腕で振り払う。


    「おい、何を……っ？」


    　小さな人影はノイズのように震ふるえ、その体から黒い塵ちりをばらまく。


    　塵の下から現れたのは、真っ白な少女だった。


    



    『あんたバカなの？　それ、私のよりよっぽど地獄よ？』


    



    　見み紛まがおうはずもない。


    　それはシュネーだった。


    「なんで、総そう帥すいが……？」


    　人影は肩を竦すくめる。


    『ソウハ言イマスガ、ソッチハ君ガ取ッテシマッタデショウ？』


    　古すぎる記憶ゆえか、聞き取りづらい声だった。


    　記憶の中のシュネーが、哀れむように男の顔に触れる。


    『あんたまで付き合うことはなかったのに……。本当にバカね』


    　それは、ヒルダの知るシュネーとはかけ離れた、優しいものだった。


    　──シュネーの仲間……ですか。


    　男はシュネーの手を握り返し、首を横に振る。


    『君ニシカ《フィンブル》[image: ]扱エナカッタヨウニ、《エインヘリヤル》モ私ニシカ扱エナインデスヨ』


    　顔のない男が、微ほほ笑えんだように見えた。


    『アト、山羊乳ツイーゲンミルヒハホドホドニシテオキナサイ。背ガ伸ビルトイウノハ、迷信デス』


    『う、うるさいわよ。好きなんだからいいじゃない、バーカバーカ！』


    　見た目通りの少女らしく顔を真っ赤にするシュネーを、男はそっと抱きしめる。


    『スマナイ』


    『謝んないでよ。私、たぶんあんたの妹も道具にするわ』


    『ソウナラナイヨウニ、ガンバリマスヨ』


    　そう言って、男はシュネーから離れた。


    『ソレデハ、他ノ五人ニヨロシク伝エテクダサイ』


    　ヒルダは目を細めた。


    　──シュネーとこの男を合わせると七人──〈七つの鍵かぎ〉の創設者ですか？


    　名な残ごり惜しそうに、シュネーは頷うなずく。


    『ええ。必ず、世界を滅ぼして──救うわ』


    　シュネーに見送られ、男は門に触れる。棺ひつぎのような鉄塊は、静かに左右へと割れていった。


    　その奥に納められていたものを目撃して、ビルギッドが目を見開いた。


    



    「こいつ、正気か……？」


    



    　それから行われたのは、ヒルダでさえ嫌悪感に顔を背そむけたくなる光景だった。


    　陰いん惨さんな光景が見えたのはわずかな時間で、鉄塊の門は次第に閉じていく。宝玉はいつの間にか青色に変わっていて、それも見えなくなっていく。


    　棺のような鉄塊は、その外観の通りに地面へと沈んでいった。


    　それが何かのスイッチだったように、やがて地響きと共に地面から壁がせり上がってくる。


    　現代の都市を覆おおう、外壁の誕生だ。


    　そして、緩ゆるやかに地面が浮かんでいくのがわかった。空へと、打ち上げられているのだ。周囲を覆っていた〈霧きり〉が壁に吸い込まれるように排気されていく。


    　ビルギッドが、信じられないというような声を漏もらす。


    「この大地は、空に上がっている？　八千年前に、空へ打ち上げられたということか？」


    「そのようです」


    　手で額ひたいを覆い、ビルギッドがよろめく。


    



    「では、ティエラは雲界の底から、生まれたということなのか？」


    



    「あるいは、蒼そう界かいの島々も、なのです。高濃度の〈霧〉から逃のがれる術すべだったと考えれば、不思議はないのです」


    　空に大陸を浮かべられるだけの〈霧きり〉は、きっと存在したのだろう。そこが、現在の雲界の底だというのなら。


    「だが、これは世界を救ったと言えるのではないのか？　世界を滅ぼすとは、どういうことだ？」


    　ヒルダは首を横に振る。


    「人が住んでいたのが、ここだけだとどうして言えるのです？」


    　雲界は広大だ。


    　蒼そう界かいにおいて最大の大陸であるこのティエラでさえ、雲界の前には少し大きな点の一つでしかないのだから。


    　見捨てられた世界も、存在したはずだ。


    　それを世界を滅ぼしたと表現するなら、確かにそうなのだろう。


    　──ですが、シュネーのやり方はそのように殊しゆ勝しようなものではなかったはずです。


    　いくらかの人間を見捨てた程度で、自分を悪党だとするほど健けな気げな思考の持ち主ではない。


    　自らを〝悪〟と定義するだけの何かがあったはずだ。


    　──ここで、答えが見つかるとも思えぬのです。


    　首を横に振って、ヒルダは都市の記憶を動かす。


    「そろそろ、そなたの探す答えが出てくるのです」


    　高濃度の〈霧〉に侵食されたこの都市には、汚染症の人々が大量に存在するはずだ。そして、ここを去っていく人々がいかにして〈霧〉を克服したのか。


    　これから再生されるのは、そんな記憶だ。


    　緊張した表情で、ビルギッドは頷うなずく。


    「感謝する。ヒルデガルトさん」


    「かまわぬのです。……代わりと言ってはなんですが、一つ頼まれてもらえますか？」


    「……わかってる。イスカという娘のことだろう？」


    　言うまでもなく察してくれたビルギッドに、ヒルダも安あん[image: ]どの笑みを浮かべた。


    「感謝するのです」


    「あんなものを見せられたあとで、ここに連れてくるわけにはいかんだろう──」


    



    「──撃墜してでも、止めてやるさ」


    



    　世界を救うために、世界を滅ぼす──それが、彼が属する〈七つの鍵かぎ〉の在あり方なのだ。


    　それから数時間後、ビルギッドはシュタット・ヌルを飛び立った。


    　ヒルダは、シュネーを迎え撃つ準備を整えたことになる。

  



  
    第四便　狼の翔る空に


    



    「──ジェシカ。レンの気配は摑つかめないか？」


    　シュタット・ツヴァイ──[image: ]う回かいして渡ってきたウィルたちは、あのあと飛行船に遭遇することはなかった。


    　──離脱するべきじゃなかったかもしれない。


    　今でも、その懸念は胸中にこびりついているが、それでもレンとイスカたちとの合流を急ぎたかった。


    　この街も他の都市と同じく、閉ざされた空だ。特別代わり映えするものもない。


    　ジェシカは首を横に振る。


    　やはり〈霧きり〉のない壁の中では、霧む鍵げん式しきを頼ることは難しいのだ。


    　わかったと頷うなずいて、ウィルは歩き始める。


    「レンを見た人間を捜す」


    「いや。そっちには一つ、当てがある。それよりも────」


    　言いかけたそのときだった。


    



    　バァンッと、聞き慣れた騒音が響いた。


    



    「うるさい」


    「げふうっ？」


    　条件反射のように、ジェシカの[image: ]いばらが騒音の主を捉えた。


    「──って、ハイリッヒさん？」


    　仰向けに倒れたのは、シュタット・アインで別れた神父だった。


    「遅かったな。さっそくで悪いが、助けてください」


    　相変わらず、単車の下敷きになっていた。


    「なんでここに……いや、よく無事だったな」


    　単車の下から助け起こすと、ハイリッヒは笑みを浮かべる。


    「言ったろう？　死ぬには未練が多すぎると。まあ、君たちを逃がしたあと、俺も逃げたというだけだがね……代わりに愛用のサングラスを一つ駄目にしてしまったが」


    　ハイリッヒの顔に、サングラスはなかった。空と同じ色をした蒼あおの瞳を、ウィルは初めて見る。


    　──しかし、サングラス一つの犠牲で、よくザックスから逃げられたな。


    　だが、ジェシカの顔には不信感がありありと浮かんでいた。


    「どうやってここに？」


    　ハイリッヒはよく[image: ]きいてくれたというようにジェシカを指さす。


    「ヒントは与えたはずだがね──すみません。謝りますからその鞭むちはしまってください──これでも王に近いところにいたものでね、俺はソルダートの指令系統に割り込む権利を持ってるのだよ」


    「つまり、機関車も扱えると？」


    「そういうことだ」


    「あんた、外に出られないって言ったじゃないか」


    「当たり前だ。俺はここの住人の中でもことさら〈霧きり〉には耐性がないのだよ。だが、あいつが都市の外に出たならば、多少の危険を冒おかしてでも追わねば仕方がないだろう？」


    　存外に真剣な答えに、ウィルも面食らった。


    　──つまり、機関車を使ってもハイリッヒにはリスクが高いことなのか。


    　と、そこで気付いた。


    「じゃあ、もしかして解放軍が機関車なんか使えたのも？」


    「そうだろうな。まさか未いまだに使用権が生きているとは思わなかった。王の怠たい慢まんだな」


    　ウィルは目を細める。


    「ハイリッヒさん。ここまで来たんなら、そろそろ教えてもらえないか？　あんたは一体、何者なんだ？」


    　神父は安置された単車をいじると、そこから予備のものらしいサングラスを取り出す。


    　サングラスをかけ直し、今度は酒瓶を取り出してウィルに注ぎ口を向けてきた。


    「少し、長い話になる。君も一杯やるかね？」


    　ウィルはジェシカと顔を見合わせ、首を横に振った。


    「遠慮しておくよ。〈渡り鳥〉は飲酒飛行が禁止されてるんでね」


    「そいつは残念だ」


    　どこからともなくグラスを取り出すと、ハイリッヒはクイッと一気に呷あおって語り始めた。


    「どこから話したものだろうか。……そうだな。始まりは十年前、この国の王がミストルティン・プロジェクトという計画を始めたことだろうか────」


    　遠からず訪れる滅亡を回避するため、《ミストルティン》を緩かん衝しよう材ざいにティエラへ霧む鍵げん式しきを普及させる計画──全ての人々に本当の空を見せるために──そんなスローガンのもと、ティエラ中の街から優れた研究者が召集されたらしい。


    　それを率いていたのが〝王の代行者〟と呼ばれる人物だったこと。


    　そして、それが飛行船の墜落によって頓とん挫ざしてしまったこと。


    　──間違いない。ジェシカが乗っていた船だ。


    　確信した。


    　ジェシカもそうだったのだろう。ウィルの袖そでにキュッと摑つかまってきた。


    　その手を握り返して、ウィルは神父に問いかける。


    「一つ、[image: ]きいてもいいかい？」


    「何かね？」


    



    「その代行者って、あんたのことじゃないのか？」


    



    　それは、一つの直感だった。


    　──この人は、フェイさんやヘイムダルと同じにおいがするんだよ。


    　ワケありの〈封ふう書しよ〉──思い詰めた依頼人──しかし理由を語ることはできず、彼らは〈封書〉だけを残して消えてしまう。


    　これまでにも、何度もそんな配達をしてきた。


    　そんな配達のとき、決まって〈封書〉の送り主こそ事件の中核に近いところにいるのだ。


    　単独でソルダートの命令系統に割り込める特権と、ザックスと互角に渡り合った銃技。そして、解放軍に宛あてた〈封書〉だ。計画に関わっていただけの一般人ではあり得ない。


    　ハイリッヒは意外そうに目を見開き、だが首を横に振った。


    「それなら、どれほどよかっただろうな。……だが、残念ながら代行者は俺じゃあない。その近くにいたことは、事実だがね」


    　クイッとまたグラスを傾けて、神父は物もの憂うげにため息を漏もらす。


    「君たちは、宗教という概念は、理解できるか？」


    「ああ。蒼そう界かいには創世記ってもんがあるからな」


    「異教の神というものも、いつか学んでみたいものだな。俺の役目は、その宗教という道標で研究員を洗脳し、代行者を補佐することだったんだ」


    「洗脳だって？」


    「何も不思議なことではないさ。ティエラは市民を飼い殺してきた。外の世界を知ってしまったら確実に暴走する。それを防ぐための安全処置だよ」


    　確かに、イスカでさえ閉ざされた街の中で外の世界を渇かつ望ぼうしていた。初めて外の世界を知ってしまった人間が、衝動のまま予期せぬ行動に出ることは十分にあり得ることだった。


    　だが、と神父は肩を竦すくめる。


    「もっとも、端はなっからそんな必要はなかったんだがな」


    「どういうことだ？」


    「その代行者が有能すぎたのさ。カリスマと呼ぶべきなのかな。どんなやつでも片っ端から同じ夢を見させて、手を貸したくさせてしまう。そんなやつだったんだ」


    　それからサングラスの位置を修正し、酒瓶を掲げる。


    「おかげで、俺は四六時中こいつを堪能できて、ついにはこれなしには生きていけない体になってしまったがね？」


    「仕事しろよっ！」


    「見下げ果てる」


    　ウィルだけでなく、ジェシカからも辛しん辣らつな言葉を叩たたきつけられてハイリッヒの目にも涙が浮かぶ。


    「ご、誤解だ。俺はきちんと迷える子羊たちに安息を与えるため、夜ごとにアルコールを振る舞って────」


    「無駄話に興味はない」


    　凍てつくジェシカのひと言に、ついに神父も撃沈する。


    「……夢の時間だったよ──酒の話じゃないぞっ？──あいつといっしょに、壁のない空を見上げる日を、誰もが夢見た。王でさえもだった」


    　ジェシカが[image: ]いばらを握ったことで、ハイリッヒも真ま面じ目めに話すつもりになったようだ。


    「ティエラ王が？　でもそいつ、解放軍と敵対してるんじゃないのか……？」


    　少なくとも、ポールマンから聞いた話ではそう思えたのだが。


    　ハイリッヒは難しそうな顔をした。


    「敵対……というのは、正しくないな。今の王には、敵対する意思すら残っていないだろうからね」


    「意思がないって、どういうことだ？」


    「王にとっても、あの代行者は希望だったのだよ。だが十年前、そいつを失ったことで王は壊れてしまった。もはや王に残っているのは、ティエラを守る──いや、ティエラの文明を存続させるという使命だけだ。自我すらも残っているかは怪しい」


    　それから、単車に寄りかかって険けわしい表情を浮かべる。


    「だが、ミストルティン・プロジェクトには王の力も必要だ。だから、解放軍はその代わりを捜していた」


    　自分の顔が引きつるのがわかった。


    「おい……そいつはまさか、イスカのことか？」


    「そんな名前だったかな」


    　グラスに酒瓶を傾けるが、もう酒は尽きていたらしい。ハイリッヒはつまらなさそうに酒瓶を放る。


    「王の血統は[image: ]に包まれている。現在、その地位に就く資格を持っているのは、彼女だけだという話だ」


    「なんで、イスカなんだよ……。あいつ、なんで置いていかれたのかって、ずっと悩んでたんだぞ。なのに、なんで今さら……」


    　ウィルは覚えている。


    　──あたしが、誰なのか知りたい──


    　天てん真しん爛らん漫まんな顔が噓うそのように、泣きそうな表情でイスカはそう言ったのだ。


    「それでも、彼女はその孤独によって守られていたのだよ。この十二年、人並みの生活を送れたはずだろう？　だが、それも蒼そう界かいから来た連中によって打ち砕かれた。ティエラ王が壊れた以上、もう彼女に逃のがれる術すべはない」


    　表情を変えないまま、神父は続けた。


    「解放軍は壁を壊すために、蒼界から来た連中は王の権限を乗っ取るため、そして王はティエラを存続させるために、イスカくんが必要なのだよ。彼女は王になるしかない」


    



    「ふざけんな！」


    



    　気がついたときには、神父の胸ぐらへ摑つかみかかっていた。


    「イスカは道具じゃねえぞ。あいつは、俺たちと同じように、空を見て綺き麗れいだって思えるただの人間だ。イスカは俺たちといっしょに〈渡り鳥〉になる。こんな息苦しい空に閉じ込める権利なんか、誰にもない！」


    　──あの向こうには、何があるの？──


    　初めて見る空の中で、イスカが口にした言葉だ。


    　ウィルも、レンも、ジェシカでさえも、その同じ気持ちから始まったのだ。


    　神父は、そっとウィルの手を摑み返した。


    「なら、君たちが彼女を守ってやりたまえ。俺には、他に救いたい人間がいる。そのイスカくんのことは、守ってやれない」


    　その言葉で、ウィルも自分のしていることがただの八つ当たりだと気付いた。


    「……すまん」


    　手を下ろして、問いかける。


    「もう一つ聞かせてくれ。そのティエラ王ってやつは、なんでこの国を存続させることにそこまで固こ執しつするんだ？」


    　ハイリッヒの口ぶりから考えると、イスカの唯一の肉親がティエラ王ということになる。


    　それはつまり、彼女が捜している兄だということだ。


    「……世界は滅びる。荒廃したティエラだけではない。蒼界もまたいくつもの島を失い、緩ゆるやかに滅びに向かっている。我々が生き延びる方法は、二つ────」


    



    「沈まぬ大地を新たに生み出すか、もしくは雲界を消滅させる」


    



    　蒼そう界かいの内情まで知り尽くしていることに、ウィルは驚きを覚えた。


    「二つの手段のうち、ティエラの建国者は雲界が消える可能性に[image: ]かけた。だが、本当の意味で雲界が消失すれば、霧む鍵げん式しきもまた力を失うだろう。そのとき必要となるのが、〈霧きり〉に頼らぬこのティエラの技術なのだよ」


    〈霧〉がなくとも飛行する〈ファントム〉に、エレクトという雷の力で稼働する機械たち。雲界が失われたとしたら、それらは大きな力となるのだろう。


    「だから、ティエラ王はこの地に残された文明を守っているのだ」


    「そいつは、今はもう、止まっちまったもんだろう？　守るほどの価値があるものなのか？」


    「あるとも。君が言うように、止まっているだけだ。破壊されたわけではない。止まったものはまた動かせばいい。ティエラ王の権限なら、それが可能なのだ」


    　ふむ、とウィルは俯うつむく。


    「ということは、シュネーが壊したがってるのはティエラの機械文明ってことか？」


    〈霧〉に依存しないこの国の機械は、恐ろしい兵器になりうる。


    　だが、そこで首を振ったのはジェシカだった。


    「それはおかしい」


    「何がだ？」


    「シュネーはソルダートに命令ができた。駒をわざわざ壊す意味はない」


    　確かに、シュネーはソルダートのみならず〈ファントム〉まで僕しもべのように操っていた。戦力として利用できるものを破壊する必要はないだろう。


    　コホンと、ハイリッヒが咳せき払ばらいをする。


    「俺に答えられるのは、このあたりまでだ。それで、諸君はこれからどうするのかね。解放軍がこの街のどこにいるのか、見当はついているのかな？」


    「見当はついてないが、当てはある。それより、やっておきたいことがあるんだ」


    「ほう？」


    　ウィルは、神父の脇を示した。


    「あんたはその銃をどこで手に入れたんだ？」


    　ザックスとも渡り合った拳銃だ。


    



    「空で使える武器が、必要だ」


    



    　瞼まぶたに焼きつくのは、あの飛行船だ。


    　シュネーはどこへミサイルを放つつもりだろうか。あのときのウィルには、飛行船を落とす手段がなかった。


    　空を渡る以上、飛行船と出くわすことがないとは思えない。


    　──銃じゆう機き槍そうは、もう使えない。


    　どうにも話がきな臭くさい。


    　きっと地面の上でも厄やつ介かいなことが待っている。ジェシカが絶対言語レーゲル・ヴオルトを使えない以上、二発しかない銃機槍の弾丸は残しておく必要があった。


    「こいつは俺が王から直接支給されたものだ。解放軍も研究員の集まりであって、戦闘力を持った者はいない。壁の中で武器を所持しているのは、たった一つだ」


    「なら、決まりだな」


    　ウィルが拳を手の平にぶつけた。


    



    「ソルダートの連中から武器を頂ちよう戴だいするとしようぜ」


    



    　ジェシカは辟へき易えきとした顔でため息を漏もらすが、反対はしなかった。


    



    
      [image: ]

    


    



    「少し待っていてね。まだ準備が残っているの」


    　シュタット・ツヴァイに到着したイスカとレンは、機関車の中に押し込められていた。


    　アルトもバタバタと出ていってしまい、息苦しさからイスカは近くに残っていた男に声をかける。


    「あの、外の空気が吸いたいんですけど……」


    「すまないが、それはできない。一度壁の外に出た以上、外装を洗い流さないと街の中を汚染する。洗浄前に出てしまうと、あなた方も洗浄の対象になってしまうんだ」


    「う……」


    　そう言われると、強く出られない。


    　イスカとて、十代の少女なのだ。男性がたくさんいる場所で〝洗浄〟などという言葉を使われては、無理に外に出る勇気がなくなってしまう。


    　仕方なく座席に腰を落とすと、レンが難しそうな顔をしていた。


    「どうしたの？」


    「うぅー、レンはもしかしたら失敗したかもしれないです」


    「何が？」


    「善人たちの目的地がシュタット・ツヴァイじゃなかった場合、レンはウィルたちに連絡を取る手段が思い付かないです」


    　イスカはギョッとしながらも、励ますように笑う。


    「アルトさんがあたしたちを[image: ]だますってこと？　それはちょっとないんじゃないかな」


    　だが、レンは首を横に振った。その瞳がいつもの脳天気なものではなく、獣のように鋭かったことでイスカも息を呑のむ。


    「夢を追いかける者は人を惹ひきつけるです。でも、間違った夢は狂気と変わらないです」


    「狂気……？」


    「ウィルやフェイは間違えなかったです。空の最果てを目指して、あるいは《フェンリル》を止めるために、夢を果たすために生きたです」


    　ときどき、レンの口から出る名前だ。断片的な言葉からでも、そのフェイという人物がレンにとって大切な存在だったのが伝わってきた。


    「でも、入れ墨男や白いのは違うです。同じように夢を持ってても、そのために全部壊しちゃうです」


    　そこで一度言葉を切ると、レンは重たい声でこう言った。


    



    「──夢のためなら世界が滅んでもかまわない──そう言うようになったら、そいつの夢は壊れてるです」


    



    　イスカにも、なんとなくわかる気がした。


    　──ウィルさんは、夢のためでもジェシカを犠牲にしたりしない。


    　きっと、そのフェイという人物も夢のためにレンを犠牲にするような人間ではなかったのだろう。


    　──でも、シュネーは違う。


    　世界を滅ぼすという夢自体もそうだが、それ以上に他人を犠牲にすることに何も感じていない。


    「アルトさんは、そっち側の人間だって言うの？」


    「……レンは、そう思うです」


    　イスカは頷うなずいた。


    「わかった。レンがそう言うんなら、気をつける」


    　そう答えると、レンが意外そうな顔をした。


    「レンの言うこと、信じるですか？」


    「あんたの言うことを信じないって、あたしを守るって言ってくれた言葉も信じないってことだよ？」


    　それに、とイスカは気恥ずかしさに視線を逸そらして続ける。


    「と、友達……なんでしょ？　あたしたち」


    　その言葉を聞いたレンが浮かべたのは、本当に太陽のような笑顔だった。


    　──うわ、この子、すごくいい顔で笑うんだ……。


    　思わず見み惚とれていたときだった。


    　ガタンッと、車両が大きく揺れた。


    「な、なに？」


    「機関車が動いてるです！」


    　曇った窓の向こうで、景色がゆっくりと流れ始めていた。


    　──レンが帰るって言ったときに、帰るべきだった？


    　レンが言ったように、イスカにとってよくない方向に進み始めている。


    　そこで、車両の扉が開いてアルトが戻ってきた。


    「お待たせ。準備は終わったわよ？」


    　悪びれた様子もなく、そう言って。
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    　イスカは座席には座らず、アルトをじっと睨ねめつけた。


    「……[image: ]だましたんですね、アルトさん」


    「人聞きの悪いことを言うわね。私たちがソルダートに追われていることは知っているでしょう？　簡単に、目的地を明かすわけにはいかないのよ」


    　心外そうにアルトは肩を竦すくめる。


    　機関車はシュタット・ツヴァイを出発してしまった。


    　──せっかく、レンがウィルさんたちに手がかりを残してくれたのに。


    　まんまとウィルたちは撒まかれてしまったことになる。


    　アルトはクスクスと笑い声を漏もらす。


    「さっき〈スキーズブラズニル〉に追い払われた男の子たちが気になるの？」


    「──っ、ウィルさんたちのこと、知ってたんですね」


    　警戒して後あと退ずさると、アルトは諭すように首を横に振る。


    「心配しなくても大丈夫よ。追い払っただけで怪け我がはさせていないわ。今ごろ、[image: ]う回かいしてシュタット・ツヴァイに着いてるんじゃないかしら」


    「……なんで、ウィルさんたちを追い払ったんですか？」


    「イスカさん、忘れているかもしれないけれど、あなたは私たちに囚とらわれているのよ？　レンさんを連れてきたのも、追い払うよりあなたの側そばに置いておいた方が安全だと思ったから。私たちはもう、王に逆らってしまっているのだから、少しくらい悪いこともするわ」


    　とは言っても、といつも通りの柔らかい笑顔で両手を挙げる。


    「もちろん、私たちだって無む理り強じいはしたくない。私たちのことを理解して、協力してくれるのが一番嬉うれしい。だから、今までも話してきたのよ」


    　それから、網を吊った座席を示す。


    「とりあえず、立っていると危ないわ。座らない？」


    　信じる気にはなれなかったが、確かに機関車の中は揺れる。何かに摑つかまっていないと、立っているのも難しい。


    　渋々腰を落として、イスカは問いかける。


    「……あなたは、結局あたしに何をさせたいんですか？」


    



    「まずは、ティエラの女王になってもらうわ」


    



    　手始めにとんでもないことを告げられ、イスカは目を見開いた。


    　──いや、そうなのかなとは思ってたけど！


    　だがそれは最終的には、という状況を想像しただけで、そこが出発点だとは思わなかった。


    「い、いきなりなんてこと言うんですか」


    「ミストルティン・プロジェクトの最終段階には、ティエラの全機能を復活させる必要があるのよ」


    「最終段階……？」


    「ええ。言ったでしょう？　私たちの最終目的は、空を見ることじゃない。空を手に入れることなの。壁を取り払い、雲界と呼ばれる〈霧きり〉の向こうを取り戻す」


    「──それって、空の最果てのことです？」


    　レンが唸うなるような声を漏もらす。


    　アルトが少し驚いた顔をするが、すぐに頷うなずいた。


    「ええ。蒼そう界かいではそう呼ばれているそうね」


    「《ミストルティン》一個でそんなところまでは行けないです。そんなので行けるんなら、ウィルもジェシカもとっくの昔に最果てにたどり着いてるです」


    　まるで見当違いの言葉を聞いたように、アルトは笑う。


    「そうね。《ミストルティン》にそんな力があるとは、私も聞いていないわ」


    「だったら──」


    「まあ、待ってちょうだい。あくまで最終段階の話よ。そこまで計画が進むためには、また長い時間が必要になるわ。イスカさんが知りたいのは〝今〟何をするのか、でしょう？」


    　諭されて、レンも仕方なさそうに引き下がる。


    「ミストルティン・プロジェクトのためには、その名の通り《ミストルティン》を全ての都市で繁殖させなければならない。だけどそのためには〈霧〉が不可欠だわ」


    　蒼界の技術である霧む鍵げん式しきは、〈霧〉を糧かてに稼働している。それは《ミストルティン》とて例外ではないのだ。


    「シュタット・ヌルには、都市の空気の循環浄化を管理する機能が備わっている。これを使えば、都市の中に〈霧〉を供給することができるわ」


    「ち、ちょっと待って！　そんなことしたらみんな死んじゃうじゃない！」


    「そうならないようにするのが、あなたの役目よ」


    「──っ」


    　アルトは厳しい声で続ける。


    「もちろん、基本的な調整は私たちがする。でもその実行権があるのはイスカさんだけよ。あなたと私たちで、《ミストルティン》に必要な量だけ〈霧きり〉を供給するの。それが、計画の第一段階よ」


    　──あたしに、できるんだろうか……。


    　イスカが俯うつむくと、くいくいとレンが裾すそを引っ張ってきた。


    （まだ、イスカがやるとは答えてないですよ）


    　心強い言葉だった。同時に、いつの間にか自分がアルトに協力する前提で話を聞いていることに気付いて、愕がく然ぜんとした。


    　自分が大きな存在だと告げられ、それを彼女たちの方が支えるように語られたことで思考を誘導されていたのだ。突然の話で動揺もあった。


    　イスカにそこまで分析する専門知識はないが、アルトの話術が巧みであることは思い知った。


    （ありがと、レン）


    　手を握り返して、イスカは問いかける。


    「それから、どうなるんですか？」


    「《ミストルティン》が繁殖したら、次は壁を取り払う。この段階で、ようやく私たちは空を自由に見上げることができるようになるわ。早くて三年ほどかしら。もっとかかるかもしれない。その間に、蒼そう界かいから霧む鍵げん式しきの導入を進めていく」


    　そこまで語ると、愉快なイタズラでも思い付いたようにクスクスと笑う。


    「初めて霧鍵式を見て、自由な娯楽を与えられたとき、みんなどんな顔をするかしらね」


    　いっしょにその光景を見たくなるような、楽しそうな笑顔だった。


    　そして、アルトがイスカの顔を覗のぞき込む。


    「どうかしら。イスカさんがいてくれたら、きっと上う手まくいくわ。私たちといっしょに、その景色を見てみない？」


    　無条件で手を貸したくなる、甘美な誘いだった。


    「──まだ、その最終段階っていうのを聞いてないですよ？」


    　そこで割って入ったのは、レンだった。


    　──悔しいくらい、頼りになるわね……。


    　少しでも気を抜けば引き込まれそうな言葉の中にも、レンは鋭く警戒心を抱き続けてくれたのだ。


    「そうね。ごめんなさい。気が逸はやったわ」


    　ちょこんと姿勢を正して、アルトは改めて口を開く。


    「さっき、少しだけ話したわね。ティエラが安定を手に入れたら、最後に雲界の攻略に入るわ」


    　指を一本立てる。


    「まずは、霧む妖ようへの対抗手段を整える。〈ファントム〉に霧む鍵げん式しきを搭載できれば、蒼そう界かい最強の戦力になりうる」


    　続けて、二本目を立てる。


    「二つ。そうした〈ファントム〉の指揮、管理する組織を設立する。これはきっと、私たち自身が担うことになるでしょうね。そのころには、解放軍なんて肩書きは意味をなくしているでしょうし」


    　そして、三本目の指を立てる。


    「三つ。これが最後で、一番重要な部分になるわ」


    　そう前置いてから、アルトは口を開く


    「《ミストルティン》の役目は、ティエラの民を守ることよ。雲界の底を取り戻すのは、このティエラそのもの────」


    　ピンと人差し指を立てると、それを足元に向けた。


    



    「この大地テイエラを落とすの。ティエラは元々、雲界の底を取り戻すために作られたのだから」
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    　イスカのみならずレンも絶句していた。


    「大陸クラスの質量が落下すれば、雲界の霧妖たちも止めることはできない。〈霧きり〉だって吹き飛ばされる。それでも残った〈霧〉は〈七つの鍵かぎ〉が処分してくれる。そのときこそ、私たちは本当の意味で空を取り戻すのよ」


    「……善人。それって、どういう意味かわかって言ってるですか？」


    　言葉も出ないイスカに代わって、レンが掠かすれた声で言う。


    「ええ」


    「きっと、たくさん人が死ぬです」


    「できるだけ守るわ。そのための《ミストルティン》よ」


    「──そんなの、間違ってます！」


    　ようやく、イスカは叫んだ。


    「壁の中は確かに狭くて息苦しいけど、みんなが命を懸けてまで外に出たいわけじゃない。壁の中でも、がんばって生きてる人たちがたくさんいるんです」


    　孤児院に残してきた弟妹たち。年を考えずに無理を続ける院長。退屈だったが、タバサといっしょに探検して回った場所は、今でもイスカだけの宝ものだ。


    　アルトは、その全てを引き替えに捨てろと言っているのだ。


    　座席から立ち上がり、必死で訴えるイスカに、アルトはなんでもなさそうにこう言った。


    



    「──別に、いいじゃない。そんなの」


    



    　そこでアルトが浮かべた笑みを見て、イスカは寒気を感じた。


    「私はハイリッヒさんの夢を叶かなえたい。そのためなら、別に世界が滅んでもかまわないの」


    　──夢のためなら世界が滅んでもかまわない──


    　──そう言うようになったら、そいつの夢は壊れてる──


    　レンの言葉が、ハッキリと蘇よみがえる。


    　──この人の夢は、壊れてる。


    　そこに広がっている暗くら闇やみに気付いて、イスカは吐き気さえ覚えた。


    「……あたしは、やっぱりアルトさんとはいっしょに行けない。あたしはあの空の向こうが見てみたい。だけど、これ以上、タバサみたいに人が簡単に死ぬのは許せない」


    　決別だった。


    　アルトは仕方なさそうに微ほほ笑えむ。


    「残念だわ。だけど、私たちにはあなたが必要だわ。行かせるわけにはいかない」


    　そこからイスカを庇かばうように、レンが前に出る。


    「大丈夫です。イスカにはレンがいるですよ」


    　片手でメガネの位置を正しながら、アルトが小さく肩を竦すくめる。


    「手荒なことはしたくなかったのだけど……」


    「ひっ──」


    　アルトの手には、一挺ちようの拳銃が握られていた。


    「おとなしく座ってくれるかしら。揺れるでしょう、この列車？　間違って撃ってしまったら大変だわ」


    　平然と人を殺す道具を向けるアルトに、レンは「ふふん」と自慢げに胸を張る。


    「善人は、誰に向かって言ってるですか？　レンは誰にも……ジェシカとかヒルダ以外には止められないです！」


    　いくつか、逆らえない人間の顔を思い出したらしい。引きつった笑みを浮かべながらレンはそう言った。


    　そして、その体から黒い霧きりのようなものが噴ふき出す。


    　──これって、《フェンリル》！


    　イスカは知っている。この霧から生み出された黒こく狼ろうは、十名近いソルダートを造作もなく撃破してみせたのだ。


    　しかし────


    　ドンッと、鈍い音が響いた。


    



    「もちろん、あなたに言っているのよ？」


    



    　レンが、仰向けに倒れてくる。その背中を、イスカは呆ぼう然ぜんとして受け止めた。


    「え……？」


    　理解、したくなかった。


    　アルトは、なんの躊ちゆう躇ちよもなくレンを撃ったのだ。


    「レ、ン……？」


    　目を閉じたまま、夕陽色キヤロツトオレンジの少女は動かなくなっていた。


    　震ふるえながら、友人の名前を呼ぶ。


    「噓うそでしょう、レン……？」


    「なにが噓ですか？」


    　くりっとした琥こ珀はく色の瞳を向けて、レンがニッと笑っていた。


    「……へ？」


    　啞あ然ぜんとするイスカをよそに、レンは何事もなかったように身を起こす。


    「え、ち、ちょっと、動いちゃ駄目よ！」


    　悲鳴を上げるイスカに、レンはポイッと小さなものを放る。


    　コツンと硬い音を立てて転がったのは、銃弾だった。綺き麗れいな半円形で、何かに衝突した様子もない。


    　──あの、霧きりみたいなので止めてたんだ……。


    　それから、ビシッとアルトを指差す。


    「善人は善人じゃなかったです。悪い白髪女だったです！」


    「今そういうこと言ってる場合じゃないでしょうっ？」


    　アルトはおかしそうに笑う。


    「悪人だったら、どうだというのかしら？」


    



    「とりあえず、その危ないのを取りあげるです」


    



    「──っ」


    　アルトが気付いたときには、その腕に黒い霧が纏まとわり付いていた。


    　見る見る形を変えていくそれは、やがて狼おおかみの頭部となってアルトの腕を抉えぐっていた。


    「ああああああああああああああああああああああああっ！」


    　牙が白衣を貫き、絶叫を上げるアルトの手から拳銃がこぼれ落ちる。


    「ウィシカ！」


    　レンは素早くそれを拾い上げると、黒い塊かたまりに声をかける。頭部だけだったそれは、すでに二つの尾を持った精せい悍かんな狼おおかみを紡つむぎ上げていた。


    「放り投げるです！」


    　車両の扉に叩たたきつけられて、アルトはズルズルとへたり込む。


    「ひどいことを、するのね……」


    「銃で撃ってきた人間に言われたくないです」


    　そう言って、イスカの手を引く。


    「イスカ、乗るです。ウィルたちのところに、帰るですよ」


    　銃声を聞きとったのだろう。扉の向こうからは慌ただしい足音が近づいてくる。しかし扉まで来てもすぐに入ってはこなかった。


    　アルトが叩きつけられたことで、扉は大きくひしゃげていた。簡単には開かないだろう。


    　黒こく狼ろうが一つ吼ほえると、天井に黒い塊──孔あなとでも表現するべきだろうか──光も通らぬ黒い何かが発生する。


    　黒孔が消えると、冷たい風と雪が吹き付けてきた。


    　天井に、穴を空けたのだ。


    「最低……。曇って、何も見えないじゃない」


    　どこか恨めしそうに、アルトが空を見上げていた。彼女にとっては、外で見る空自体が何年ぶりというものなのだろう。


    「イスカ」


    　レンに急せかされ、イスカは黒狼の背にしがみつく。


    　それを確かめて、レンもその前に跨またがった。


    「しっかり摑つかまってるですよ？」


    　そうして黒狼の足が宙を踏むと、アルトがくぐもった笑い声を上げた。


    「勇ましいけれど、あなたは女王になるわ」


    「あたしは、アルトさんたちには協力しません」


    「いいえ、するわ。この計画には〈スキーズブラズニル〉が必要だと言ったでしょう？　あれには高濃度の〈霧きり〉を貯蓄したミサイルが二機搭載されているの」


    　そう言って、青い瞳を禍まが々まがしく輝かせる。


    



    「それを、これからシュタット・ヌルに撃ち込む」


    



    「は……？」


    「シュタット・ヌルでは空気の循環浄化機能を管理していると言ったわね。正しく調整されていない状態でそこにあのミサイルを撃ち込めば、どうなるかしら」


    　イスカが止めなかったら、ティエラの全ての人々が〈霧きり〉に冒おかされる。


    　──そうなったら、ジェシカでも治せない。


    　青ざめるイスカに、レンが叫ぶ。


    「イスカ、耳を貸しちゃ駄目です！」


    　黒こく狼ろうが屋根の穴を潜くぐり、雪の空へと飛び出す。


    「行ってらっしゃい。帰りを待っているわ」


    　空へと飛び立つ黒狼に、アルトは親しい友人を見送るように手を振っていた。
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    「ど、どうしようレン。あの人、街に〈霧〉を流すって……」


    　ほんの数十分前までは、そんなことを言われても冗談だと流していただろう。


    　だが、今ならばわかる。


    　アルトは、やる。


    　夢のためなら、誰かが傷ついても、死んでも意に留めることはないのだ。


    　空を駆けながら、レンはイスカの手をそっと握った。


    「今は、ウィルたちのところに戻るです。ウィルとジェシカなら、きっとなんとかしてくれるです」


    　それはつまり、レンにもどうしたらよいかわからないということだ。


    「ごめん、レン。もっと早く逃げるべきだった」


    「早すぎたら、白髪女が何をするかなんてわからなかったです」


    　イスカはレンの腰に回した腕にキュッと力を込めた。


    　──あたし、助けられてばっかりだ……。


    　そうしていると、レンが「えへへ」となんだか嬉うれしそうな笑い声を漏もらした。


    「な、何よこんなときに」


    「今、ウィルの気持ちがちょっとだけわかったです」


    　イスカが首を傾かしげると、レンは得意げに胸を張る。


    「出会ったばかりのころのウィルは、それはもう酷ひどい操縦をしてたですよ。ジェシカがいなかったらいつ墜おちてもおかしくなかったです。それが、いつの間にかレンより──《フェンリル》より強く飛べるようになってたです」


    　──お前に、夜の空を見せてやるよ──


    　そう言って、ウィルは夜の闇やみに綾あやをなすように空を踊った。


    　イスカは、そんなウィルの背中しか知らない。彼が飛ぶ空を見上げて、決定的に魅せられたのだ。


    　それが酷ひどい操縦をしていた時期があったなど、想像できなかった。


    　レンはやはり嬉うれしそうな笑みを[image: ]こぼしてこう言った。


    



    「こういうふうにしがみつかれたら、レンは絶対に墜おちちゃ駄目だって気持ちになるです。だから、ウィルはどんどん強く飛べるようになったですよ」


    



    　──自分は足手まといだ──


    　そう感じていたイスカに、その言葉は痛いほどに優しかった。


    　涙ぐみそうになって、それを誤ご魔ま化かすように自分を乗せてくれた黒こく狼ろうを眺める。


    　黒狼は、不思議なことに何もない宙を、まるで見えない足場があるように軽やかに駆けている。暖かい毛皮に覆おおわれ、ゆっくりと上下する背中は雪の中でも眠ってしまいそうなほど居心地がよかった。


    　──柔らかい……。


    　こんなときだというのに、顔が緩ゆるんでしまいそうだった。


    　と、そこでレンは難しそうな声を漏もらす。


    「ただ、一つだけ問題があるですね」


    「ど、どうしたの？」


    



    「レンたちは、どこに向かったらいいですか？」


    



    「わかんないのっ？」


    「ずっとあの臭くさい機関車の中に閉じ込められてたですよ？　においなんてわかんないです」


    　一刻を争うこのときに、イスカとレンは空の迷子になっていた。


    　と、そのときだった。


    「なんか、来るです」


    　レンが小さく唸うなり声を上げる。


    　目を向けると、雪を裂さいて何かが高速で近づいてきていた。


    　──このタイミングで、ただの通りすがりってことはないよね？


    　イスカも注意深くそれを観察して、やがてそれが〈ファントム〉ではないことに気付いた。


    「レン、待って。あれ、〈ファントム〉じゃないわ。翼つばさ舟ぶねってやつじゃないの？」


    　翼舟は蒼そう界かいの乗り物だ。敵ではないのではないだろうか。


    　しかしレンは首を横に振る。


    「ここには〈七つの鍵かぎ〉もいるです。味方とは限らないです」


    　そう言って、イスカの手に冷たい塊かたまりを押し付ける。


    「これ、イスカが持っとくです」


    「何これ──って、拳銃っ？」


    　先ほど、アルトから奪ったもののようだ。


    「あ、あたし、こんなの使ったことないよ？」


    「空でそんなもの当てられるのはウィルくらいです。でも、レンよりはイスカが持ってる方がいいと思うです」


    「……わかった」


    　しっかりと銃を握ったままレンの腰に抱きつく。


    　前方の翼つばさ舟ぶねが、何かの手信号を送ってくる。


    「なんて言ってるの？」


    「『停船せよ』『さもなくば撃墜する』」


    　ヒュッと息を呑のむイスカに、レンはニッと笑みを浮かべる。


    「ちょっと荒っぽく飛ぶですよ？」


    「戦うの？」


    「今のレンは、きっと誰にも負けないです」


    　コツンと、レンの背中に額ひたいを押し付ける。


    「……うん。信じるよ。レンは誰にも負けない」


    　ティエラ王の後継者──そんなことを言われても、ここにいるイスカはなんの力もない、ただの人間だ。


    　──でも、力がないのと守れないのは違う。


    　力がなくても、信じることはできる。


    　──信じるだけでレンが強く飛べるんなら、命を懸けて信じるよ。


    　たった一つの失敗で、容易たやすく命を散らすのが空だ。


    　その空で信じるということは、命を懸けるのと同じだった。
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    『──ォォォォォォォオォオオンッ！』


    　黒こく狼ろうが長く吼ほえ、毛並みを逆立たせる。


    　同時に、空を翔かける足取りが荒々しく力強いものに変わる。


    　それを交戦意志と受け取ったのだろう。翼舟の方から何かが光った。


    



    　ブブブブンッ──剣の形をした光が、無数に煌きらめいた。


    



    　果たして実体があるのかないのか。柄のない剣は、現れては消え、消えては現れる。


    　[image: ]はい寄るような剣を見て、レンが大きく目を見開く。


    「あれ、ジェシカを墜おとしたやつです！」


    「なんですってっ？」


    　ウィルとジェシカが舞う空は美しかった。


    　だが、元々ジェシカが独りでもそれ以上に飛べたということは、イスカも聞いている。


    　──そのジェシカを撃墜した相手……。


    　だが、レンの表情は好戦的に緩ゆるんでいた。


    「でも、今のレンはもっと強いです！」


    　黒こく狼ろうと翼つばさ舟ぶねは見る見る近づいていき──そして、すれ違った。


    「撃つですウィシカ！」


    　刃やいばのようになった体毛が、弾丸のように射出される。


    　同時に、虚構の剣が黒狼へと殺到する。


    　鋭く火花と騒音を撒まき散らし、散弾と剣が衝突した。


    「おお！　躱かわしたです」


    　称讃のこもったレンの声。


    　見れば翼舟はまるで揺らぐ様子もなく、後方へと潜くぐり抜けていた。


    　──逃げ場なんてなかったのに！


    　直撃するだろう散弾のみを剣で捌さばいたのだ。


    「イスカ、頭を下げとくです。次は狙ねらってくるですよ」


    　恐らく、今の攻防はどちらも出方を窺うかがっていたのだろう。


    　レンも翼舟も、攻撃より防御に手を割さいていた。


    　タンッと、黒狼がそこに壁でもあるように、鋭角に跳躍する。もう一度同じように跳躍したときには、完全に逆方向へと反転していた。


    　翼舟や〈ファントム〉では真似のできない旋回方法だろう。


    　そして、翼舟の方も小さく弧を描いて旋回を完了させる。素人のイスカの目にも、その旋回は鋭く高度なものに見えた。


    『オォォォォォォンッ』


    　黒狼の咆ほう哮こうと共に、また体毛の散弾が放たれる。


    　今度は、イスカにも見ることができた。


    　出現と消失を繰り返す剣が散弾の雨に衝突する。だがそれだけで止められるほど薄い弾幕ではない。


    　防ぎきれない散弾は容赦なく降りかかるが、翼舟はフワリと柔らかい動きで散弾の隙すき間まへと滑り込む。


    　──迎撃と回避を、同時に行ってる！


    　無数の剣が散弾のいくつかを斬きり捌さばき、そこで生まれたわずかな隙すき間まを使って回避しているのだ。


    　翼つばさ舟ぶねの乗り手は、右手に何かを握っていて、それで剣を操っているようだ。手た綱づなは左腕一本で取っており、散弾に対して剣で迎撃しつつ操船まで完かん璧ぺきに行っていることになる。


    「風乗りフエアリーターン……？　ちょっと違うけど、よく似てるです」


    　呟つぶやくレンの前で、翼舟は綺き麗れいに散弾の雨をすり抜けていた。


    　そして、今度は黒こく狼ろうへと剣の分身が[image: ]はい寄る。


    「行くですよ、ウィシカ！」


    　タンッと宙を蹴けり、黒狼の体が大きく跳ねる。


    　剣は黒狼の首を、足を、胴を、尾を狙ねらって降り注ぐが、それも出現の直前には跳躍して回避している。


    　散弾の雨に比べれば、ささやかな弾幕だ。


    　しかし、レンの顔に余裕の色は浮かんでいない。


    「──振り切れないです」


    　振り返ると、すり抜けたはずの剣の群れが、黒狼に纏まとわり付くように追従していた。


    　──この剣、追いかけてきてる！


    　手数で圧倒するレンに対して、翼舟の剣は少ない数がどこまでも執しつ拗ように追いかけてくる。


    『オオォォォォォォォォォオンッ』


    　翼舟を狙って黒狼が散弾を放つ。


    　──上う手まい！　本体を狙われたら剣で防御する。


    　勝利を予感するイスカだが、翼舟の乗り手はイスカの想像を超えていた。


    　逃げ場のない散弾の雨の中、翼舟はわずかな隙間を[image: ]ぬうように小刻みな旋回を繰り返し、受け流していく。


    「んなっ、多段高速旋回ゴーストアクセルです？」


    　その動きには、イスカも見覚えがあった。


    　──夜の空で、ウィルさんが使ってた技だ。


    　発光現象が伴っていないせいかウィルほど鋭いとは感じなかったが、それでも距離が開いて密度の薄くなった散弾を避けるには十分な切れ味だった。


    　──あれを、片手でやってる？


    　信じがたい技量だ。


    　天才──それ以外に、この乗り手を表す言葉が思い付かない。


    　そして、そうしている間にも剣は黒狼へと迫っている。


    「しつこいです！」


    『オォンッ！』


    　鋭く、黒こく狼ろうが吼ほえた。


    　ヴンッ──周囲に、黒い孔あなが弾ける。


    　──さっきの、天井を破ったやつだ！


    　風をも吸い込むように開いた黒孔が、虚構の剣と衝突する。


    　バチュンッと気味の悪い音を残して、黒孔と剣の双方が消失する。


    　──相殺した！


    　イスカが目まの当たりにした黒孔は、とても常識的な力で壊せるものには思えなかった。それを相殺できるだけ、あの剣は強力なのだとわかってしまった。


    　──あれで斬きられたら、ただじゃすまない。


    　ゴクリとイスカが喉のどを鳴らすと、レンが感極まったように震ふるえた。


    



    「あいつすごいです！　ウィルたちと同じくらい強いですよ」


    



    「喜んでどうするのっ？」


    　指摘しながら、イスカも自分が少なからず高揚していることを自覚した。


    　──これが、空を飛ぶってことなんだ。


    　四日前、初めて本当の空を知った。


    　見果てぬほどに広くて、残酷なほどに美しくて。


    　しかし飛び方も知らないイスカはその先には連れて行ってもらえなかった。


    　ただ見上げるだけで、乾くような衝動に苛さいなまれてただ憧しよう憬けいした。


    　その空に、今イスカはいるのだ。


    　どうしようもなく鼓動が速くなる。


    　あの剣が一つでも擦こすれば、レンが一つでも判断を誤れば、イスカに命はない。


    　だが、心臓が高鳴るのは恐怖からではない。


    　そんな空はどこまでも美しくて、快楽を抱くほどに心地好い。


    　イスカは、レンの腰に回した腕に力を込める。


    「レン。あたしは平気。もっと思いっきりやっちゃって」


    　黒狼の身軽さを見ればわかる。


    　レンは、イスカを気にして全力を出せていない。


    　この優しくて力強い獣は、もっと速く、もっと鋭く、もっと強く走れる。


    　レンが、笑ったような気がした。


    「あとで泣いても知らないですよ！」


    　加速する。


    　あるいはあの日、光を帯びて踊ったウィルたちに迫るほどに。


    『ォォォォオォォォォオォォォォォォォッォォオォォォォッォォオオンッ』


    　長く、力強い咆ほう哮こう。


    　体毛の散弾が放たれ、黒こく狼ろうはそれに追いつくように、さらに、さらにと速く駆ける。


    　──散弾に、並んだ！


    　まるで散弾を従えるように走る黒狼に、翼つばさ舟ぶねから剣が放たれる。


    　防御ではなく、明らかに黒狼を狙ねらった斬ざん撃げき。


    　黒狼は加速を殺すことなく左右へ跳び、剣の隙すき間まを[image: ]ぬって駆け抜ける。


    「消えたっ？」


    　だが、回避に意識を割さいたわずかな瞬間に、翼舟がイスカたちの視界から消失していた。


    　──どこに？


    　そう思ったとき、視界に影が差したような気がした。


    「上です！」


    　翼舟は、黒狼の頭上に躍り出ていた。


    　──この散弾の中を、どうやって？


    　考えるまでもなく、答えは目の前に提示されていた。


    　小刻みに震ふるえるような旋回を繰り返し、翼舟は独力で散弾を潜くぐり抜けていた。


    　そして、イスカは気付いた。


    　──両手を、使ってる？


    　翼舟の乗り手は、両手で手た綱づなを操っていた。


    　そうでなければこんな回避運動は不可能だろうとも、唯一の武器を手放すとは正気だろうか。


    　だが、困惑するイスカの前にまた剣が出現する。


    　──そんな、どうして……っ？


    　そして、イスカは見た。


    　翼舟の乗り手が、その口に剣の柄を咥くわえているのを。


    　レンが、愛いとしささえたたえた笑みを浮かべる。


    「もっと鋭くです！」


    　黒孔が弾ける。


    　回避に意識を傾けるせいか、剣の制度が甘い。


    　黒狼を狙った斬撃はことごとく黒孔に呑のみ込まれていく。


    　だが、消えた側そばからすぐに剣は復活する。


    　黒狼が絶え間なく放つ散弾の中を、翼舟は精密に、正確に、機械のような精度で潜り抜けていく。


    　反撃に放たれる剣の追尾を、黒狼も多角に跳躍を重ねて振り切っていく。まるで狭い回廊の中を跳躍するかのように。


    　──ああ、これはウィルさんの戦い方だ。


    　イスカは思い出した。


    　初めて出会ったとき、ウィルが壁を蹴けって跳躍を重ね、まるで伝説にある鯱しやちのように空を駆けたことを。


    　黒こく狼ろうの走り方は、そんなウィルの動きに酷こく似じしていた。


    　──これが、ウィルさんやジェシカ、レンが見てる世界……。


    　頭を上げれば剣が掠かすめるような戦場にありながら、イスカは半ば恍こう惚こつとしていた。


    　だが、夢の時間は永遠ではない。


    　散弾と剣の舞い踊る空を、黒狼と翼つばさ舟ぶねは高く高く上っていく。


    　決着が近いのだと、感じた。


    「イスカ、そろそろ決めるです」


    　口を開けば舌を嚙かんでしまう。イスカは頷うなずくだけで精一杯だった。


    「吼ほえるですウィシカ！」


    『──ォォオンッ！』　


    　大気が震ふるえた。


    　散弾も黒孔も放たれることはない、ただの咆ほう哮こうだ。


    　だが、その咆哮に剣の群れが吹き散らされる。


    　空気の壁だ。


    　それは翼舟にさえ容赦なく襲おそいかかり、神がかったような乗り手の腕をもってしてもわずかに動きを止められてしまう。


    　硬直は一瞬のことだったが、その一瞬で黒狼は翼舟に飛びかかっていた。


    「これも、躱かわすですか！」


    　それでも、翼舟はスルリと風に乗ったようにすり抜けてしまう。


    　風乗りフエアリーターン──先ほどレンが口にした空戦技だ。


    　飛びつきを躱された黒狼は、今度は後ろを盗とられてしまう。


    　背後から降り注ぐ剣の群れを、レンは左右へ、上下へ、螺ら旋せんを描くように跳躍してすり抜けていく。


    　そしてその跳躍のまま、今度は翼舟の後ろを盗る。


    　互いに後ろを取り合い、もみ合うようにして黒狼と翼舟は大地に向かって加速していく。


    　──墜おちる！


    　恐怖に息を呑のみながら、それでもイスカが目を閉じることはできなかった。


    　──でも、見み逃のがしたくない。


    　どちらがこの空の勝者となるのか、同じ空にいながらその瞬間を見逃すなどというもったいないことができるはずがない。


    　だから、イスカは確かに見届けることができた。


    　先に地面へとたどり着いたのは、翼つばさ舟ぶねの方だった。


    　衝突するか否かという瞬間、奇跡的なタイミングで翼舟は機体を起こし、水平飛行に移行したのだ。


    　神かみ業わざだと思った。


    「跳ぶです！」


    　あとを追うように落下していた黒こく狼ろうが、空を蹴けった。


    　最後の跳躍は落下の軌道を鋭角にねじ曲げる。


    



    　翼舟の上を盗とった。


    



    　ドスンと黒狼の巨体がのし掛かり、翼舟の船底が雪原をひき裂さくように抉えぐっていく。


    「ぐ、ぐぐぐうっ」


    　翼舟の乗り手の呻うめき声が届く。


    　地面に叩たたきつけるような衝撃を逃がし、不時着させているのだ。


    　雪原がめくれ上がり、ティエラの赤い大地が露出していき、そしてようやく翼舟は止まった。


    「レンの勝ち──」


    「──いいや、お前の負けだ」


    　勝ち鬨どきの声を遮さえぎって、無数の剣が黒狼に纏まとわり付いた。


    　剣の一本は、首元にも突きつけられている。黒狼が動くよりも速く、この剣はレンの首を落とすことができるだろう。


    　それでも、レンの笑みを消すことはできなかった。


    「勝ちを拾えるのは、最後まで笑っていられる者です」


    　剣を突きつけたまま、乗り手はため息を漏もらした。


    　それから、ゆっくりと両手を挙げる。


    



    「なるほど。俺は独りで、お前は独りじゃなかった……ということか」


    



    　カタカタと震ふるえる手で、イスカは拳銃を向けていた。


    　敵をレン独りだと認識してしまった搭乗者は、イスカに剣を向けることができなかったのだ。今から手を動かそうものなら、その瞬間に黒狼の牙が搭乗者を襲おそうだろう。


    　フッと剣が消え、搭乗者もゴーグルを取り払う。そして、ポケットから煙草タバコを取り出し、そっと火を点ともした。


    「そいつが、お前のバディか？」


    　心臓が、大きく一つ鳴った。


    　──あたしが、バディ……？


    　レンはイスカの顔を見て、それから太陽のような笑顔を浮かべて頷うなずいた。


    



    「そうです。レンのバディは、イスカです！」


    



    　釣られて、イスカも笑った。


    　そこに、青年が重たい口調で口を開く。


    「……一つ忠告しておこう」


    「なんですか？」


    「銃という道具は、安全装置を外さないと弾は出ないものだ」


    「……あ」


    　拳銃を向けはしたものの、安全装置はしっかりかかったままだった。


    「うぅぅぅぅっ、イスカはドジです！」


    「なっ、なによ！　いつも寝てばっかりのあんたには言われたくないわよ！」


    　口論を始める二人を見て、青年は毒気を抜かれたように小さな笑みを浮かべた。

  


  [image: ]



  
    「いいバディだな」


    　皮肉にしか、聞こえなかった。


    



    
      [image: ]

    


    



    「ジェシカ。教えてくれ。俺は、撃つしかないのか？」


    



    　懊おう悩のうに満ちた声で、ウィルは問う。


    「最初からそう言ってる。この男は、さっさと処分すべき」


    「何、心配することはない。俺は神に仕える者だ。彼の冥めい福ふくは俺が祈ろう」


    　そこは、ソルダートが駐ちゆう屯とんする施設の一つだった。


    　都市を覆おおう外壁の中に位置し、進入禁止区域には指定されているものの、物理的に侵入できない場所ではない。


    　どうやら待機場のような場所らしく、折りたたみ式のテーブルや椅い子すが並んでいて、長テーブルの上には遊戯札トランプなども散乱している。左右の壁には一面金属のロッカーが並んでいて、そのうちのいくつかからは銃器を含めたソルダートの装備が転がり出ていた。


    　広さとしては少し大きめな宿の一室ほどだろうか。奧に続く扉の隙すき間まからは、簡素なベッドを重ねた休眠室らしきものも見える。ソルダートの中には機械兵だけでなく、人間も存在するのだ。彼らのための施設だろう。


    　そして、テーブルや椅子のいくつかは派手にひっくり返っていて、床には数人の兵士が倒れていた。部屋の乱れ具合が小さいことから、ほとんど抵抗することもできずに打ち倒されたことがわかる。


    　ウィルたちは翼つばさ舟ぶねに積める武器を求めてここを強襲した。ハイリッヒの協力もあって、この場のソルダートは苦もなく掃討できたのだ。


    　壁際のロッカーに目を向ければ、ウィルが望む銃器も存在する。


    　ここの兵士など、ソルダート全体から見ればほんの一握りの塵ちり芥あくたに過ぎない。そして彼らは自身の施設が襲撃されたことに気付かぬほど無能ではない。


    　一刻も早く、目当てのものを奪って逃走すべきだ。


    　にも拘かかわらず、ウィルは銃じゆう機き槍そうを構えたまま動くことができないでいた。


    　それというのも────


    



    「お前、ナニ捕まってんの──ポールマン？」


    



    　ソルダートを打ち倒したまではよかったのだが、その奧からロープで縛られたポールマンが出てきたのだ。


    「待ってくれ！　は、話を……話を聞いてくれ！　不意を衝つかれて仕方がなかったんだ。大変なものを見つけてしまって────」


    　頭が痛い。


    　──助けるのも面倒臭くさいし、置いていったら俺たちの情報が漏もれる。でも連れていくのもやだなあ……。


    　今までもソルダートには狙ねらわれていたが、都市から都市へ渡るウィルたちの詳細情報は、まだ彼らには摑つかまれていないのだ。


    「いやもう、本当にお前、ナニしにきたわけ？」


    　ウィルでさえ、呆あきれて言葉も出ない。


    　どうやら、シュタット・アインからここまで追ってきたはよいのだが、そこでソルダートに見つかって拘こう束そくされていたらしい。拘束だけで処刑されなかったのには驚かざるを得ないが。一生分の幸運を使い果たしてしまったのではないかという次元の話だ。


    「楽にするのも慈悲」


    　どこまでも無慈悲なジェシカの声に、ポールマンが震ふるえ上がる。


    　彼にはわかっているのだろう。ジェシカなら、殺やる。


    「まあ、落ち着きたまえ。告こつ解かいを聞くくらいの時間はあるだろう？　さあ、君。未練を持っていては死後に迷うことになる。俺に打ち明けてみたまえ」


    　そう言って、カチャリと銃口を額ひたいに押し付ける。


    　この神父も容赦がない。


    　──まあ、ザックスと斬きり合ってまで逃がしたのに、こんなバカやられたらなあ……。


    　すれ違った程度とはいえ、ハイリッヒもポールマンの顔は見ている。


    　時間稼ぎとはいえ、正面からザックスと斬り合うのは命懸けだったはずだ。銃を向けたくなる気持ちも、わからないではない。


    　とはいっても、本当に見殺しにするのも忍びない。


    　ウィルは心底嫌いやそうな顔をして、ポールマンのロープを切ってやった。


    「た、助けてくれるのか？　さすがは親友──すみません、ちょっと調子に乗りました」


    　殺意を込めて銃じゆう機き槍そうを向けると、ようやくポールマンも黙った。


    「それで？　なんか見つけたって？」


    　時間がない。


    　ロッカーから使えそうな銃器を見繕つくろいながら、ウィルは声をかける。


    　──火炎放射器ばっかだな……。


    　ソルダートの基本装備は、この火炎放射器だ。高周波剣や大型銃は機械兵や上位の兵士に与えられるもので、下位の兵士はこれ一つだ。ウィルたちが容易たやすく制圧できてしまうあたり、ここの兵士は下位の者ばかりだと窺うかがえる。


    　ハイリッヒも他のロッカーを探ってくれるが、なかなかかんばしいものはなさそうだ。


    　ジェシカはというと、椅い子すの一つに腰を下ろして不快そうにテーブルを睨ねめつけていた。


    　気に入らないのはポールマンの存在自体か、ソルダートの汗臭くささか、あるいは甘い物が置いていないことだろうか。


    　……全部のような気がするが。


    　なんだかすごく置いていかれたような顔をして、ポールマンが語り始める。


    「僕は解放軍の連絡員をやっていたんだ。だから、この街の拠点も大体把握してる。イスカさんたちが連れ込まれた場所を探してたんだ」


    　実を言うと、ウィルが話していた〝当て〟というのが、それだった。別行動を取ったポールマンが、イスカたちの行方を探ることになっていたのだ。


    　それも果たせずにポールマンが捕縛されていたから、ウィルは頭を抱かかえたわけでもある。


    「だけど……そこで、見つけたんだ」


    　意味深にそこで言葉を切る。


    　それを片耳で聞き流しながら、ウィルは「お」と声を上げる。


    　──この銃なんか、使えそうだな。


    　ライフルの一種だろうか。ウィルの身長より長い銃身で、銃口には無数の穴が空いた多角形の外装が取り付けられている。


    　マズルブレーキ──射出の衝撃を穴から逃がすことで、銃身のブレを抑制するのだ。並の銃に必要な付属品ではない。これが装備されているということは、必要とされるだけの火力を備えた銃だということだ。口径も銃じゆう機き槍そうの倍はあろうかというほどだ。


    　その銃の弾薬と思おぼしきケースを見つけて、その表示に目を向ける。


    　──対物アンチマテリアルライフル……か。蒼そう界かいでいうところの、徹てつ甲こう弾だんみたいなもんか？


    　その銃を弾丸ごと引き[image: ]ずり出しながら、ポールマンがいつまで経っても続きを話そうとしないことに疑問を覚えた。


    「話は聞こえてるぞ？　もったいぶらずにさっさと……？」


    　目を向けると、ポールマンは蒼そう白はくになっていた。


    「……何があった？」


    　声をかけると、何かを握って手を差し出す。


    　開いた手に握られていたのは────


    



    「それ、〈鍵かぎ〉か？」


    



    　人差し指一本分ほどの、細長い枝だった。


    　ただの木の枝にしか見えないが、装飾じみたきめ細やかな紋様が刻まれていて、そうとわかった。


    　霧む鍵げん式しきの媒体となるもので、いってみれば魔法使いの杖つえのようなものだ。


    　なかにはヒルダのように〈鍵かぎ〉から離れた位置に霧鍵式を紡つむぐ例外も存在するが、それでも〈鍵〉自体は必要としている。ジェシカでさえも、髪の毛を媒体に使用していた。


    　蒼そう界かいでは見慣れたもので、ティエラにあっても意味はないものだが、存在しないほどのものでもない。


    「これがどうしたっていうんだ？」


    「これが──《ミストルティン》──らしい」


    「へ……？」


    　媒体の段階で判断できるものではないが、〈七つの鍵〉の一つだといわれれば拍子抜けしてしまうほどに普通だった。


    「なんていうか、そんなすごいものには見えないな」


    　ウィルが肩に担ぐ〈ブルドガング〉といい、ザックスの《レーヴァティン》といい、ビルギッドの《ロキ》といい、〈七つの鍵〉に名を連ねるもので〈鍵〉の形をとっているものは初めてだった。


    　ポールマンが悲愴な顔で頷うなずいた。


    「ああ、そうだね。僕にも、これがそんな大層なものには、見えないんだ。……君は、どう思うかい？」


    　話を振られて、ジェシカがことさら嫌いやそうな顔をするが、ポールマンの手にある〈鍵〉を見て鼻を鳴らす。


    



    「どう見ても死んでる。〈鍵〉として使い物にはならない」


    



    　ウィルの顔が、ひくっと引きつった。


    「お前、それ《ミストルティン》だって言わなかったっけ？」


    「……ああ。少なくとも、解放軍はこれが《ミストルティン》だと信じている」


    　絶句した。


    　──どういうことだ？　解放軍の連中は、[image: ]だまされてることに疑問も抱いてないのか？


    　それらしいものが用意してあるならともかく、これはもはやシュネー自身も本気で[image: ]すつもりがないような、そんな酷ひどい偽にせ物ものだ。


    　ハイリッヒが、どこか物悲しそうにその木片を取り上げる。


    「それすらもどうでもよくなるほど、壊れてしまったんだな……」


    　木の枝は、パキンと容易たやすく手の中で砕かれた。


    「どういうことだ？　ハイリッヒさん、あんたはまだ何か話してないことがあるのか？」


    　神父は首を横に振る。


    「〈封ふう書しよ〉を届けてくれ。あいつを止める方法は、たぶんそれだけだ」


    　ジェシカが立ち上がった。


    「ウィル、銃は手に入った？」


    「……ああ」


    「なら、飛ぶ。もうここに用はない」


    　ジェシカが部屋を出て行き、ハイリッヒも続く。


    　ウィルは銃と弾薬を抱かかえ上げて一歩遅れるが、足を止めるつもりはなかった。


    「で、お前はどうするんだ？」


    　落胆からか、呆ぼう然ぜんとしているポールマンにウィルは一度だけ声をかける。


    「……行くさ。でないと、本当にここまで来た意味がなくなってしまう」


    



    　外に出ると、ジェシカとハイリッヒの姿があった。


    「……？　二人とも、どうした？」


    　ただ、それがウィルを待っていたというよりは立ち尽くしているように見えて、ウィルは首を傾かしげる。


    「あれ……」


    　ジェシカが示したのは、夕暮れの空だった。


    　太陽はすでに壁の向こうへ隠れ、じきに夜の闇やみが街を呑のみ込むだろう。


    　その視線の先を追って、ウィルも目を見開いた。


    



    「レン！」


    



    　勇猛な黒こく狼ろうが、空から降りてきていた。


    　バラバラになった〈渡り鳥〉たちは、ようやく一つの場所に集まった。

  



  
    第五便　〈渡り鳥〉の飛ぶ空で


    



    「──ミサイル……か」


    



    　レンとイスカと合流したウィルは、翼つばさ舟ぶねの隠し場所に移動していた。ポールマンやハイリッヒも含めて、六人がそこに集まっている。


    　陽が落ちた暗くら闇やみに救われたのだろうか。幸い、ソルダートには出くわさずに済んだ。


    　そこで二人の話を聞いて、呻うめき声が漏もれた。


    　──あのときの飛行船か……。


    　シュネーが乗っていた時点で嫌いやな予感はしていたが、ウィルが考える最悪の数段上をいっていた。


    　翼舟よりさらにひと回りは大きかっただろうミサイルだ。あんなものが落ちたら、外壁に守られた街もただでは済まない。だが、シュネーがそんな単純で簡単な威力の手段を取るはずはなかった。


    「どうしよう、ウィルさん……」


    　今にも泣きそうな顔のイスカに、ウィルはそっと頭を撫なでてやった。


    　──まあ、今からやれることなんて、一つしかないからな。


    　愕がく然ぜんとしつつも、ウィルの目に絶望の色は浮かんでいなかった。


    「心配するな。どうってことない」


    「どうってことないって、みんな死んじゃうんだよ？」


    「死なないよ」


    　呆あつ気けに取られるイスカに、ウィルは頷うなずく。


    「別に都市の外壁が壊されたわけじゃない」


    　──あのミサイルなら外壁も吹き飛ばせる。


    「〈霧きり〉の流出が始まったわけじゃない」


    　──ミサイルが止められなかったらそれが現実になる。


    「死んでしまった誰かがいるわけじゃない」


    　──シュネーやザックスなら、人が死ぬことになんの感情も抱いだかない。


    「変えようのないことは、何一つ起こってない。そうだろう？」


    　──失敗したら、何も変えられない。


    　敵はあまりに強大だ。


    　言葉とは裏腹に、どうしようもない不安が込み上げてくる。


    　それでも、ウィルはまるでどうってことないように笑った。


    



    「要は、そのミサイルが落ちる前に撃墜すればいいだけの話だ」


    



    　イスカが恐る恐るといった顔で口を開く。


    「できるの、ウィルさん？」


    「できるかじゃない。やるか、やらないか、だ」


    　そうやって、ウィルとジェシカは空を飛んできたのだ。


    　──だから、やり遂げてみせる。


    　ウィルとジェシカが目指す先は、この程度の困難で足踏みをしてよい場所ではないのだから。ならば乗り越えるしかないのだから。


    　ハイリッヒが険けわしく眉まゆを顰ひそめる。


    「簡単に言うが、〈スキーズブラズニル〉に搭載されているそれが俺の知るものなら、最高で時速三〇〇界里ミールを超える速度に達する。翼つばさ舟ぶねで追いつける速度ではないぞ」


    〈霞か曲きよく〉の過去最高速度が、時速一八〇界里ミールだ。一度射出されれば、ウィルたちでも追いつけない。


    「そうだな。それにシュネーが乗ってるってことは〈ファントム〉もいるだろう。あの飛行船を墜おとすには、足りないものが多すぎる」


    　こちらは〈霞曲〉一機でおまけにジェシカは歌えず、使い慣れた銃じゆう機き槍そうも使えない。新たに手に入れた銃器は試し撃ちもしていない。


    　それでも、ウィルは自信を持って首を横に振る。


    「だけど、難しいってだけだ。俺たちは飛べる。届くだけの牙がある。何より、届けなきゃならない配達がある。少し難しいくらいじゃあ、立ち止まる理由には不足だ」


    　──だから、飛べる。


    　どれほど逆境であったとしても、それだけは自信を持って答えられる。


    　サングラスの向こうで目を大きくして、ハイリッヒはジェシカに顔を向けた。


    「君も、同意見なのかな？　君も〈スキーズブラズニル〉を目まの当たりにしているはずだ。ソルダートの銃でも墜とせるような代物じゃない」


    　空に於おいて、ジェシカに楽観という概念は存在しない。


    　どこまでも厳しく、正しく、全てを見ている。


    　その上で、ジェシカは首を縦に振った。


    「できる。〈ファントム〉でも、シュネーでも、私は墜とせない。ウィルは、外さない」


    　まるで、いつもと逆の役割を示すように語るジェシカに、ウィルはハッとした。


    「ジェシカ、お前、まさか──」


    



    「私が飛ぶ。ウィルが撃つ。それで止められない相手なんて、この空にはいない」


    



    　ジェシカは高所恐怖症だ。だから、ウィルが手た綱づなを握って、ジェシカが索さく敵てきと迎撃を行う。それが、二人で飛ぶウィルとジェシカの飛び方スタイルだ。


    　だが、本来は彼女の方が遥はるかに高度な飛行技術を持っているのだ。


    　同時に、ジェシカの空で標的を狙ねらえるような腕を持つ者もウィルだけだった。


    　そうして飛んだとき、ウィルとジェシカは霧む妖ようをも凌りよう駕がする《フェンリル》ですら圧倒した。


    「いいのか？　お前まだ、本調子じゃないだろう？」


    　その原因は、ウィルだ。


    　金色の髪を柔らかく揺らして、ジェシカは首を横に振る。


    「今の私は歌えない。飛行船は墜おとせない。でも、ウィルならできる」


    　ウィルは外さないと、ジェシカは信じてくれるのだ。だから、自分にできる最善を尽くすと言ってくれているのだ。


    　同時に、彼女もウィルと同じように不安を抱いていたのだとわかった。


    　そうでなければ、普段の飛び方スタイルを変えようなどとは提案しなかったはずだ。そこまでしなければ止められない相手だと感じたのだ。


    「……わかった。いっしょに飛ぼう。ジェシカは墜ちない。俺は、外さない」


    　ジェシカにここまで言わせたのだ。怯ひるんでいられるわけがない。


    　そう言って、ウィルは改めて全員の顔を見る。


    「だけど、先に確かめなきゃいけないことがある」


    　人差し指を立てる。


    「まず、ミサイルがいつ発射されるのか。もう発射されてるっていうんなら、それこそどうしようもない。だが、こっちが速すぎても回避される」


    　シュネーとてウィルたちが撃墜に出たと知ってミサイルを撃つほど[image: ]う闊かつではないだろう。彼女には、〈霞か曲きよく〉の飛ぶ姿を見せてしまったのだから。


    　ハイリッヒが手を上げる。


    「それなら、俺がどうにかできるかもしれない」


    「本当か？」


    「ソルダートの権限に割り込めると言ったろう？　〈ファントム〉の監視網を覗のぞき見るくらいのことはできる」


    　これは心強い返事だった。


    　ウィルにとっては、それが一番の問題だったのだから。


    　だが、とハイリッヒが言う。


    「ティエラは広い。この大陸のどこに〈スキーズブラズニル〉がいるか、それがわかっていなければ検索だけで途方もない時間がかかるぞ」


    「そっちは見当がついてる」


    　言って、ウィルは懐ふところから折り畳んだ紙片を取り出す。


    「これ、ティエラの地図……？」


    　こんなときではあるが、イスカの声はどこか弾んでいた。


    　大陸全てを描いた地図など初めて見たのだろう。広げれば上半身くらいはすっぽりと隠れてしまうような大きな紙に、大陸の全体像が記されている。


    「手描きだが、この四か月で俺たちが測量したものだ。かなり正確だと思う」


    　それで、とウィルはティエラの地図を示す。


    「ここがシュタット・アインで、こっちがシュタット・ツヴァイ。俺たちはアインから線路に沿って西に飛んで、ここで飛行船に出くわした。俺たちは南に[image: ]う回かいして振り切ったが、飛行船は北に抜けたように見えた。だとすると────」


    　あれだけ大きな船だ。


    　交戦したことで相手を知ったのはシュネーだけではない。ウィルも、飛行船の船足や動きの機微を看かん破ぱしていた。


    　──小回りが利く船じゃない。簡単に回頭できないことを考えると、範囲も絞れる。


    　そうして一〇界里ミール四方程度まで限定すると、ハイリッヒは口笛を吹いた。


    「そこまで把握できてれば、見つけるのは難しくない」


    　頷うなずき返して、ウィルは地図の南──ちょうど大陸の中央に位置する場所を示す。


    「そして、ここがシュタット・ヌル……だと思う」


    　イスカとポールマンがガクッと肩を落とした。


    「思うってどういうことよ。そこが一番肝心なところでしょうっ？」


    「仕方ないだろう？　シュタット・ヌルなんて街はなかったんだから」


    　キョトンとして、イスカが瞬まばたきをする。


    「ないって、どういうこと？」


    「ここに、街だったらしい廃はい墟きよ群があったんだ。あるとしたら、ここしかないってことだ」


    「いや、そこで合っているはずだ」


    　ハイリッヒだった。


    「十二年前までは、そこも王都と呼ばれる都市だったんだ。それが……何が起こったのか、一夜で壊滅したらしい」


    　十二年前──ウィルはイスカを見た。


    　──ああ……。誰がやったか、わかっちまった。


    　心当たりのあるジェシカも顔を顰しかめる。


    「とにかくだ。ミサイルの目標はここだ。俺たちは失敗するわけにはいかない。だから──」


    　イスカの顔を真っ直すぐ見据える。


    「イスカは、レンとここに向かってくれ」


    「え……？」


    「俺とジェシカが遊撃オフエンス。レンとイスカが邀撃デイフエンスだ」


    　目を見開いて、イスカが立ち上がる。


    「あ、あたしも、飛んでいいの？」


    「〈渡り鳥〉にはバディが必要だ。レンを頼む」


    「で、でも、あたし、足手まといじゃ……」


    　ウィルは首を横に振ってレンを示す。


    「どこかで力を使ったろう？　今のレンを、独りで飛ばせるわけにはいかない」


    　妙に静かだと思えば、話の途中からレンは壁にもたれかかって寝息を立てていた。


    　──この状況で睡眠をとらなきゃいけないほど、〈霧きり〉を消耗したってことだ。


    　だが、彼女の寝顔は苦渋の滲にじんだものではなく、むしろ晴れやかなものに見えた。


    　だからウィルは確信していた。


    　──レンとイスカは、相性がいい。


    　本当に足手まといだったなら、レンがこんな顔で寝ているはずがない。


    「作戦はわかったが、君たちはどのタイミングで飛ぶつもりだ」


    「〈スキーズブラズニル〉がシュタット・ツヴァイから一〇界里ミール以内に入ったときだ。それまでにミサイルを発射されても、ここからなら撃墜できる」


    　逆に言うなら、そこより先で出遅れたら撃墜は間に合わない。


    　ハイリッヒが頷うなずいて踵きびすを返す。


    「なら、俺はもう行くとしよう。……そうだな。発煙筒で合図をするとしようか。〈スキーズブラズニル〉が迎撃圏内に入ったら青。それより先にミサイルを発射したら赤の煙を使う」


    「わかった。頼むよ、ハイリッヒさん」


    「ああ、じゃあな。諸君こそ〈封ふう書しよ〉を頼むぞ」


    「──あのっ」


    　廃工場を去っていく神父の背中を、イスカが呼び止めた。


    「……何かな？　お嬢さん」


    　自分で呼び止めていながら、イスカはなぜかしどろもどろといった様子で俯うつむいてしまう。


    「ごめんなさい。用があったわけじゃないんですけど……」


    　指と指を絡めて、それからハッとしたように顔を上げる。


    「あなたは、ハイリッヒさんっていうんですか？」


    「そうだが？」


    「アルトさんが、あなたの名前を口にしてました。もしかして……」


    　ハイリッヒは頷うなずく。


    「ああ。仲間だった。今は、彼女を止めるために動いているつもりだ」


    「そう、なんですか……」


    　どこか困ったような声に、神父も首を傾かしげる。


    「どうかしたかね？」


    「いえ……。ただ、あたし、どこかであなたに会ったことがあるような気がして」


    　その言葉に、ハイリッヒも大きく目を見開く。


    　──なんだ？　知り合い……なのか？


    　全員の視線を浴びて、神父はサングラスを外した。


    



    「気のせい程度なら、俺も君に見覚えがある」


    



    　イスカが胸の前でキュッと手を握る。


    　ハイリッヒは、全てわかっているというように頷いた。


    「大丈夫だ。神は迷える子羊を見捨てることはない。俺の好みには数年早いが、俺は気が長い方だといわれている。君さえ求めてくれるなら、俺の方は問題ないとも。二、三年などあっという間に過ぎるだろうから──ひいっ？」


    　イスカの手を握り、一気に[image: ]まくし立てる神父にジェシカが鞭むちを振るう。


    　これにはウィルも弁護する気にはなれなかった。


    「イスカは、真ま面じ目めな話をしてるんだよ。……どうなんだ？」


    　ハイリッヒは肩を竦すくめる。


    「残念だが、心当たりはないな。ただ、この服装は王に近しい者の礼服だ。見覚えがあるというのなら、こちらの方だとは考えられないだろうか？」


    　確かに、イスカがティエラ王の妹だというなら、神父の服装に覚えがあっても不思議はない。


    　──兄の面影があったってことか……？


    　イスカも落胆の色は隠せなかったが、それでも健けな気げに微ほほ笑えむと頭を下げた。


    「ありがとうございます。引き留めてすみませんでした」


    「いや、君たちの方がよほど危険な役目を負うことになるのだろう？　手助けできることがあるなら、なんでも遠慮なく言ってくれたまえ」


    　神父はそう言うがイスカは首を横に振り、そしてハイリッヒも去っていった。


    



    
      [image: ]

    


    



    　神父の背中を見送って、イスカが目を向けてくる。


    「ウィルさん。あたしたちは、どうやってシュタット・ヌルに向かえばいいの？」


    「俺たちじゃ機関車は頼れない。レンの黒こく狼ろうを使う。……できるか、レン？」


    　声をかけられて、ようやくレンがムニャッと目を開ける。


    「うぅー、らいじょうぶれす……」


    　──不安になってきた！


    　と、そこでイスカが「あっ」と声を上げる。


    「そうだった。困ったらこれを使えって言われてたんだった」


    　慌てた様子でイスカが取り出したのは、白く輝く結晶だった。


    



    「「──《宿り木の槍ミストルテイン》の欠片かけら！」」


    



    　ウィルとジェシカが同時に声を上げた。


    「えっ、えっ？」


    「ど、どこでこんなもん手に入れたんだ？」


    「あ、あの、レンと戦った翼つばさ舟ぶねに乗ってた人が……」


    　ウィルは息を呑のんだ。


    「そいつ、まさか眉み間けんに傷のある男か？」


    「……あ、うん。あったと思う」


    　──ビルギッドとやり合ったのか！


    　ジェシカを撃墜したのはビルギッドだ。


    　だが、ウィルとジェシカが魅せられた空にいたのも、彼だったのだ。


    　狼狽うろたえるウィルを見て、イスカが自慢げに胸を張った。


    



    「──勝ったよ。レンと、あたしの二人で」


    



    　ウィルは目を見開いた。


    　──こいつは、うかうかしてられないな。


    　どうやら、〈蝶ちようと鯱しやち〉が迎えた新人は、期待以上の人材だったようだ。


    　──だけど……。


    「よくやった」


    　そう言って、イスカとレンの頭を撫なでていた。


    　今言うべき言葉を忘れるほど、ウィルも未熟ではなかった。


    　それから、イスカが恥ずかしそうに結晶を差し出す。


    「これ、その人が戦利品にってくれたの。最後の欠片だって言ってたけど、使い方わかる？」


    　どうやら、ビルギッドも欠片を無数に所持していたわけではないらしい。


    　──これで最後、か……。


    　レンに与えれば、制約のない力を振るうことができるだろう。


    　──だけど、ジェシカだって本調子じゃない。


    　重傷のウィルを救うために、彼女が支払った代償は大きい。


    　[image: ]いばらも一度生みだしたものを使い回しており、虹色蝶グランツフイーを紡つむぐこともできないでいる。消耗具合でいうなら、ジェシカの方が深刻なのだ。


    　そんなウィルの心境を見透かしたように、ジェシカは首を横に振る。


    「レンが手に入れたもの。レンが使うべき」


    「……ああ。確かにそうだ」


    「──ま、待ってくれ」


    　結晶をレンに差し出すと、待ったの声を上げたのはポールマンだった。


    「どうした？　悪いが、さすがにこいつはお前にはやれないぞ？」


    「違うんだ。そうじゃない」


    　首を横に振って、ポールマンは翼つばさ舟ぶねを示す。


    「君たちがどれほど上う手まく飛べたって、ミサイルが発射されてしまったらもう追いつけない」


    　それは事実だった。


    「でも、もしも翼舟が最初から最高の速度まで加速できたら、どうだ？」


    「……無理だな。〈霞か曲きよく〉の自己記録は時速一八〇界里ミールだ。ミサイルの最高速度には追いつけない」


    「本当に、そうか？」


    　含みのあるポールマンの言葉に、ウィルは眉まゆを顰ひそめた。


    「なにが言いたいんだ？」


    



    「ランディス・ベルナールが五十年の歳月をかけて完成させた翼舟は、たかがミサイル一つに追いつけない程度なのかって言ってるんだ」


    



    　これには、ウィルだけでなくジェシカまでもが目を見開いた。


    　──まだ、速く飛べるのか……？


    〈霞曲〉の自己記録は、ジェシカがはじき出したものだ。


    〈霧きり〉に満たされた雲界で、《フェンリル》と戦ってのことだった。


    　──だけど、いつからあれが〈霞曲〉の限界だって決まった？


    　あのときのジェシカですら、〈霞曲〉の全てを引き出せていなかったとしたら？


    　霧む鍵げん機き関かんとは異なる、永遠機関によって生み出されたこの舟に、さらなる可能性が秘められているとしたら？


    　答えられないウィルに、ポールマンは続ける。


    「それは高濃度の〈霧きり〉の結晶だ。それを〈霞か曲きよく〉の霧む鍵げん機き関かんに直接接続できたら、雲界にダイブするまでもなく、そんな重たい増槽なんて使うまでもなく、フル稼働できるはずだ」


    　それならば、発射されたミサイルにも追いつけるかもしれない。


    　しかし、ウィルは首を横に振る。


    「そんな改造をしてる時間はない。道具だって足りない。いつ、ミサイルが発射されるかもわかってないんだぞ？」


    「僕がやる。僕が間に合わせてみせる。〈傀く儡ぐつ師し〉として、霧鍵機関にはずっと触れてきたんだ。それは、ジェシカが霧鍵式を知った時間よりも長い。やってみせる」


    　自分から〈傀儡師〉の名前を口に出したことから、彼の覚悟が本物だとは伝わった。


    



    「……お願いだ。僕も、役に立ちたいんだ。君たちはもっと速く飛べる。〈傀儡師〉が触れることを、ランディスは許さないかもしれない。それでも、僕にやらせてほしいんだ」


    



    　男が本気で頭を下げている。


    　それを見て、本当に間に合うのかなどと、ウィルには問いかけることができない。


    「……レン」


    「レンは、別にいいですよ。まだ、走れるです。イスカもいるです」


    　目を向けられて、イスカも頷うなずく。


    「あたしは、レンを信じる。あたしにできるのは、それだけだし」


    　ようやく、ウィルは頷いた。


    



    「──やってくれポールマン。〈霞曲〉の本当の翼を見せてくれ」


    



    　半年前、彼らは敵対していた。


    　それが、ようやく仲間になれた瞬間だった。
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    　ハイリッヒは、すでに〈スキーズブラズニル〉の監視に向かった。


    　イスカとレンも、シュタット・ヌルに向かって飛び立った。


    　ポールマンは、今必死で〈霞曲〉を改造している。


    　ウィルとジェシカだけ、手が空いてしまった瞬間だった。


    　ポールマンの邪魔にならぬよう、廃工場の外に出てウィルはジェシカに声をかける。


    「なあ、ジェシカ」


    「何？」


    「……無理してないか？」


    　以前とは違い、今度はウィルもジェシカを支えていることはできない。


    　ジェシカに背を向け、狙そ撃げきに専念することになる。


    　いつもジェシカがそうしているように、後ろから抱きしめてやることはできないのだ。


    　ジェシカは、凍えるように肩を抱いた。


    「無理じゃない。でも……」


    　怖いものは、怖いのだ。


    　ウィルは、ジェシカの手をキュッと握ってやった。


    「これなら、どうだ？」


    「……全然駄目。足りない」


    　厳しい注文だった。


    　渋じゆう面めんを浮かべるウィルに、ジェシカは背中を向けて寄りかかってきた。


    



    「ギュッとして。飛んでる間の分も、今」


    



    　甘えるような声に、ウィルは顔が熱くなった。


    「お、おう……」


    　肩から腕を回し、華きや奢しやな身体からだを抱き寄せる。


    　か細くて、しかし柔らかくて、甘い香りがして、鼓動が速くなる。


    「……もっとギュッと」


    　力を入れたら壊れてしまいそうなのに、まだ足りないという。


    　大切に、丁てい寧ねいに、しかし決して離さないように、怖くないように、ウィルは全身で包み込むように抱き寄せる。


    　腕の下で、ジェシカの心臓も速くなっているのがわかった。


    「もっと……」


    　顔を上げたジェシカの瞳には、涙が浮かんでいた。


    　紅潮した頰ほおに、濡ぬれた唇。それでいて、熱い吐息。


    



    　気がついたときには、自然と唇を重ねていた。


    



    　ピクンと体を震ふるわせて、それでも顔と顔とをさらに近づけてくる。


    　口づけを交わすのは、これで二度目だ。


    　一度目は、事故のようなものだった。


    　二度目は、互いに望んで。


    　渇きを潤うるおすように、舌と舌とが絡み合う。


    　甘さでもない、苦さでもない、ただ甘美な感覚が味覚を覆おおって口の中に広がった。


    　どれほどの間、そうやって互いを求めていただろうか。


    　耐えきれなくなったように、ジェシカの膝ひざがカクンと折れた。


    「あ、ふ……」


    「──おっと」


    　それを支えて、薄紫の瞳と視線が交わる。


    　いつの間にか夜が明けていて、射し込んだ朝日を浴びて金色の髪が淡く輝いて見えた。


    　──綺き麗れいだ。


    　素直に、そう思った。


    　唇の端から、一筋の唾だ液えきが[image: ]こぼれて顎あごへと伝う。


    　そのままめちゃくちゃにしてしまいたい衝動が込み上げてきて、しかもそれを止める理由が思いつかなかった。


    「ジェシカ──」


    



    「──できた！　間に合ったぞ！」


    　格納庫代わりの廃工場から、そんな歓声が響いた。


    　互いにビクッと飛び上がり、反射的に離れる。


    「……不ぶ粋すい」


    「……まったくだ」


    　ウィルたちのために全力を尽くしてくれたのだとは理解しているが、それでも批難せずにはいられなかった。


    　それから、気まずく視線を交わし合う。


    「その、なんだ？　なあ」


    「ええ、そう。まったく」


    　まったくもって正体不明の言葉を投げ合って、互いに噴ふき出した。


    「続きは、配達が終わってから、だな」


    　明後日あさつての方向に目を向けてそう言うと、ジェシカは不思議そうに首を傾かしげた。


    「続きとは何？」


    　──言わせんなよ……！


    　今までの行為もあって、痛いほど心臓が激しく鳴っていた。


    「ほら、この前の〈ファントム〉を墜おとしたあとの……」


    　そこまで言っても、ジェシカはわからないように瞬まばたきをしていた。


    「だ、だからつまり、俺とお前がしたことだよ」


    　ようやくジェシカは頷うなずいた。


    「また怪け我がをしたの？」


    「……へ？」


    　まるで話がかみ合っていないことに、ウィルも気付いた。


    「あ、あのさ。一つ[image: ]ききたいんだが、俺がシュネーにやられて不時着したあと、初めてしたっていうのは……？」


    「植物じゃ手に負えなかったから傷に直接干渉した。あんなことをしたのは初めて」


    「俺が受け入れたっていうのは？」


    「ウィルの血が足りなかったから、私の血をあげた。最初は拒絶反応があって大変だった」


    「そ、それじゃあ、服を脱いでたのは？」


    　さすがにジェシカの顔が赤くなるが、顔を伏せてボソボソと呟つぶやく。


    「雪で凍えてた。体をくっつければ、なんとかなると思った」


    　ガクウッと、ウィルは膝ひざを折った。


    　──じゃあ、ナニか？　全部、俺の、早とちりか？


    　一線を越えたと思ったら、ただの勘違いだった。


    　羞しゆう恥ち心しんで、もうなんか死にたかった。
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    　そんなウィルをキョトンとして見つめながら、ジェシカは淡く微ほほ笑えんだ。


    



    「ウィルが大切にしてくれてるのは、わかってる」


    



    　目が覚めて、ウィルがジェシカに言ったことだ。


    　──まあ、俺たちがバディなのは、なんの変わりもないんだよな。


    　先走った自分を愚かしく思いながら、ウィルは立ち上がった。


    「ああ。ジェシカは俺の大切なバディだ。何があっても、それだけは変わらない」


    　ジェシカは小さく頷うなずき返して、それからこう言った。


    



    「それで、続きって何？」


    



    「ふぐぅっ？」


    　純真な目を向けられ、ウィルは言葉に詰まった。


    　──そんなこと、言えるか！


    　あうあうと呻うめいていて、ウィルは空にそれを見つけた。


    「──合図だ！」


    　ひと筋の煙が上がっている。


    　色は、青だった。


    「飛ぶぞ、ジェシカ」


    「ええ、飛べる」


    　廃工場の中には、新たな力を与えられた〈霞か曲きよく〉が待っていた。
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    　飛び立ってすぐに、巨大な飛行船を視界に捉えることができた。


    　──来たな。


    　雪は止やんでいた。


    　空は相変わらずの曇り模様だが、視界は悪くない。風は航空服を着込んでも凍えるほどに冷たいが、背中に感じる温ぬくもりがそれを紛らわしてくれていた。


    　操縦席に跨またがるのは、ジェシカだ。彼女自身が手た綱づなを握るのは、実に半年ぶりになる。


    　対して、ウィルは背中合わせに腰かけている。


    　翼つばさ舟ぶねの後方に設置された郵便箱を抱きしめるように向かい、その上にライフル銃を乗せている。〈渡り鳥〉の誇りともいうべき郵便箱の上にこんな不ぶ粋すいなものを乗せなければならないのは腸はらわたが焼かれる思いだが、頑丈な郵便箱は頼もしく銃身を支えてくれていた。


    　──これなら、外す気がしない。


    　そうして見据える飛行船の周囲には、無数の飛行物が並走していた。


    「ジェシカ。やっぱり〈ファントム〉が護衛についてる」


    「ええ」


    　それを確かめて、引き金を絞り込んだ。初めて触れる銃でいきなり敵を狙ねらうほど、 ウィルも軽率ではない。


    　ドゥッと重たい音を響かせ、銃口が煙を噴ふく。


    　銃底から肩にハンマーで殴られたような衝撃が伝わる。


    　──反動は、銃じゆう機き槍そうの徹てつ甲こう弾だんよりずっと大きいな。


    　銃身からは二本の固定脚が伸びていて、こんなもので支えなければまともに命中させるのは難しそうな代物だ。


    　──だけど、これなら〈ファントム〉も墜おとせる。


    　着弾したのは五界里ミールほど先──飛行船の真下に転がっていた岩だが、それが真っ二つに割れていた。一界里ミール以内まで近づけば、木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕できるだろう。


    「ジェシカ。行けるか？」


    「ウィルはただ、撃てばいい」


    　どこまでも頼りになる答えだった。


    　そして、その銃声が開戦の合図でもあった。


    　飛行船を守るように浮遊する〈ファントム〉たちが、一斉に〈霞か曲きよく〉へと殺到する。


    「飛べ、ジェシカ。誰よりも強く」


    「飛ぶわ。だからついてきて、ウィル」


    　ジェシカが手た綱づなを大きく振るう。


    　グンッと息が詰まるほどの重圧を受けて、機体の向きが変わる。


    　飛行船の進路を阻はばむように機体を寄せたのだ。当然〈ファントム〉がそれを黙って見送るはずもない。


    　機首に装備された機関銃から、幾筋もの銃弾が吐き出される。寒風の中で[image: ]しやく熱ねつするそれは、真っ赤な筋を作って弾道を示していた。


    　遠距離からの狙そ撃げきに、ジェシカは撫なでるような手つきで手綱を左へ揺らす。


    　まるで空を滑るように、〈霞曲〉が三日月の軌跡を描いて上昇する。右の翼を大地に向け、垂直に傾いた翼つばさ舟ぶねに、機械から撃ち出された弾丸は一つとして掠かすめることもなかった。


    　二度、三度と機体を左右へ振り、銃撃を躱かわすうちに足の速い何機かが追いついてくる。


    「射程に入った」


    　短くそう告げて、筒状の照準を覗のぞき込む。前後二枚のレンズによって拡大された標的が、円の中に綺き麗れいに収まっていた。


    　撃つ。


    　無防備に直進してきた一機が、炎を噴ふき上げる。


    　機械がものを思うはずもないが、何が起こったのかも理解できないように翼を上下に震ふるわせながら墜おちていく。


    　──届く。


    　敵機もまた己を撃墜しうるだけの力を持つと理解したのだろう。


    〈ファントム〉が一斉に散開し、左右から挟み込むように飛翔する。


    　両翼後方から放たれる銃撃は、十字を描くように交差して〈霞か曲きよく〉を追い縋すがった。


    　ジェシカの手た綱づな捌さばきは巧みだったが、回避のたびに船速は落ち、他の〈ファントム〉たちにも追いつかれていく。


    　気がついてみれば、二十機を超える機影に囲まれていた。


    　苛か烈れつな弾幕に、ウィルですら狙ねらいをつける隙すきはなかった。


    　だが、逆境とは裏腹にウィルの心は落ち着いたものだった。


    　──この程度で、ジェシカを追い詰めたことにはならない。


    　かつて見たジェシカの空。


    　それは、こんなものを思わぬ機械に追いつかれる世界ではなかったはずだ。


    　ウィルの思いを肯定するように、ジェシカが金色の髪を振り払い、宣言した。


    



    「そろそろ、始める」


    



    　手綱を放棄するように緩ゆるめ、瞬発的に引き込む。


    　カクンとブレーキがかかったように機体が傾き────


    



    　そして、世界の全てが止まった。


    



    　音が消える。銃火の騒音も、風の声も。


    　背後から追従する〈ファントム〉だけではない。飛び交う銃弾ですらも、停止したように見えた。


    　硬直した世界で〈霞曲〉は鋭く下方へと滑り込むが、そこに照準を定めているはずの〈ファントム〉は一機としてその動きを追わなかった。


    　肌が、粟あわ立だった。


    　──何が、起こってる……っ？


    　気がついたときには、真上に〈ファントム〉の機体が浮かんでいた。


    　ほとんど無意識のうちに、ウィルは銃身を持ち上げ、そこへ狙いをつける。


    　重たい衝撃。


    　一瞬遅れて、直上の〈ファントム〉が爆発する。


    　それでようやく時間が動き始めたように、〈ファントム〉たちの動きが乱れて再び〈霞か曲きよく〉へと照準を定める。


    　だが、全て無意味だった。


    　ジェシカが再び手た綱づなを緩ゆるめ、そして今度は右へと振る。


    　またしても、世界が止まる。


    　逃げ場などないほどに放たれた弾丸の膜を、まるで素通りするように潜くぐり抜けていく。


    　そして、今一度〈ファントム〉が無防備な姿を晒さらして眼前に現れる。


    　その現象に、ウィルの体はなんとか反応してくれた。


    　ドゥッと鈍い衝撃を残して、〈ファントム〉が炎に包まれる。


    　──思い出した。


    　それは、およそ一年前のできごとだ。


    　雲界から上ってきたジェシカは、数十機からなる軍用翼つばさ舟ぶねをたった一人で撃退──いや、蹂じゆう躙りんして見せたのだ。


    　それは霧む鍵げん式しきや絶対言語レーゲル・ヴオルトのような、奇跡のような力ではない。


    　攻撃された瞬間、相手の死角に潜もぐり込み反撃を放つという純然たる技術だった。


    　言葉にすればそれだけの話だが、無数の視点から狙ねらわれていてその全ての目から消失するなど、あり得る現象ではない。


    　これは、そのときのジェシカの動きだ。


    　──いや、あのときより数段鋭い！


    　三度目。


    　ジェシカが手綱を緩めた瞬間、ウィルは自分も身構えていることに気付いた。


    　そして、瞬間的な旋回。


    　今なら、わかる。


    　──ついてきて、ウィル──


    　飛べと言ったウィルに、ジェシカはそう言ったのだ。


    　同じ翼に乗っているだけでは、この世界に連れていってもらえない。


    　ウィル自身の力で、ついていかなければならない。


    　ジェシカが言ったのは、そういうことなのだ。


    　──ついていくさ。


    　音が消えて、目が大きく見開かれる。


    　筋力が脱力から収縮に向かうような、瞬間的な集中力の加速が引き起こされる。


    　その急速な動きの変化に、空にいる誰一人としてついてくることができない。


    　そこにウィルがついていけるのは、背中に呼吸を感じられるからだった。


    　加速した世界を認識できるのは、その支配者たるジェシカと、その呼吸についていけるウィルだけなのだ。


    　世界から置いていかれた〈ファントム〉を、ウィルはただ撃ち落とすだけでいい。


    　三度、炎と共に一つの翼が墜おちていく。


    　体が震ふるえた。


    　機体の動き自体は、銃火と機体が起こす気流の変化に乗る空戦技だ。


    　そう。これは風乗りフエアリーターンだ。


    　ただ、その遥はるか上位の発展型だ。


    　蝶の世界バタフライ・ワールドとでも呼ぶべきだろうか、まさに神かみ業わざの、極限の空戦技だ。


    　そして、ウィルは次の瞬間思い知る。


    　──〈霞か曲きよく〉が、光り始めた……？


    　ある一定以上の出力に達すると、霧む鍵げん機き関かんは過負荷オーバーロードで発光現象を引き起こす。


    　この現象をもって、多段高速旋回ゴーストアクセルは空に機械をも[image: ]だます残像をばらまくのだ。


    　その現象が今になって起こったということは、それまでの空戦技がジェシカの技量のみで行使されていたということだ。


    　──これで〈霞曲〉の力が加わったら……。


    　止まった世界に、〈霞曲〉の残像が刻まれる。


    　こうなっては、もはや〈ファントム〉にはジェシカを捕捉する術すべすら存在しなかった。


    　敵機は目の前にいるというのに、見えないどこかから一方的に攻撃されている。その攻撃したと思える機影を発見したときには、すでに自分も撃墜されているのだ。


    　ジェシカが止めた世界で、一機、また一機と〈ファントム〉が墜ちていく。


    　瞬またたく間に装そう塡てんされた十発を撃ち尽くし、弾倉を排出して新たな弾薬を補充する。


    　長らくティエラの空を閉ざしてきた鋼鉄の翼が、たった一機の翼つばさ舟ぶねを前に瓦が解かいし始めていた。


    



    　空戦を始めて数分後。〈ファントム〉の数は半分以下にまで減少していた。


    「ジェシカ。飛行船を墜とす！」


    　ウィルたちが墜とすべき相手は〈ファントム〉ではない。


    〈スキーズブラズニル〉に搭載された二機のミサイルなのだ。


    　すでに有う象ぞう無む象ぞうと化した〈ファントム〉の群れを搔かい潜くぐり、〈霞曲〉は飛行船へと接近する。


    　──絶対に、外さない。


    　この船が速いとはいえ、それは飛行船としての話だ。その速度は〈ファントム〉には劣り、何より的としてはあまりに大きい。


    　外す要因が存在しない。


    　ウィルは気き囊のうに狙ねらいを定めて引き金を絞った。


    「──っ、防がれた？」


    　弾丸が届いたと思った瞬間、その表面で水面のような波紋が走った。


    　壁のような何かが阻はばんだのだとわかった。


    「……霧む鍵げん式しき」


    　ジェシカの唸うなるような声。


    　──なるほど……あの船に乗ってるのは、シュネーだったな。


    　ヒルダをも圧倒した霧鍵士だ。彼女の持つ《フィンブル》なら、この空で霧鍵式が使えてもなんら不思議はない。


    　それは、ウィルとジェシカの二人では敵かなわなかった相手が、今再び目の前に立ちはだかっているということだった。


    　──だけど、ここは空だ。


    　ヒルダがいなくても、〈霞か曲きよく〉がいる。


    　何より、ウィルたちが目指す場所は、シュネーが生きた八千年という時間で誰も翔破できなかった最果てだ。


    　そのために、空のない国へ空を渡ってきたのだ。


    



    　──俺たちに、届かない空なんて、ない。


    



    　笑みさえ浮かべて、ウィルはジェシカに問いかける。


    「どうやって防いでる？」


    「球体形の障壁。隙すき間まはない」


    　どうやら、なんらかの膜を作っているらしい。


    　──でも、確かに揺らいだ。


    　破壊はできなかったが、着弾で変化はあった。


    　まったくの無力だったなら、その変化すら起きなかったはずだ。


    「──狙ってみる。加速してくれ」


    　どうやって破るか、とはジェシカも[image: ]きかなかった。


    　ただ一つ頷うなずくと、飛行船の側面へと回り込む。


    　船腹に配置された砲門が、迎撃を始める。


    　静かに息を吐いて手た綱づなを緩ゆるめ、瞬発的に振るう。


    　爆発的に高められた脳の機能が、世界を加速させる。


    　ドゥッ──一撃目。


    　やはり波紋のような障壁に阻まれる。


    　その力及ばなかった弾丸に、ウィルはすでに照準を合わせていた。


    　ドウッ──二撃目。


    　波紋が消える前に放たれた弾丸がさらに着弾する。


    　障壁の揺らぎが大きくなり、波紋に飛沫しぶきが弾ける。


    　ドゥッ──さらに三撃目！


    　乱れた膜へ止とどめのように突き刺さるが、さらに大きく揺さぶることはできなかった。


    　そして、そこで世界はまた動き始める。


    　砲火の音が耳じ朶だを打ち、負荷のかかった眼球がズキンと痛む。


    　──駄目か？


    　飛行船の障壁は、再び静けさを取り戻している。


    　砲撃は薄い膜を素通りするらしく、小さな波紋を広げるだけで穴が空いている様子もない。


    　──いいや、まだだ！


    　効果はあった。


    　破れなかったのは、精度が足りないからだ。


    　──もっと鋭く。


    　針のようにただ一点のみを狙ねらい続けたなら、必ず届く。


    　弾倉を排出して、ウィルは呼吸を整える。


    「ジェシカ、もう一度！」


    　一度目は破れなかった。


    　それでもジェシカはひと言の疑問も口にしなかった。


    　再び砲撃を躱かわし────


    



    　そして、世界が加速する。


    



    　一発。


    　ウィルは見た。


    　着弾した弾丸は、ひしゃげて押し潰つぶされるように砕けていた。


    　二発。


    　砕けた弾丸に重なって、新たな弾丸が衝突する。


    　またしても弾丸は砕けるが、寸分違たがわず同じ位置を穿うがった一撃に波紋が押し退のけられる。


    　三発。


    　まだ貫けない。


    　肩にかかる衝撃に、骨が外れそうだ。


    　だが、着弾した弾丸は砕けなかった。


    　──まだだ！


    　四発。


    　形を保っていた弾丸が、さらに押し込まれる。


    　波紋は大きく抉えぐられ、すり鉢状に陥没した膜の姿を顕あらわにしていく。


    　そして、五発。


    　針の孔あなを通すような、精密五連射。


    　パシャンと飛沫しぶきを撒まき散らし、飛行船を包む障壁がついにはじけ飛んだ。


    「やった！」


    　背中でジェシカも歓喜の声を上げた。


    　障壁を貫いた弾丸は、そのまま気き囊のうの装甲を撃ち抜いていた。


    　ドンッと、飛行船が炎を噴ふき上げる。


    　大破には至らぬものの、煙を噴いて高度が下がっていく。


    　──あとは、ミサイルだけだ！


    　そうして、狙ねらいを定めようとしたときだった。


    



    「──ウィル！　ミサイルが」


    



    　グラリと揺れる飛行船から、二発の爆弾が射出されていた。


    　──狙えない……！


    　船腹から狙そ撃げきに回っていたウィルの位置から、船底から放たれたそれを撃つことはできなかった。


    　熱を噴いて加速していくミサイルに、ジェシカが操縦席のレバーに手をかけた。


    「ウィル」


    　それは、この大陸に渡ってから追加されたものだった。


    〈霧きり〉のない空を渡るために、ウィルとジェシカが悩み悩んで増設した機能だった。


    　空の門を越えるために、〈霧〉を貯えた増槽へと繫つながるものだ。


    　空のない国で、再びウィルたちを飛ばせてくれたのがこの増槽だ。


    　同時に、翼つばさ舟ぶねの荷重を著しく増やしているものだった。


    　そのレバーを引くことで、増槽は〈霞か曲きよく〉から切り離される。


    　引き替えに、最高の速さを得ることができる。


    　──今まで、ありがとうな。


    　目を閉じ、一瞬の黙もく禱とうを捧げてウィルは口を開いた。


    



    「やっちまえジェシカ。〈霞曲〉に、本当の空を飛ばせてやれ！」


    



    　ガコンと小さな揺れを残して、二つの増槽が機体から切り離される。


    　そして、〈霞か曲きよく〉は輝く。


    　鮮烈に、青く、激しく。


    



    
      [image: ]

    


    



    　光が、尾を引いていた。


    　箒ほうき星ぼしのように、〈霞曲〉が加速していく。


    　ポールマンが内蔵した《宿り木の槍ミストルテイン》の欠片かけらを燃焼させ、持てる全ての力を吐き出すように輝いて。


    　操縦席に背を向けるウィルには確かめることができなかったが、速度計は時速一八〇界里ミールをあっという間に振り切っていた。


    　──まだ、加速するのか……！


    　息が詰まる。


    　手た綱づなを握るジェシカの口からも、苦しげな吐息が[image: ]こぼれる。


    　すでに、搭乗者の体を剝むき出しのまま飛行してよい速度ではない。


    　それでも、ミサイルにはまだ追いついていない。


    　──ヤバイ、意識が……。


    　かつてない重力に、目の前が暗転しかけたときだった。


    　ピシンッ──


    　何かが、割れたような音が聞こえた。


    　途端に、呼吸が楽になる。


    　──なんだ？


    　肩越しに振り返ると、〈霞曲〉の機首から青白い粒子が[image: ]あふれていた。それがオーロラのような膜となって、泥のように重たい大気から守ってくれていた。


    　それは、ジェシカが歌うときに放出される光に似ている気がした。


    



    『────────────────────』


    



    　そして、風の中に詠うたのような旋律が流れる。


    「絶対言語レーゲル・ヴオルト……？」


    　ジェシカのものではない。


    　──〈霞曲〉が、歌ってる……。


    　無機物である翼つばさ舟ぶねにその表現はナンセンスかもしれない。


    　だが、ウィルの耳には聞こえるのだ。


    　とある男の夢に乗った、二人の少女の歌声が。


    　──そうか。お前だって、たくさんのものを託されて、ここまで飛んできたんだよな。


    　この空は、ウィルとジェシカだけのものではない。


    〈霞か曲きよく〉もまた、共に飛ぶ相棒なのだ。


    「──追いついた」


    　ジェシカの声に目を向けると、一〇〇界碼ヤルドもないだろう距離に二機のミサイルが飛行していた。


    　──前に出ないと、狙そ撃げきできない。


    　いかに〈霞曲〉に守られているとはいえ、ウィルは後ろ向きに座っているのだ。この風圧の中で銃を前に向けることは不可能だ。


    　ジェシカもそれがわかっているのだろう。


    　二機のミサイルの間を[image: ]ぬうように直進した。


    　ただ、ウィルたちは知らなかった。


    　このミサイルは、飛行船の船底に搭載されていた。下から見上げることしかできず、その上部を観測することはできなかった。


    　その解き放たれた上部には、なぜか搭乗席を思わせるガラス張りのパネルが嵌はめ込まれていた。


    　そして気付く。この翼つばさ舟ぶねほどもある大きさの爆弾に、ただ直進させるにはずいぶんと大きな翼がついていることに。


    　──おい、まさか……。


    　寒気を感じた。


    　それは、ジェシカも同じだったのだろう。


    　切迫した声こわ音ねで叫んだ。


    「ウィル、来る！」


    



    　二機のミサイルは、それ自体に意思があるように散開した。


    



    　──こいつも〈ファントム〉だってことか！


    　ウィルも[image: ]うわさ程度には聞いたことがあった。


    　蒼そう界かいで考案された初期のミサイルには、人が直接乗り込んで誘導するといったものが存在したのだ。爆撃の寸前で搭乗席ごと脱出するのだが、無人機械の技術を持つティエラならば炸さく裂れつの瞬間まで操作することができるだろう。


    　そして、これが〈ファントム〉だというならば、ただ飛ぶだけの的であるはずがない。


    　パクンと、ミサイルの外装が剝はく離りする。


    　そこから、弾丸を思わす小型ミサイルの束が覗のぞいていた。


    　──ミサイルにミサイルを積んでやがるのか？


    　心底設計者の神経を疑う。


    　だが、ここで苦情を述べたところでミサイルは止まらない。


    



    　大型ミサイルから、小型ミサイルの群れが射出された。


    



    「くぅ……っ」


    　ジェシカが手た綱づなを振るい、世界が加速する。


    　だが、そこはすでに翼つばさ舟ぶねの技術が存在できる世界ではなかった。


    　力を持つのは純然たる速度だけ。翼舟の概念で渡るには全てが違い過ぎる。ウィルにとっても、ジェシカにとっても、完全な未知の領域だ。


    　それでも、ジェシカは天才だった。


    　一瞬の減速ですら直撃に繫つながるミサイルに追われながら、それでも機体一つ分のズレを生みだして残像を紡つむぐ。


    　小型ミサイル群は残像を貫くが、次の瞬間にはその向こうにいる〈霞か曲きよく〉の存在を認識して追尾を再開する。


    　──追尾弾か……！


    　逃のがれるには、撃墜するほかない。


    　だが、先ほど飛行船の障壁を砕いた直後で、残弾は五発。この速度で装そう塡てんは不可能。追尾する小型ミサイルの数は数十に上る。


    　圧倒的に、手が足りない。


    　ジェシカは懸命に残像を生みだし、追尾弾を攪かく乱らんする。


    　真後ろを向いたウィルの目には、自分を追尾する小型ミサイルが発煙の尾を引きながら鋭角に反転する姿が見えた。


    　どれほど〈霞曲〉が左右に揺さぶろうとも、その揺さぶりのままに軌道を屈折させて追尾し続ける。


    　逃れられない。


    　ジェシカの腕でも、いつかは追いつかれる。


    　それでも、ウィルは自分でも驚くほど落ち着いていた。


    「ジェシカ、上だ！」


    　ウィルの声に応えて、ジェシカは直上へと上昇を始める。


    　その手綱捌さばきもまた残像を紡いで追尾弾を惑わすが、次の瞬間には真上の〈霞曲〉を認識して向きを変える。


    　芸術的なまでのジェシカの腕についてくる追尾弾もまた、見み惚とれるほどに美しい軌跡を残して空を駆け抜けていた。


    　──だけど、お前らに喰くわせてやれるのは銃弾こいつだけだ。


    　正しく追尾するがゆえに、ウィルの目にはその先が見える。


    　ジェシカが再び機体を振り、残像を作ったときだった。


    



    　先頭の追尾弾が鋭角に軌道を屈折させる──その瞬間を、ウィルは撃ち抜いた。


    



    　追尾弾の先端を抉えぐった弾丸は、さらにその後ろから追い縋すがる次の弾頭へとぶつかる。


    　そうして三つ目の弾頭に衝突したところで、ようやく最初の追尾弾が爆発を起こす。


    　同時に三発の弾頭が炸さく裂れつし、その後ろから迫る追尾弾を巻き込んでいた。


    　ジェシカですらも息を呑のんで、後ろを振り返る。


    「まだだ！」


    　多数の追尾弾を巻き込みはしたが、爆炎を貫いてまだいくつもの弾頭が追い縋る。


    　──だが、弾道は見切った。


    　再び残像に釣られて反転する追尾弾を、対物ライフルが貫く。
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    　そこで、ジェシカが悲鳴じみた声を上げる。


    「ウィル！　ミサイルがもう」


    　眼下にはシュタット・ヌルの廃はい墟きよが迫りつつあった。


    　二度の迎撃で、追尾弾の数は目に見えて減少している。


    　ジェシカが手た綱づなを振るい、上昇から急降下へと軌道をねじ曲げた。


    　強烈な重力に肺の中の空気が[image: ]こぼれるが、残りの追尾弾を大きく引き離す。


    　降下する先に、ミサイルの一つが見えた。


    〈霞か曲きよく〉はミサイルを追い抜き、地面すれすれで水平飛行へと移る。そのときには、ウィルも引き金を絞っていた。


    　ドンッ──目も眩くらむような炎を撒まいて、ついにミサイルが破裂した。


    　──もう一つは！


    　発射されたミサイルは二機だ。


    　もう一機を探して、前方を飛行するそれを発見する。


    　──追いつけるか？


    　すでにシュタット・ヌルは目の前だ。いくら〈霞曲〉の速度でも、衝突までには間に合わない。


    　それがわかったから、ウィルは肩越しに銃口を前方へと向けた。数十発と連射してきた銃身が発熱して肩を焼く。


    「ジェシカ。耳塞ふさいでろ」


    　その言葉に、ジェシカが頭を抱かかえるように伏せ、耳を覆おおった。


    　そして、引き金を引く。


    



    　解き放たれた弾丸は、吸い込まれるようにミサイルへと着弾した。


    



    　爆炎が広がり、ミサイルがその姿を消失させる。


    　だが────


    「──しまった！」


    　無理な姿勢から撃ったことで、ウィルの手から対物ライフルがこぼれ落ちる。


    　後方からは、まだ残った追尾弾が迫っていた。


    　銃撃に対して身を伏せてしまったジェシカには、それを避よけることができなかった。


    　──直撃……？


    　避けられない。


    　撃墜できない。


    　身を強こわ張ばらせたときだった。


    



    　柄のない剣の群れが、追尾弾を薙なぎ払った。


    



    　一瞬遅れて、爆炎が広がる。


    　──今のは……！


    　あっという間に追い抜いてしまったが、そこに一機の翼つばさ舟ぶねが飛行していたのを、ウィルは確かに見た。


    　──北を目指せ。その先で、また会うこともあるだろう──


    　そう言って別れた、ある男がいたのだ。


    　最後の最後でウィルたちを救ったのは、裏切り者の剣だった。


    　閃せん光こうのように翔かける〈霞か曲きよく〉は、シュタット・ヌルの空へたどり着いていた。

  



  
    エピローグ


    



    「──見つけたです！」


    



    　レンの声に、イスカも緊張しながら頷うなずいた。


    　シュタット・ヌルを少し外れた線路に、解放軍の機関車は停車していた。


    　──レンが壊したせい？


    　あるいは、ただミサイルから逃のがれるためだろうか。


    　ただ奇妙なことに彼らは全員、機関車から降りて空を見上げていた。


    　真っ白な容よう貌ぼうをしたアルトは目立つ。車両から降りた集団の中に、彼女の姿はすぐに見つけることができた。


    「アルトさん！」


    　黒こく狼ろうが地面に着地した瞬間、イスカは飛び出した。


    　──こんなこと、続けさせちゃ駄目だ。


    　だが、イスカが駆け寄っても彼らはまるで反応しなかった。


    　自分たちの指導者に摑つかみかからんばかりの勢いだというのに、意にも留めていない。


    　──あたしが逆らわないとでも思ってる……？


    　不気味に感じながらも、イスカはアルトの正面に回り込んだ。


    「アルトさん、ここにミサイルは届きません。アルトさんのやり方は間違ってます。もう、やめて……？」


    　アルトは、イスカを見てはいなかった。


    　王の代用品として、計画の中核として、決して逃のがれられないと呪のろいまで残したというのに、そのイスカに見向きもしていない。


    「……あとに、してくれるかしら？」


    　聞いたイスカまで胸が痛むほど、憧しよう憬けいに満ちた声だった。


    「アルトさん……？」


    　イスカに一いち[image: ]べつも返さず、アルトは空に向かって手を伸ばす。


    「私が見た空と、あなたが見た空は違う」


    　呟つぶやくアルトの瞳から、一筋の涙が伝った。


    



    「これが、あなたが見た空──〈渡り鳥〉の空なのね？」


    



    　遠くから、銃火と砲撃の音が伝う。


    　振り返るのに、わずかな勇気が必要だった。


    　キュッと手を握り、小さく息を整え、ゆっくりと振り返る。


    　そこで、いくつもの光が踊っていた。


    　──ううん、光ってるのは、本当は一つだ。


    　イスカは知っている。


    　ウィルとジェシカが駆る翼つばさ舟ぶねが、光と共に残像を放つことを。


    　ただ、それはイスカの知るそれより遥はるかに鋭く、鮮烈だった。


    　見上げずにはいられない、高く、眩まぶしい空だった。


    　夜明けの光を浴びる二機のミサイルに、流星のような光が追いつく。その時点で、すでに常識的な飛行速度でないことは明らかだ。


    　ミサイルからはいくつも追尾弾が発射され、流星のような翼舟が残像と鋭角の旋回を駆使して躱かわしていく。


    　翼舟と追尾弾から尾を引く光は、屈折した軌跡を残して東の空に残った暁ぎよう闇あんを刃物のように斬きり裂さいていた。


    　──綺き麗れい……。


    　完成された芸術品を目にして、人々は感動を覚える。関心を抱く者ならば心が震ふるえることもあるだろう。


    　それも、興味のない者にとってはただのものだ。


    　彼らを魅了するのは、芸術品そのものではなく、他者から与えられた評価だ。


    　なぜなら、それはすでに完成されてしまったものからだ。


    　完成されたということは、創造者にとってもすでに完結した過去だからだ。終わってしまった物語だからだ。いかにエネルギーに満ちたものだとしても、そこから発展することはないからだ。


    　だが、もしもそれが目の前で誕生しつつあるとしたらどうだろうか。


    　いかに無関心だろうと、立ち止まらずにいられるものだろうか。


    　今、ここで、変化し、創造されていく奇跡に気付いて、足を止めずにいられる者など、果たして存在するのだろうか？


    　まして、ここにいる者はみな空を求めて足あ搔がき、ぶつかった者たちなのだ。


    　空に紡つむがれる奇跡は、瞬まばたきをした瞬間に消えてしまうほど儚はかなく、そしてそのたびに新たに生み出されている。


    　そこで常に命を天てん[image: ]びんにかけて飛び続けている少年と少女がいることを、イスカは知っているのだ。


    　アルトも、解放軍の人間たちも、それを知っているはずなのだ。


    　自分たちと同じ、ただの人間が飛んでいることを知っているのだ。


    　あの空が決して手の届かない幻想ではなく、たった一つの夢を目指して飛び続ける少年少女が紡いでいると、知っているはずなのだ。


    　そんな空に魅せられたように、また一つの光が空に浮かぶ。


    　──あれって、さっきの翼つばさ舟ぶねの人……？


    　ビルギッドといっただろうか。ウィルがずいぶん気にかけている相手だった。


    　やがて二機のミサイルのうち、一機が撃墜される。


    　ほどなくして二機目も撃墜されるが、そこで流星に追尾弾が追いついてしまう。


    　その追尾弾の群れを、新たな翼舟が薙なぎ払う。


    　──いいなぁ……。


    　この奇跡のような空で、最後の一色とはいえ、綾あやを添えることができたビルギッドが酷ひどく羨うらやましかった。


    「イスカ、伏せるです！」


    「へ……──きゃっ？」


    　レンの声に気付いたときには、イスカたちのすぐ真上を、箒ほうき星ぼしのような翼舟が駆け抜けていた。


    「──もうっ、ウィルさんたち、危ない」


    　彼らの方も余裕がなかったのだろうが、なんとも心臓に悪い出来事だった。


    　隣を見れば、同じように尻しり[image: ]もちをついて呆ぼう然ぜんとしているアルトと、目が合った。


    



    「「ぷっ──あはははははははは！」」


    



    　どちらからともなく笑い声を上げていた。


    　イスカは、アルトに手を差し出す。


    「アルトさん。あの人たちも、空の最果てを目指してるって言ってました」


    　吸い込まれてしまいそうなほど広大で、そして恐ろしい雲界を見下ろして、ウィルはどこまでも楽しそうにそう語った。


    「きっと、あの人たちならたどり着けるんだろうと思うし、あたしはそんな空をいっしょに飛びたい」


    　──空が飛びたい？──


    　ティエラの人間が壁の外に出られないと知ったとき、そう言ってくれたのはジェシカだった。そして、いっしょに空を飛ぼうと言ってくれたのだ。


    



    「ティエラが滅びなくたって、人はいつか空の最果てに届きます。あたしはそれが見たい。アルトさん、十年前の夢じゃなくて、あたしと同じ夢を見るわけにはいきませんか？」


    



    　アルトが目を見開き、小さく身み震ぶるいした。


    「ふ、ふふふ……」


    「アルトさん……？」


    「あなたがどういうつもりだとしても、やっぱりあなたは女王になるわ」


    　以前と変わらぬ言葉にイスカは息を呑のむ。


    　ただ、不思議とそこからかつての狂気は感じられなかった。


    「本当に、参っちゃうわ。あなた、今自分が何をしたかわかってるの？」


    「何をって……」


    「十年間、私たちを支えてきた信念を、根っこからへし折ったのよ」


    　そう言って、解放軍の他のメンバーへ目を向ける。


    　いつの間にか、イスカは彼らに注目されていた。


    　しかしその視線は悪意や妄もう執しゆうに歪ゆがんだものではなく、純粋な期待の籠こもったものに思えた。


    「彼らは、あなたの言葉に魅せられてしまった。十年前の夢より、あなたが語る夢に従ってしまったわ」


    　アルトの言葉に、解放軍の面々が狼狽うろたえる。


    「アルトさん、俺たちは何も裏切るようなことは……」


    「いいのよ。ほかならぬ、私が手を取りたいって思ったんだから」


    　首を横に振って、アルトは微ほほ笑えむ。


    「ねえ、人が自分から従いたいって思えるあなたは、やはり王の器なのよ。このティエラを根底から変えることができるとしたら、それはあなただけだわ」


    　そう言って、アルトは後あと退ずさる。


    「だから、今さらこんなことを頼むのは都合がよすぎると思うけれど、他のみんなのこと、許してもらえないかしら。みんな優秀よ。きっとあなたの力にもなれる」


    　その言葉に、解放軍のメンバーも面食らったような顔をする。


    　だが、その言葉の中に彼女自身の身柄が含まれていなかったことに、イスカも気付いていた。


    「アルトさん、考え直しては、もらえないんですか？」


    　イスカは唇を嚙かんだ。


    　たった一人になっても、アルトは計画を続けるつもりなのだ。


    　ミサイルも撃墜され、独りになって、続行など不可能だというのに、それでも止まれないのだ。


    「私は、いっしょには行けないわ。悪いこともたくさんしちゃったし……何より、あの人の夢が忘れられない。立ち止まったら、もうどこにも行けない。新しい夢なんて、見られないの」


    　イスカにも、わかってしまった。


    　──この人は、夢を見失ったんじゃない。縋すがってたんだ。


    　誰かを失った隙すき間まを、夢で無理矢理塞ふさいでいた、一人の脆もろい人間だったのだ。


    　だから、イスカは止めなければならないと感じた。


    「そんなのおかしいです！」


    「──イスカ」


    　縋るように手を伸ばすイスカを、レンが止めた。


    「ウィルたちが空の最果てを目指して止まらないみたいに、この人も止まれないです。イスカの言葉でも、届かないですよ」


    「だって、レン！」


    「──でも、もっと近い他の誰かの言葉なら、届くかもしれないです」


    「え──？」


    　レンが見上げた先に、一機の翼つばさ舟ぶねが降りようとしていた。


    　──ウィルさん……？


    



    「ここから先は、〈渡り鳥〉の仕事です」
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    『ほら、ハイリッヒさん。これが空ですよ？　ティエラが失った、遮さえぎるもののない空です』


    



    　飛行船の甲板で、無骨な防護服に身を包んだ女性が笑う。


    『わかったから船室に戻るぞ？　防護服があるといっても、百パーセント〈霧きり〉を遮断するなんて不可能なんだから』


    　同じく分厚い防護服に身を包み、動きにくそうに神父が言う。


    　壁の外で見上げる空に陶酔する彼女の耳には、届いていないようだが。


    『ほら、そろそろ落ち着いて周りを見てみたまえ。我々のような格好をした者がウロウロしていては、他の客も気味悪がるのではないかな？』


    　ティエラの人間にとって、雲界の〈霧〉は猛毒だ。


    　蒼そう界かいの住人のように、直接触れなければいいという次元のものではない。空気に混入するわずかな量を吸っただけでも汚染症にかかる。


    　今回はミストルティン・プロジェクトの中核を担う《ミストルティン》の受け取りのため、王から特別にこの防護服を与えられたのだ。


    　シュコーッとマスクから不気味な音を漏もらしながら、女性が腰に手を当てる。


    『この格好が迷惑なことくらいわかってますよ。だからこんな隅っこにいるじゃないですか』


    　きっとこのマスクの下では愛らしく頰ほおを膨ふくらませているのだろうが、現実に目の前にいるのはコーホーと不気味な音を立てる性別不明の防護服だ。


    　神父は根気強く女性を宥なだめる。


    



    『王の代行者という、自分の立場も少し憂慮してくれたまえ、アルト』


    



    　そう言われて、ようやくアルトもおとなしくなった。


    　シュンと肩を落として、不満げに指を絡める。


    『まったく、なんで王は私なんかにそんな大役を押し付けたんでしょうか。まだハイリッヒさんが使命される方が納得できます……立場的に、ですけど』


    　神父は肩を竦すくめた。


    『ではこう考えてみたまえ。三十代の駄目な中年男性と、若く明るい二十歳の娘。命令されるとしたらどちらがよいかね？』


    『私は三十代中年男性でかまいません。もう少ししっかりしてもらいたいところですけど』


    　言い合っていると、ガチャリと扉が開いた。


    『──っ？』


    　扉から出てきたのは、幼い少女だった。まだ五、六歳といったところだろうか。甲板を吹き付ける強風を浴びれば、飛ばされてしまいそうなほど小さい。


    【翠みどりの髪、か……】


    　ほのかに輝いて見える、不思議な色の髪だった。


    　神父たちの防護服に驚いたのだろう。少女はビクッと身を震ふるわせていた。


    『これはすまない。驚かせてしまったかな？　お詫わびをしたいところだが、残念なことにこの格好ではアルコールの一杯も口にできなくてね』


    『こんな小さい子に何飲ませる気ですか！』


    　さすがにゴンと頭を叩たたかれた。


    　緊張感のない二人に、少女もようやく笑い声を上げる。


    　小さく頭を下げて、少女は甲板に進んだ。どうやら自分たちと同じように、空を眺めに来たらしい。


    　それを見送って、アルトが不安げな声を漏もらす。


    『今の子、独りで大丈夫でしょうか？』


    『ああ、それなら心配ない。彼女はこの船の賓客ＶＩＰだ。甲板にも兵士らしい連中が何人も出ているだろう？　全て彼女の護衛だよ』


    　彼女がマスクの下で、ポカンと口を開いたのだろうとわかった。


    『そ、蒼そう界かいの王女さまとかですか？』


    『いや。絶対言語レーゲル・ヴオルトといったかな。霧む鍵げん式しきの中でも極めて高度な力の持ち主らしい』


    『それって、まさか……』


    



    『ああ。彼女が《ミストルティン》の所有者だ』


    



    　アルトが慌てた声を上げる。


    『わ、私たち、挨あい拶さつしないと！』


    『落ち着きたまえ。この格好で言われては、向こうも困るだけだ』


    　そんなことより、神父としてはアルトを〈霧きり〉の濃い甲板から遠ざけたいのだ。


    　そんな神父の視線にようやく気付いてくれたのか、彼女も踵きびすを返した。


    『ハイリッヒさんが心配してくださってるのは、理解してますよ。ちょっとだけ、空が見たかっただけです。もう戻りますよ』


    　ようやく聞き分けてくれたアルトに、神父はホッと胸を撫なで下ろす。


    　そうして鋭く目を向けたのは、少女がいる甲板だった。警備する兵の中には神父や女性と同じ格好をした者も数名、紛れ込んでいる。


    



    【ソルダートを随行させて正解だったな。どうにも、きな臭くさい感じだ】


    



    　アルトは知らない。


    〈七つの鍵かぎ〉は最古にして最強の霧む鍵げん式しきだ。その中でも《ミストルティン》は現存する数少ないオリジナルだ。数多あまたの霧む鍵げん士しが欲する至宝だといえる。


    　それが、蒼そう界かいから交流の途絶えつつあるティエラに献上されるのだ。それを快く思わない者がいないわけがない。


    　ティエラ王にはある目的を誓い合った盟友がいる。


    　彼らを頼って情報規制を徹底し、なんとかここまで漕こぎ着けたのだが、神父の胸中には嫌いやな予感が込み上げてならなかった。


    　そうして船内に戻ろうとしたときだった。


    



    　爆音と共に、船が大きく揺れた。


    



    【爆発？　くそっ、やられた！】


    　続けて、甲板で銃声が響く。兵士の中に、敵が紛れ込んでいるのだ。


    　神父が壁に縋すがりつくと、防護服姿のソルダートたちが駆け寄ってくる。


    『こっちはかまうな！　貴様らは賓客ＶＩＰを守れ！』


    　ここであの少女を失えば、ミストルティン・プロジェクトは終わりだ。


    【アルトは、俺が守ればいい】


    　それができるだけの力が、神父にはあるのだから。


    　ソルダートたちは忠実に任務に従い、少女を守る盾たてとなって船尾へと移動していく。あちらには脱出艇ていも設置されており、船室へ続く扉もある。


    　ちらりと上空を見上げると、配達の途中なのだろうか。二機の翼つばさ舟ぶねが飛翔していた。


    　それが何か特別なものには感じたが、神父は船内へと急いだ。


    



    　船内を駆ける。


    【まだ、そんなに離れていないはずだ】


    　甲板でアルトを見送ったのは、ほんの数分前のことだ。


    　中を進んで、神父は目を見開く。


    　通路に、防護服姿の誰かが倒れていた。


    『アルト！』


    　駆け寄ると、防護服の腕がわずかに持ち上がる。


    『ハイリッヒ……か？』


    【アルトじゃない】


    　そのことにホッとしながら、倒れている男を抱かかえ起こす。


    『おい、しっかりしたまえ。何があった？』


    『わ、わからない。船のやつらに、いきなり撃たれて……。アルトさんは、なんとか、逃げられ、た……』


    　通路の奧を示して、男の体から力が抜けた。


    　死んだ。


    【弔とむらいは、すまない。後回しだ】


    　仲間の骸むくろを置いていくことを申し訳なく思いながら、神父は駆けた。


    　扉から霧む鍵げん式しきらしい銃を持った男が現れ、神父はそれを二挺ちようの拳銃でねじ伏せる。


    　そうして、ようやく奧の部屋に飛び込んだときだった。


    



    　そこに、真っ白な少女が立っていた。


    



    『アルト……いや、シュネーか……？』


    　彼女がこの船に乗っていることは、神父も知っていた。


    　シュネーこそが、ティエラ王の盟友の一人なのだ。


    【あいつは、何をやっている？】


    　他に、もう一人仲間がいたはずなのだが、ここにはいないようだ。


    『キャハハ、私を誰と見間違えてるのぉ？』


    　少女の悪態に、いつもほどの嫌いやみは含まれていなかった。


    　それというのも────


    『アルト！』


    　少女の視線の先に、防護服姿の女性が倒れていた。


    　抱かかえ起こすと、防護服のマスクは真っ赤に染まっていた。血だ。


    『あ、はは……。ハイリッヒさんの言うこと、ちゃんと、聞いとく、べき、でした……』


    『まったくだ。これに懲こりたら、少しは神と俺を敬うやまいたまえ』


    『神さまは、ともかく、ハイリッヒさんは、ちょっと……』


    　マスクの向こうの瞳から、光が消えつつあった。


    『ああ……。ハイリッヒさんと、空、見たかったなあ……』


    『大丈夫だとも。これからいくらでも見える。そのために、君はがんばってきたんだろう？』


    『鈍、感……。わ、たし、は……、ハイリッヒさんに、空を、見せた、くて……』


    　アルトが咳せき込む。


    　ビシャリとまたマスクが吐血に濡ぬれる。


    　神父は気付いた。防護服の胸の位置に、小さな穴が空いていることに。そこから、止めどもなく血が[image: ]あふれ続けていることに。


    



    『こんなの、嫌いやだ……。私、まだ、空を……死にたく、ないよぉ……ぅ』


    



    　アルトの手が、力なく落ちる。


    　瞳から光が失われ、呼吸が止まっていく。


    『シュネー。お願いだ』


    　白い少女は冷たくそれを見つめ返す。


    『あんたさぁ、それがどういう意味か、わかってて言ってるわけ？』


    『……頼む』


    　頭を下げる神父に、白い少女は悪意の籠こもった笑みを浮かべる。


    『そうねぇ、やってあげてもいいけど、一つ条件があるわ』


    『なんでもする！　お願いだ』


    　少女が笑い声を上げる。


    『キャハハ！　聞いたわよ？　なんでもするって』


    　白い日ひ傘がさを、アルトの胸に突きつける。


    　胸の傷から血が止まり、ビクンと体を震ふるわせる。息を吹き返したのだとわかった。


    『これでこいつが死ぬことはなくなった。今度は私との約束に答えてもらうわよぉ？』


    　青い双そう眸ぼうを細めて、白い少女はこう言った。


    



    『──あんたがこいつに会わないこと──それが、私の出す条件よ』


    



    　そう言って、耳元に唇を近づける。


    『でも、絶対に会うなっていうほど、私も意地悪じゃないつもりよぉ？　どうしても会いたくなったら────』


    　そこで、とうとつに〈封ふう書しよ〉の記憶は途絶えていた。


    



    
      [image: ]

    


    



    「噓うそ……」


    　愕がく然ぜんとして、アルトは〈封書〉を取り落とした。


    「代行者は、私……？　そんなことって……」


    　震えながら、顔を覆おおう。


    「アルトさん……？」


    　そこに、イスカが慌てて駆け寄る。


    　──何が記されてたんだ？


    　ミサイルを撃墜して、ウィルたちはアルトに〈封ふう書しよ〉を届けていた。


    　だが、〈封書〉を読んだアルトの顔に浮かんだのは、絶望だった。


    　イスカに触れられて、アルトはハッとしたように自分の胸を押さえる。


    「あ……」


    　そこで、決定的な何かを知ってしまったように、膝ひざをつく。


    「そう、か……。あのとき死んだのは、ハイリッヒさんじゃなくて……ああ、だから、ハイリッヒさんは私の前からいなくなって、私は逆だと思って……」


    　それから、泣きそうな顔でイスカを見上げる。


    「ねえ、イスカさん……。私、まだやり直せるのかなあ？　私、もう、死んじゃってるけど、まだ空を追いかけてもいいのかな？」


    　見ていられなくなったように、イスカはアルトを抱きしめた。


    「アルトさんの言ってること、よくわからないです。でも、アルトさんはちゃんとここにいます。やり直したいって思ってくれるんなら、絶対に大丈夫です」


    　縋すがるようにイスカの腕に摑つかまって────


    



    　ドンッ──


    



    　鈍い、銃声が響いた。


    「あ、れ……？」


    　自分の頭から流れる血に、アルトが呆ほうけた声を漏もらす。


    「なんだ、ちゃんとまだ、血が……？」


    「アルトさん！」


    　グラリと傾くアルトの体を、イスカでは支えきれなかった。


    　仰向けに倒れた彼女の目には、一体どんな空が映ったのだろうか。


    　アルトは笑ったように見えた。


    



    「ああ……これで、私も、空に……」


    



    　雲が裂さけて、空からはカーテンのように光が降りていた。


    　それを最後に、アルトの体は崩れ始める。


    　止まっていた時間が動き出したように、ボロボロと塵ちりになり、風の中に消えていく。


    「なんで、だよ……」


    　ギリッと歯を食いしばり、ウィルはキッと正面を睨ねめつけた。


    　そこに、一挺ちようの拳銃を握った男が立っていた。


    



    「なんでだよ、ハイリッヒさんっ！」


    



    　シュタット・ツヴァイにいたはずのこの男が、一体どうやってここに追いついたのか。


    　そして、なぜ〈封ふう書しよ〉を送ったはずの相手を撃つのか。


    　疑問はいくらでも込み上げるが、ウィルは神父がカタカタと震ふるえていることに気付いた。


    「ち、違う。俺じゃない。俺が撃つわけがない！」


    　硝煙の上る拳銃を取り落として、ハイリッヒは頭を搔かきむしる。その顔から、ポロリとサングラスが外れて地面に転がった。


    　その瞳は、ウィルが知る青のそれではなく、奇怪な虹色に変色していた。


    「イス、カ……」


    　神父が最後に残したのは、アルトではなくなぜかイスカの名前だった。


    　ウィルがその意味を理解する前に、神父の顔から表情がすっぽりと抜け落ちる。


    　──なんだ、こいつ……？


    　それは、今までウィルと会話をしていた神父とは明らかに異質な何かだった。


    「お前は一体、なんだ……？」


    　その質問に、神父姿の〝何か〟の顔に狂気じみた笑みが浮かんだ。


    「そこの《フェンリルお嬢さん》と似たようなものさ。意志を持つ〈七つの鍵かぎ〉──壊れたティエラ王が壊れた自我を込めた人形だ」


    　目を向けられて、レンが怖おぞ気けに戦おののくように身を退ひいた。


    　神父は、胸に手を当てて腰を折る。


    



    「俺は《エインヘリヤル》──ティエラ王の分身だった者だ」

  



  
    あとがき


    



    　お待たせしております。『飛べない蝶ちようと空の鯱しやち～蒼あおの彼方より、最果てへ～Ⅱ』をお届けします。手て島しま史ふみ詞のりでございます。ふふふ、今回もなんとかあとがきページを残せました！


    



    　ところで若い男女が雪の中、二人きりで遭難しました。みなさん何を想像しますかー？　そんな重傷の主人公コンビをよそに、今回は本編のもう一人の主人公であるイスカが悩んだり成長したりしながら、２巻以降出番の少なかったレンと大暴れします。そして前回折せつ檻かんされた記憶しかないあの人が意外なところで役に立ったり立たなかったり。空の門編第二巻！


    



    　あと今回、十月二十日より三日ほどの間ですが、ＮＴＴのテレドーム電話番組「ＴＥＬ☆ドラ」にて蝶鯱をご紹介いただくことになりました。こちら、本編を声優さんに朗読していただけたりもするので、ご興味のある方はよろしくお願いします。詳しくはガガガ文庫ＨＰにて！


    　さて、今回はページが少ないので今後の予定です。


    　まずは来月十一月、一迅社文庫より『剣刻の銀乙女ユングフラウ５』が発売予定！　実はこの巻で私、デビュー作から数えて三十冊目になります。いつの間にか時間は過ぎているという現実。


    　その次はまだどれになるかわからないのですが、年明けくらいにガガガ文庫より蝶鯱とはまた別のシリーズが出るかもしれません！　内容的にはいろいろ難のある女の子たちといっしょに悩んで笑って世界を救う感じの正統派ラブコメでしょうか。え、違う？


    



    　それでは今回もお世話になりましたみなさまへ謝辞。


    　ファンタジー以外も書きたいー！　という私のわがままを聞いてくれた担当☆さま。巻を重ねるごとにクオリティがアップしてませんかイラストレーター鵜う飼かい沙さ樹きさま。校正、カバーデザイン、広報に携たずさわってくださいましたみなさま。夏休みはお世話になりましたＡさん。いつも本買ってくれるＹくんＮさん。そして最近じゃれつき度がアップしてる子供たち。


    　ありがとうございました！


    



    　次回予告


    　踏み躙にじられた〈封ふう書しよ〉。国テイエラか空か決断を迫られるイスカ。そして再会する二人のロリババア。それでも〈渡り鳥〉は空を飛ぶ。夢のため、そして〈封書〉のために。


    



    
      子供とダラッと過ごす日曜日に　手島史詞

    

  



  
    手島史詞


    Fuminori Teshima


    



    飛行船は男の浪漫です（断言）なのに現実には軍艦的なものはなくて、建造すら中止されていた時期もあります。でも気囊でふよふよ浮かんでプロペラでキュラキュラ前に進む飛行船に一度は乗ってみたい。
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